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令令
れい

和和
わ

８８年年
ねん

度度
ど

入入
にゅう

試試
し

のの日日
にっ

程程
てい

  

  
  

１１   一一
ひと

人人
り

１１台台
だい

のの学学
がく

習習
しゅう

者者
しゃ

用用
よう

端端
たん

末末
まつ

 ··············································································· １  

２２   都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

等等
とう

のの種種
しゅ

類類
るい

とと内内
ない

容容
よう

 ················································································ ２ 

３３   都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

のの入入
にゅう

試試
し

のの仕仕
し

組組
く

みみ ··············································································· ７  

  

４４   令令
れい

和和
わ

８８年年
ねん

度度
ど

都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

入入
にゅう

試試
し

のの実実施施
じ っ し

方方法法
ほうほう

のの変変更更
へんこう

ににつついいてて ········································ １１  

  

５５   イインンフフルルエエンンザザ等等
とう

学学
がっ

校校
こう

感感
かん

染染
せん

症症
しょう

罹罹
り

患患
かん

者者
しゃ

等等
とう

にに対対
たい

すするる追追
つい

検検
けん

査査
さ

ににつついいてて ························· １３  

６６   在在
ざい

京京
きょう

外外
がい

国国
こく

人人
じん

生生
せい

徒徒
と

等等
とう

対対
たい

象象
しょう

のの入入
にゅう

試試
し

ににつついいてて ······················································· １４ 

７７ 調調査査書書
ちょうさしょ

のの記記載載
き さ い

ににつついいてて ················································································ １５ 
 

８８   令令
れい

和和
わ

８８年年
ねん

度度
ど

都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

入入
にゅう

試試
し

イインンタターーネネッットト出出願願
しゅつがん

ににつついいてて································· １９  

９９   都都立立
と り つ

高高校校
こうこう

のの入入試試
にゅうし

ににつついいててＱＱ＆＆ＡＡ ···································································· ２１ 

入入
にゅう

学学
がく

考考
こう

査査
さ

料料
りょう

及及びび授授
じゅ

業業
ぎょう

料料
りょう

等等
とう

ににつついいてて···························································· ２９ 

都都
と

立立
りつ

高高
こう

等等
とう

学学
がっ

校校
こう

一一
いち

覧覧
らん

 ······················································································ ３２ 

    受受
じゅ

検検
けん

上上
じょう

のの配配
はい

慮慮
りょ

ににつついいてて ··············································································· ３７
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令和
れい わ

８年度
ねん ど

入
にゅう

試
し

の日程
にってい

全
ぜん

日
にち

制
せい

入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

受
うけ

付
つけ

３月 ５日（木）

取 下
と り さ

げ ３月
がつ

６日
にち

（金
きん

）

再 提 出
さ い て い し ゅ つ

３月
がつ

９日
にち

（月
げつ

）

学 力
が く り ょ く

検 査
け ん さ

３月
がつ

１０日
にち

（火
か

）

合 格
ご う か く

発 表
はっ ぴ ょ う

３月
がつ

１３日
にち

（金
きん

）

定
てい

時
じ

制
せい

定
てい

時
じ

制
せい

のうち、以
い

下
か

の 昼
ちゅう

夜
や

間
かん

定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

では、

全
ぜん

日
にち

制
せい

と同
おな

じ日
にっ

程
てい

で分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

を実
じっ

施
し

します。

【分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

を 行
おこな

う 昼
ちゅう

夜
や

間
かん

定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

】

一
ひとつ

橋
ばし

高
こう

校
こう

、浅
あさ

草
くさ

高
こう

校
こう

、荻
おぎ

窪
くぼ

高
こう

校
こう

、八
はち

王
おう

子
じ

拓
たく

真
しん

高
こう

校
こう

（一
いっ

般
ぱん

枠
わく

）、

砂
すな

川
がわ

高
こう

校
こう

※国際
こくさい

バカロレアコースの入試
にゅうし

（国際
こくさい

高校
こうこう

）、帰国
きこく

・引揚
ひきあげ

生徒
せいと

対 象
たいしょう

の入試
にゅうし

、在 京
ざいきょう

外国人
がいこくじん

生徒
せいと

等
とう

対 象
たいしょう

の入試
にゅうし

においては、第二次
だいに じ

募集
ぼしゅう

を実施
じっし

しません。

※変更
へんこう

が 生
しょう

じる場合
ばあい

は、東京都
とうきょうと

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

のホームページで

お知
し

らせします。

令和
れいわ

８年度
ねんど

入試
にゅうし

から、通信制
つうしんせい

（一 橋
ひとつばし

高校
こうこう

、新 宿
しんじゅく

山吹
やまぶき

高校
こうこう

、砂川
すながわ

高校
こうこう

）の入試
にゅうし

は、上記
じょうき

の日程
にってい

で前期
ぜんき

選抜
せんばつ

を実施
じっし

します。後期
こうき

選抜
せんばつ

は、４月
がつ

上 旬
じょうじゅん

に 行
おこな

います。

詳 細
しょうさい

は１２ページをご覧
らん

ください。

定時制
ていじせい

・通信制
つうしんせい

についての詳 細
しょうさい

は、１０月
がつ

頃
ごろ

に発行
はっこう

予定
よてい

の「令和
れいわ

８年度
ねんど

東京都
とうきょうと

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

定時制
ていじせい

課程
かてい

・通信制
つうしんせい

課程
かてい

入 学
にゅうがく

案内
あんない

」でお知
し

らせします。

定
てい

時
じ

制
せい

のうち、以
い

下
か

の 昼
ちゅう

夜
や

間
かん

定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

では、 出
しゅつ

願
がん

後
ご

の取
とり

下
さ

げ・再
さい

提
てい

出
しゅつ

により志
し

願
がん

変
へん

更
こう

ができます。

【志
し

願
がん

変
へん

更
こう

ができる高
こう

校
こう

】

六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

高
こう

校
こう

、大
おお

江
え

戸
ど

高
こう

校
こう

、

世
せ

田
た

谷
がや

泉
いずみ

高
こう

校
こう

、 稔
みのり

ヶ
が

丘
おか

高
こう

校
こう

、桐
きり

ヶ
が

丘
おか

高
こう

校
こう

、小
お

台
だい

橋
ばし

高
こう

校
こう

、立川
たちかわ

緑
みどり

高校
こうこう

、 一
ひとつ

橋
ばし

高
こう

校
こう

、浅
あさ

草
くさ

高
こう

校
こう

、荻
おぎ

窪
くぼ

高
こう

校
こう

、八
はち

王
おう

子
じ

拓
たく

真
しん

高
こう

校
こう

、砂
すな

川
がわ

高
こう

校
こう

帰
き

国
こく

・引
ひき

揚
あげ

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

又
また

は在
ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

等
とう

対
たい

象
しょう

（国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

）の志
し

願
がん

者
しゃ

は、一
いっ

般
ぱん

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

の第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

にも出
しゅつ

願
がん

できます。ただし、帰
き

国
こく

・引
ひき

揚
あげ

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

又
また

は在
ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

（国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

）に合
ごう

格
かく

した場
ば

合
あい

、それ以
い

後
ご

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

の受
じゅ

検
けん

はできません。

合
ごう

格
かく

発
はっ

表
ぴょう

２月
がつ

２ 日
にち

（ 月
げつ

）

作
さく

文
ぶん

・面
めん

接
せつ

１月
がつ

２６日
にち

（日
にち

）

入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

受
うけ

付
つけ

１月
がつ

日
にち

（火
か

）・ 日
にち

（水
すい

）

全
ぜん

日
にち

制
せい

志願者
しがんしゃ

情 報
じょうほう

入 力
にゅうりょく

期間
き か ん

１２月
がつ

１９日
にち

（金
きん

）

～１月
がつ

１６日
にち

（金
きん

）午後
ご ご

５時
じ

出
しゅつ

願
がん

受
うけ

付
つけ

期
き

間
かん

１月
がつ

９日
にち

（金
きん

）～１月
がつ

１６日
にち

（金
きん

）

集団
しゅうだん

討論
とうろん

・個人
こ じ ん

１月
がつ

２６日
にち

（月
げつ

）

面接
めんせつ

、実技
じ つ ぎ

検査
け ん さ

等
とう

１月
がつ

２７日
にち

（火
か

）

合
ごう

格
かく

発
はっ

表
ぴょう

２月
がつ

２ 日
にち

（ 月
げつ

）

全
ぜん

日
にち

制
せい

合格
ごうかく

発 表
はっぴょう

３月
がつ

２日
にち

（月
げつ

）

取 下
と り さ

げ ２月
がつ

１２日
にち

（木
もく

）

再 提 出
さいていしゅつ

２月
がつ

１３日
にち

（金
きん

）

志願者
しがんしゃ

情 報
じょうほう

入 力
にゅうりょく

期間
き か ん

１２月
がつ

１９日
にち

（金
きん

）

～２月
がつ

５日
にち

（木
もく

）午後
ご ご

５時
じ

出
しゅつ

願
がん

受
うけ

付
つけ

期
き

間
かん

１月
がつ

３０日
にち

（金
きん

）

～２月
がつ

５日
にち

（木
もく

）

学 力
がくりょく

検査
けんさ

２月
がつ

２１日
にち

（土
ど

）

合格
ごうかく

発表
はっぴょう

３月
がつ

２日
にち

（月
げつ

）

定時制
ていじせい

・通信制
つうしんせい

（前期
ぜん き

）

志願者
しがんしゃ

情 報
じょうほう

入 力
にゅうりょく

期間
き か ん

１２月
がつ

１９日
にち

（金
きん

）

～２月
がつ

５日
にち

（木
もく

）午後
ご ご

５時
じ

出願
しゅつがん

受付期間
うけつけきかん

１月
がつ

３０日
にち

（金
きん

）～２月
がつ

５日
にち

（木
もく

）

学力
がくりょく

検査
けん さ

（定時制
ていじせい

）

２月
がつ

２１日
にち

（土
ど

）

学力
がくりょく

検査
けん さ

（通信制
つうしんせい

）

２月
がつ

２２日
にち

（日
にち

）

帰
き

国
こく

・引
ひき

揚
あげ

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

合格
ごうかく

発表
はっぴょう

２月
がつ

１８日
にち

（水
すい

）

取 下
と り さ

げ ２月
がつ

１２日
にち

（木
もく

）

再 提 出
さいていしゅつ

２月
がつ

１３日
にち

（金
きん

）

学 力
がくりょく

検査
け ん さ

２月
がつ

１６日
にち

（月
げつ

）

志願者
しがんしゃ

情 報
じょうほう

入 力
にゅうりょく

期間
き か ん

（帰国
き こ く

）

１２月
がつ

１９日
にち

（金
きん

）

～２月
がつ

５日
にち

（木
もく

）午後
ご ご

５時
じ

出願
しゅつがん

受付期間
うけつけきかん

（帰国
きこ く

）

１月
がつ

３０日
にち

（金
きん

）～２月
がつ

５日
にち

（木
もく

）

入学願書受付
に ゅ う が く が ん し ゃ う け つ け

（引揚
ひ き あ げ

）

２月
がつ

５日
にち

（木
もく

）・６日
にち

（金
きん

）

合
ごう

格
かく

発
はっ

表
ぴょう

２月
がつ

２日
にち

（月
げつ

）

英語
えい ご

運用
うんよう

能 力
のうりょく

検査
けん さ

等
とう １月

がつ

２６日
にち

（月
げつ

）

１月
がつ

２７日
にち

（火
か

）

志願者
しがんしゃ

情 報
じょうほう

入 力
にゅうりょく

期間
きかん

１２月１９日（金
きん

）～１月
がつ

１６日
にち

（金
きん

）午後
ご ご

５時
とき

出 願
しゅつがん

受付期間
うけつけきかん

１月
がつ

９日
にち

（金
きん

）～１月
がつ

１６日
にち

（金
きん

）

志願者
しがんしゃ

情 報
じょうほう

入 力
にゅうりょく

期間
き か ん

１２月
がつ

１９日
にち

（金
きん

）

～２月
がつ

５日
にち

（木
もく

）午後
ご ご

５時
じ

出願
しゅつがん

受付期間
うけつけきかん

１月
がつ

３０日
にち

（金
きん

）～２月
がつ

５日
にち

（木
もく

）

作文
さくぶん

・面接
めんせつ

２月
がつ

１６日
にち

（月
げつ

）

金
合格
ごうかく

発表
はっぴょう

２月
がつ

１８日
にち

（水
すい

）

在
ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

等
とう

対
たい

象
しょう

（国際
こくさい

高校
こうこう

）

在
ざ
い

京
き
ょ
う

外
が
い

国
こ
く

人
じ
ん

生
せ
い

徒と

等
と
う

対
た
い

象
し
ょ
う

、
Ｉ
Ｂ
コ
ー
ス
の
入

に
ゅ
う

試し

在
ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

等
とう

対
たい

象
しょう

（国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

以
い

外
がい

）

国
こく

際
さい

バカロレア（ＩＢ）

コース（国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

）
推す

い

薦せ
ん

に

基も
と

づ

く

入
に
ゅ
う

試し

（
第だ

い

一い

ち

次じ

募ぼ

集
し
ゅ
う

・
分ぶ

ん

割か

つ

前ぜ

ん

期き

募ぼ

集
し
ゅ
う

）

（
第
一
次
募

集

・
分
割
前
期
募

集

）

学が

く

力り
ょ
く

検け

ん

査さ

に

基も

と

づ

く

入に
ゅ
う

試し

帰 き

国 こ

く

・
引 ひ

き

揚 あ

げ

生 せ

い

徒 と

対 た

い

象
し
ょ
う

、
在 ざ

い

京
き
ょ
う

外 が

い

国 こ

く

人 じ

ん

生 せ

い

徒 と

等と
う

対 た

い

象
し
ょ
う

の
入

に
ゅ
う

試 し

（
分ぶ

ん

割か
つ

後こ
う

期き

募ぼ

集
し
ゅ
う

・
第だ

い

二に

次じ

募ぼ

集
し
ゅ
う

）

（
分
割
後
期
募

集集集集集集集集

・
第
二
次
募

集

）

学が

く

力り
ょ
く

検け

ん

査さ

に

基も

と

づ

く

入に
ゅ
う

試し
※「インフルエンザ等

とう

学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

罹
り

患
かん

者
しゃ

等
とう

に対
たい

する追
つい

検
けん

査
さ

」は、全
ぜん

日
にち

制
せい

の第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

と同
おな

じ日
にっ

程
てい

で実
じっ

施
し

します（新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

も追
つい

検
けん

査
さ

の対
たい

象
しょう

になります。）。ただし、志
し

願
がん

変
へん

更
こう

はできません。

また、分
ぶん

割
かつ

募
ぼ

集
しゅう

を実
じっ

施
し

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

においては、追
つい

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

しま

せん。追
つい

検
けん

査
さ

についての 詳
しょう

細
さい

は１３ページをご覧
らん

ください。

取
と り

下
さ

げ ３月
がつ

２４日
にち

（火
か

）

再
さ い

提
て い

出
しゅつ

３月
がつ

２５日
にち

（水
すい

）

学 力
が く り ょ く

検 査
け ん さ

３月
がつ

２６日
にち

（木）

合 格
ご う か く

発 表
は っ ぴ ょ う

３月
がつ

２７日
にち

（金
きん

）

入
にゅう

学
が く

願
が ん

書
し ょ

受
う け

付
つけ

３月
が つ

２３日
に ち

（月）

전일제

입학원서 접수 3 월 5 일( 목)

취 소 3 월 6 일 ( 금 )

재 제 출  3 월 9 일 ( 월 )

학 력 검 사  3 월 1 0 일 ( 화 )

합격자 발표  3 월 1 3 일 (금 )

정 시제

입학원서 접수 3 월 23 일(월)

취 소 3 월 24 일(화)

재 제 출 3 월 25 일(수)
재 제 안
학 력 검 사 3 월 26 일(목)

합격자 발표 3 월 27 일(금)

정시제 중 이하의 주야간 정시제 고등학교에서는
전일제 제 2 차 모집과 같은 일정으로 분할 후기
모집을 실시합니다.
【분할 후기 모집을 실시하는 주야간정시제 고교】
히토쓰바시고교, 아사쿠사고교, 오기쿠보고교,
하치오지타쿠신고교(일반 전형), 스나가와고교

※변동사항이생겼을경우에는도쿄도교육위원회홈페이지에서알려드립니다. 

（
분
할

후
기

모
집
・
제
２
차

모
집
）

학
력
검
사
에

의
한

입
시

2026 년도 입시부터 통신제(히토쓰바시고교, 신주쿠야마부키고교, 스나가와고교)의 입시는 상기 일정으로 전기 선발을
실시합니다. 후기 선발은 4 월 상순에 실시합니다. 자세한 내용은 12 페이지를 참조해 주십시오.

정시제, 통신제에 대한 자세한 내용은 10 월경에 발행 예정인 「2026 년도 도쿄도립 고등학교 정시제 과정, 통신제 과정 입학
안내」를 통해 알려 드리겠습니다.

추
천
에

의
한

입
시

도
쿄
거
주
외
국
인
학
생
등
대
상,IB

코
스
입
시

(

제
１
차

모
집
・
분
할

전
기

모
집)

학
력
검
사
에

의
한

입
시

정시제중이하의주야간정시제

고등학교에서는원서제출후의

취소,재제출로지원변경가능

【지원변경이가능한고등학교】

롯폰기고교, 오에도고교,
세타가야이즈미고교,미노리가오카고교,
기리가오카고교,오다이바시고교,
다치카와미도리고교, 히토쓰바시고교,
아사쿠사고교,오기쿠보고교,
하치오지타쿠신고교,스나가와고교

귀국·귀환 학생 대상 또는 도쿄 거주 외국인학생등

대상(국제고등학교) 지원자는 일반 도립고등학교의

제 1 차 모집 및 분할 전기 모집에도 출원할 수

있습니다. 단, 귀국·귀환 학생 대상 또는 도쿄 거주

외국인학생 대상(국제고등학교)에 합격한 경우, 그

이후의 도립고등학교 시험은 응시할 수 없습니다.

귀
국
・귀
환

학
생

대
상,

도
쿄

거
주

외
국
인
학
생
등

대
상
의

입
시

작문·면접   2월16일(월)

지원자정보입력기간
12월19일(금)
~2월5일(목)오후5시
원서접수기간
1월30일(금)～2월5일(목)

도쿄 거주
외국인학생등 대상

(고쿠사이고교)

합격자 발표 2 월 2 일(월)

작문・면접 1 월 26 일(월)

입학원서접수 1월 20일(화)∙21일(수)

도쿄 거주 외국인학생등 대상

（국제고교 이외）

※ 국제 바칼로레아 코스의 입시(국제고교), 귀국·귀환 학생
대상의 입시 및 도쿄 거주 외국인 학생 등 대상의
입시에서는 제 2 차 모집을 실시하지 않습니다.
※「인플루엔자 등 학교 감염증 이환자 등에 대한 추가검사」는

전일제의 제 2 차 모집과 같은 일정으로 실시합니다.(신종
코로나바이러스 감염증도 추가검사의 대상이 됩니다) 단, 지원
변경은 할 수 없습니다. 또한 분할 모집을 실시하는 도립
고등학교에서는 추가검사를 실시하지 않습니다. 추가 검사에
대한 자세한 내용은 13 페이지를 참조하십시오.     

전일제

지원자 정보 입력 기간

12 월 19 일(금)

~1 월 16 일(금) 오후 5 시

원서접수기간

1 월 9 일(금)～1 월 16 일(금)

단 체 토 론 ・ 개 인 1 월 26 일(월)
면 접 , 실 기 검 사 등 1 월 27 일(화)
합격자 발표 2 월 2 일(월)

전일제

합격자 발표
3 월 2 일(월)

철회 2 월 12 일(목)

재제출2월 13일(금)

지원자정보입력기간
12월19일(금)
~2월5일(목)오후5시
원서접수기간
1월9일(금)
～2월5일(목)

학력검사
2 월 21 일(토)

합격자 발표
3 월 2 일(월)

정시제·통신제(전기)

지원자정보입력기간
12월19일(금)
~2월5일(목)오후5시
원서접수기간
1월30일(금)～2월5일(목)

학력검사(정시제)
2 월 21 일(토)
학력검사(통신제)
2 월 22 일(일)

귀국·귀환 학생 대상

합격자발표  2월 18일(수)

취소   2 월 12 일(목)

재제출  2 월 13 일(금)

학력검사 2월16일(월)

지원자정보입력기간(귀국)
12월19일(금)
~2월5일(목)오후5시
원서접수기간(귀국)
1월30일(금)～2월5일(목)

입학원서 접수(귀환)
2 월 5 일(목)·6 일(금)

국제 바칼로레아(IB)
코스 (국제고교)

지원자 정보 입력 기간

12 월 19 일(금)

~1 월 16 일(금) 오후 5 시

원서접수기간

1 월 9 일(금)～1 월 16 일(금)

합격자 발표 2 월 2 일(월)

영어운용능력검사 등
1 월 26 일(월)
1 월 27 일(화)

2026 년도 입시 일정



１ 一
ひと

人
り

台
だい

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

用
よう

端
たん

末
まつ

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

への入
にゅう

学
がく

時
じ

に、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

用
よう

端
たん

末
まつ

の準
じゅん

備
び

が必
ひつ

要
よう

です。

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

では、 教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

のあらゆる場
ば

面
めん

において、高
こう

校
こう

段
だん

階
かい

の学
まな

びにふさわしい生
せい

徒
と

所
しょ

有
ゆう

の

一
ひと

人
り

１台
だい

端
たん

末
まつ

を活
かつ

用
よう

することにより、一
ひと

人
り

一
ひと

人
り

の力
ちから

を最
さい

大
だい

限
げん

に伸
の

ばしていきます。

端
たん

末
まつ

の購
こう

入
にゅう

には、東
とう

京
きょう

都
と

から支
し

援
えん

があり、保
ほ

護
ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

額
がく

は原
げん

則
そく

３万
まん

円
えん

です。

令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

入
にゅう

学
がく

生
せい

の端
たん

末
まつ

購
こう

入
にゅう

にかかる保
ほ

護
ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

額
がく

は、以
い

下
か

のとおりです。

（令
れい

和
わ

８年
ねん

度
ど

入
にゅう

学
がく

生
せい

に対
たい

する支
し

援
えん

内
ない

容
よう

については今後
こ ん ご

決
けっ

定
てい

します）

※ 扶
ふ

養
よう

する２３歳
さい

未
み

満
まん

の子
こ

等
とう

が３人
にん

以
い

上
じょう

いる世
せ

帯
たい

や 給
きゅう

付
ふ

型
がた

奨
しょう

学
がく

金
きん

受
じゅ

給
きゅう

対
たい

象
しょう

世
せ

帯
たい

については、保
ほ

護
ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

額
がく

をさらに軽
けい

減
げん

する制
せい

度
ど

があります。（給
きゅう

付
ふ

型
がた

奨
しょう

学
がく

金
きん

については３０ページ参
さん

照
しょう

）

支
し

援
えん

の詳
しょう

細
さい

は、以
い

下
か

のリンクを御
ご

参
さん

照
しょう

ください。

令
れい

和
わ

８年
ねん

度
ど

入
にゅう

学
がく

生
せい

向
む

け支
し

援
えん

の 詳
しょう

細
さい

は、 上
じょう

記
き

ホームページや 情
じょう

報
ほう

教
きょう

育
いく

ポータルサイト「とうきょう

の情
じょう

報
ほう

教
きょう

育
いく

」等
とう

で、随
ずい

時
じ

お知
し

らせします。

【問
と

い合
あ

わせ先
さき

】 東
とう

京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

庁
ちょう

総
そう

務
む

部
ぶ

デジタル推
すい

進
しん

課
か

電
でん

話
わ

０３（５３２０）７４７７（直
ちょく

通
つう

）

端
たん

末
まつ

購
こう

入
にゅう

支
し

援
えん

金
きん

について

授
じゅ

業
ぎょう

で使
し

用
よう

する資
し

料
りょう

の配
はい

布
ふ

やレポートの提
てい

出
しゅつ

はスマー

ト・スクール端
たん

末
まつ

を通
とお

して 行
おこな

われます。学
がっ

校
こう

からの連
れん

絡
らく

、

委
い

員
いん

会
かい

や部
ぶ

活
かつ

動
どう

の情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

などにおいても使
つか

われます。

自
じ

宅
たく

では、授
じゅ

業
ぎょう

で課
か

されたレポートや、 自
みずか

らテーマを設
せっ

定
てい

する課
か

題
だい

研
けん

究
きゅう

の論
ろん

文
ぶん

などに取
と

り組
く

むために使
し

用
よう

します。調
しら

べたことを発
はっ

表
ぴょう

するための資
し

料
りょう

を 整
ととの

えたり、スライドを

作
さく

成
せい

したりすることもあります。

スマート・スクール端
たん

末
まつ

は、生
せい

徒
と

自
じ

身
しん

が管
かん

理
り

します。

使
つか

いやすくなるよう、自
じ

分
ぶん

の端
たん

末
まつ

をカスタマイズする

ことができます。勉
べん

強
きょう

に役
やく

立
だ

つものなど、必
ひつ

要
よう

なア

プリ・ソフトウェアをインストールできます。

この端
たん

末
まつ

は、都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

の生
せい

徒
と

にとって、高
こう

校
こう

生
せい

活
かつ

を

充
じゅう

実
じつ

させるマストアイテムです。

保
ほ

護
ご

者
しゃ

負
ふ

担
たん

額
がく

※

３０，０００円
東
とう

京
きょう

都
と

支
し

援
えん

額
がく

端
たん

末
まつ

価
か

格
かく

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

の生
せい

徒
と

は、一
ひと

人
り

１台
だい

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

用
よう

端
たん

末
まつ

（スマート・スクール端
たん

末
まつ

）を毎
まい

日
にち

の学
がく

習
しゅう

や学
がっ

校
こう

との連
れん

絡
らく

など、高
こう

校
こう

生
せい

活
かつ

に不
ふ

可
か

欠
けつ

なツールとして使
つか

います。

1

１ 인 대 학습자용 단말기

도립고등학교에 입학할 때는 학습자용 단말기의 준비가 필요합니다

도립고등학교에서는 교육활동의 모든 장면에 있어서 고등학교 단계의 학습에 적합한 학생
소유의 인 대 단말기를 활용함으로써 한 사람 한 사람의 힘을 최대한으로 길러 갑니다
단말기 구입에는 도쿄도로부터 지원을 받을 수 있으며 보호자 부담액은 원칙 만엔입니다

년도 입학생의 단말기 구입에 들어가는 보호자 부담액은 다음과 같습니다
년도 입학생에 대한 지원 내용에 대해서는 후일 결정됩니다

※ 부양하는 23 세 미만의 아이 등이 3 명 이상 있는 세대 및 급부형 장학금 수급 대상 세대에
대해서는 보호자 부담액을 더욱 경감하는 제도가 있습니다. (급여형 장학금에 대해서는 페이지
참조)
지원에 대한 자세한 내용은 아래 링크를 참조하십시오.

2026 년도 입학생용 지원의 자세한 내용은 상기 홈페이지나 정보교육 포털사이트 「도쿄의 정보
교육」 등을 통해 수시로 알려 드리겠습니다.

【문의처】도쿄도 교육청 총무부 디지털추진과 전화 직통

단말기 구입 지원금에
대하여

수업에 사용하는 자료의 배포 및 리포트 제출은
스마트·스쿨 단말을 통해 이루어집니다 학교로부터의
연락 위원회나 부활동의 정보 교환 등에도
사용됩니다
집에서는 수업에서 부과된 리포트나 스스로 테마를

설정하는 과제 연구의 논문 등에 활용하기 위해서
사용합니다 조사한 내용을 발표할 자료를 정리하거나
슬라이드를 만들 수도 있습니다

스마트·스쿨 단말은 학생 자신이 관리합니다
사용하기 쉽도록 자신의 단말기를 맞춤 설정할 수
있습니다 공부에 도움이 되는 것 등 필요한 앱
소프트웨어를 설치할 수 있습니다
이 단말은 도립고등학교의 학생이 고등학교 생활을

알차게 하는 필수 아이템입니다

보호자 부담액 ※

３０，０００엔
도쿄도 지원액

단말기 가격

도립고등학교 학생은 1 인 1 대 학습자용 단말기(스마트·스쿨 단말)를 매일의 학습이나 학교와의 연락
등, 고교 생활에 필수적인 툴로서 사용합니다.
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２２ 都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

等等
とう

のの種種
しゅ

類類
るい

とと内内
ない

容容
よう

  

１１ 全全
ぜん

日日
にち

制制
せい

課課
か

程程
てい

・・・朝
あさ

から午
ご

後
ご

までの日
にっ

中
ちゅう

に授
じゅ

業
ぎょう

があります。

２２ 定定
てい

時時
じ

制制
せい

課課
か

程程
てい

・・・夜
や

間
かん

、その他
た

定
さだ

められた時
じ

間
かん

帯
たい

に授
じゅ

業
ぎょう

があります。

３３ 通通
つう

信信
しん

制制
せい

課課
か

程程
てい

・・・自
じ

宅
たく

等
とう

で学
がく

習
しゅう

し、レポートなどの添
てん

削
さく

指
し

導
どう

を受
う

けながら、定
さだ

められた日
ひ

（月
つき

２
ふつ

日
か

程
てい

度
ど

）

に登
とう

校
こう

し、面
めん

接
せつ

指
し

導
どう

を受
う

けます。

学学
がく

年年
ねん

制制
せい

とと単単
たん

位位
い

制制
せい

 

１１ 学学
がく

年年
ねん

制制
せい

・・・ 学
がく

習
しゅう

する教
きょう

科
か

・科
か

目
もく

が、学
がく

年
ねん

ごとに定
さだ

められており、その学
がく

習
しゅう

成
せい

果
か

が認
みと

められると

単
たん

位
い

が与
あた

えられ、次
つぎ

の学
がく

年
ねん

に進
しん

級
きゅう

する制
せい

度
ど

です。全
ぜん

日
にち

制
せい

は３年
ねん

、定
てい

時
じ

制
せい

は４年
ねん

（一
いち

部
ぶ

は

３年
ねん

）を修
しゅう

了
りょう

すると、卒
そつ

業
ぎょう

が認
みと

められます。

２２ 単単
たん

位位
い

制制
せい

・・・ 学
がく

年
ねん

の区
く

別
べつ

がなく、３年
ねん

間
かん

（又
また

は４年間
ねんかん

）の中
なか

で必
ひっ

修
しゅう

（必
ひつ

履
り

修
しゅう

）科
か

目
もく

の他
ほか

に自
じ

分
ぶん

に適
てき

した教
きょう

科
か

・科
か

目
もく

を選
せん

択
たく

し、その学
がく

習
しゅう

成
せい

果
か

が認
みと

められ、入
にゅう

学
がく

から卒
そつ

業
ぎょう

までに決
き

められ

た単
たん

位
い

数
すう

を修
しゅう

得
とく

すれば卒
そつ

業
ぎょう

できる制
せい

度
ど

です。

都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

のの学学
がっ

科科
か

※ 令
れい

和
わ

８年
ねん

度
ど

入
にゅう

試
し

で募
ぼ

集
しゅう

を行
おこな

う予
よ

定
てい

の学
がっ

科
か

を記
き

載
さい

しています。

１１ 普普
ふ

通通
つう

科科
か

国
こく

語
ご

、地
ち

理
り

歴
れき

史
し

、公
こう

民
みん

、数
すう

学
がく

、理
り

科
か

、保
ほ

健
けん

体
たい

育
いく

、芸
げい

術
じゅつ

、外
がい

国
こく

語
ご

、家
か

庭
てい

、情
じょう

報
ほう

の各
かく

教
きょう

科
か

を中
ちゅう

心
しん

に学
がく

習
しゅう

します。各
かく

教
きょう

科
か

は、更
さら

にいくつかの科
か

目
もく

に分
わ

かれています。学
がっ

校
こう

が定
さだ

めた教
きょう

育
いく

内
ない

容
よう

に従
したが

い、定
さだ

められた

科
か

目
もく

や自
じ

分
ぶん

で選
せん

択
たく

した科
か

目
もく

を学
がく

習
しゅう

します。大
だい

学
がく

・短
たん

大
だい

・専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

への進
しん

学
がく

や就
しゅう

職
しょく

など、幅
はば

広
ひろ

い進
しん

路
ろ

に対
たい

応
おう

します。

２２ 普普
ふ

通通
つう

科科
か

（（ココーースス制制
せい

））

普
ふ

通
つう

科
か

の一
いち

部
ぶ

ですが、皆
みな

さんの興
きょう

味
み

・関
かん

心
しん

や希
き

望
ぼう

に応
おう

じられるよう、学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

の重
じゅう

点
てん

化
か

を図
はか

り、様
さま

々
ざま

な選
せん

択
たく

科
か

目
もく

を設
もう

けています。１年
ねん

次
じ

から語
ご

学
がく

系
けい

、美
び

術
じゅつ

系
けい

のコースに分
わ

かれて学
がく

習
しゅう

します。深深
ふか

川川
がわ

高高
こう

校校
こう

（外
がい

国
こく

語
ご

コース）、片片
かた

倉倉
く ら

高高
こう

校校
こう

（造
ぞう

形
けい

美
び

術
じゅつ

コース）、松松
まつ

がが谷谷
や

高高
こう

校校
こう

（外
がい

国
こく

語
ご

コース）、小小
こ

平平
だいら

高高
こう

校校
こう

（外
がい

国
こく

語
ご

コース）があ

ります。

３３ 総総
そう

合合
ごう

学学
がっ

科科
か

共
きょう

通
つう

科
か

目
もく

から専
せん

門
もん

科
か

目
もく

まで幅
はば

広
ひろ

い選
せん

択
たく

科
か

目
もく

の中
なか

から、自
じ

分
ぶん

の特
とく

性
せい

や進
しん

路
ろ

希
き

望
ぼう

に合
あ

った科
か

目
もく

を選
せん

択
たく

し、系
けい

統
とう

的
てき

、専
せん

門
もん

的
てき

に学
がく

習
しゅう

します。自
じ

分
ぶん

の生
い

き方
かた

や将
しょう

来
らい

の進
しん

路
ろ

を考
かんが

える「産
さん

業
ぎょう

社
しゃ

会
かい

と人
にん

間
げん

」を全
ぜん

員
いん

が学
がく

習
しゅう

し、

科
か

目
もく

選
せん

択
たく

に生
い

かします。

４４ 農農
のう

業業
ぎょう

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

農
のう

業
ぎょう

の各
かく

分
ぶん

野
や

で活
かつ

躍
やく

できる技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の育
いく

成
せい

を目
め

指
ざ

して、農
のう

業
ぎょう

生
せい

産
さん

物
ぶつ

の栽
さい

培
ばい

や飼
し

育
いく

を通
とお

し、自
し

然
ぜん

に親
した

しみ

ながら専
せん

門
もん

的
てき

な知
ち

識
しき

やバイオテクノロジーなどの技
ぎ

術
じゅつ

を身
み

に付
つ

けます。 

５５ 工工
こう

業業
ぎょう

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

工
こう

業
ぎょう

の各
かく

分
ぶん

野
や

で活
かつ

躍
やく

できる技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の育
いく

成
せい

を目
め

指
ざ

して、専
せん

門
もん

的
てき

な知
ち

識
しき

やものづくりの技
ぎ

術
じゅつ

・ハイテク技
ぎ

術
じゅつ

などを身
み

に付
つ

けます。 

課課
か

程程
てい
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2 도립고등학교 등의 종류 및 내용 

2 

１１ 전일제 과정・・・・・・ 아침부터 오후까지 종일 수업이 있습니다

２２ 정시제 과정・・・・・・ 야간 그 외 정해진 시간대에 수업이 있습니다

３３ 통신제 과정・・・・・・ 자택 등에서 학습하여 리포트 등의 첨삭 지도를 받으면서 정해진 날(월 
2 일 정도)에 등교하고 면접 지도를 받습니다.

학년제와 단위제

１１ 학년제 ・・・ 학습하는 교과 및 과목이 학년마다 정해져 있으며 그 학습 성과가 인정되면 단위가
주어져 다음의 학년으로 진급하는 제도입니다. 전일제는 3 년, 정시제는 4 년(일부는 
3 년)을 수료하면 졸업이 인정됩니다. 

２２ 단위제 ・・・ 학년의 구별이 없고 3년간(또는 4년간) 안에서 필수 과목 외에 자신에게 적합한 교과 
및 과목을 선택하여 그 학습 성과가 인정되어 입학부터 졸업까지 정해진 단위수를 
습득하면 졸업할 수 있는 제도입니다.

도립 고등학교 학과

※ 년도 입시에서 모집을 실시할 예정인 학과를 기재하고 있습니다

보통과

국어 지리 역사 공민(公民) 수학 과학 보건체육 예술 외국어 가정 정보의 각 교과를
중심으로 학습합니다 각 교과는 몇 가지 과목으로 나누어져 있습니다 학교가 정한 교육
내용에 따라 정해진 과목이나 스스로 선택한 과목을 학습합니다 대학, 단기대학, 
전문학교로의 진학이나 취직 등 폭넓은 진로에 대응합니다

보통과 코스제

보통과의 일부입니다만 여러분의 흥미와 관심, 희망에 부응할 수 있도록 학습 내용의
중점화를 도모해 다양한 선택 과목을 마련하고 있습니다 학년부터 어학계와 미술계의
코스로 나뉘어서 학습합니다 후카가와 고등학교 외국어 코스 가타쿠라 고등학교 조형미술
코스 마쓰가야 고등학교 외국어 코스 고다이라 고등학교 외국어 코스 가 있습니다

종합학과

공통 과목에서 전문 과목까지 폭넓은 선택 과목 중에서 자신의 특성과 진로 희망에 맞는
과목을 선택하여 계통적 전문적으로 학습합니다 자신의 삶의 방식과 장래의 진로를
생각하는 ‘산업 사회와 인간’을 전원이 학습함으로써 과목 선택에 도움을 받습니다

농업에 관한 학과

농업의 각 분야에서 활약할 수 있는 기술자의 육성을 목표로 농업 생산물의 재배나 사육을
통하여 자연과 친숙해지면서 전문적인 지식과 바이오테크놀로지 등의 기술을 익힙니다

공업에 관한 학과

공업의 각 분야에서 활약할 수 있는 기술자의 육성을 목표로 전문적인 지식과 제조 기술
및 하이테크 기술 등을 익힙니다

과정
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６６ 工工
こう

業業
ぎょう

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

（（デデュュアアルルシシスステテムム科科
か

））

企
き

業
ぎょう

でものづくりの長
ちょう

期
き

就
しゅう

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

を授
じゅ

業
ぎょう

として受
う

け、実
じっ

践
せん

的
てき

な技
ぎ

術
じゅつ

・技
ぎ

能
のう

を身
み

に付
つ

けます。企
き

業
ぎょう

と生
せい

徒
と

の合
ごう

意
い

により、卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、就
しゅう

業
ぎょう

訓
くん

練
れん

先
さき

の企
き

業
ぎょう

に就
しゅう

職
しょく

することもできます。

７７ 科科
か

学学
がく

技技
ぎ

術術
じゅつ

科科
か

科
か

学
がく

や技
ぎ

術
じゅつ

について幅
はば

広
ひろ

く学
まな

び、卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、理
り

系
けい

の大
だい

学
がく

等
とう

において専
せん

門
もん

性
せい

を高
たか

めるための基
き

礎
そ

力
りょく

を身
み

に

付
つ

けます。科科
か

学学
がく

技技
ぎ

術術
じゅつ

高高
こう

校校
こう

及
およ

び多多
た

摩摩
ま

科科
か

学学
がく

技技
ぎ

術術
じゅつ

高高
こう

校校
こう

に設
せっ

置
ち

しています。

８８ 商商
しょう

業業
ぎょう

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

（（ビビジジネネスス科科
か

・・商商
しょう

業業
ぎょう

科科
か

））

経
けい

理
り

、情
じょう

報
ほう

処
しょ

理
り

などの商
しょう

業
ぎょう

の分
ぶん

野
や

や国
こく

際
さい

化
か

に対
たい

応
おう

する分
ぶん

野
や

で活
かつ

躍
やく

できる人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

を目
め

指
ざ

して、専
せん

門
もん

的
てき

な知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

を身
み

に付
つ

けます。 

９９ ビビジジネネススココミミュュニニケケーーシショョンン科科
か

激
げき

変
へん

する社
しゃ

会
かい

環
かん

境
きょう

の中
なか

で、自
じ

立
りつ

することのできる人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

を目
め

指
ざ

します。英
えい

語
ご

や実
じっ

践
せん

的
てき

なビジネス科
か

目
もく

を学
まな

び、社
しゃ

会
かい

科
か

学
がく

系
けい

及
およ

び人
じん

文
ぶん

科
か

学
がく

系
けい

大
だい

学
がく

への進
しん

学
がく

を目指
め ざ

します。大大
おお

田田
た

桜桜
さくら

台台
だい

高高
こう

校校
こう

及
およ

び千千
ち

早早
はや

高高
こう

校校
こう

に設
せっ

置
ち

してい

ます。

情情
じょう

報報
ほう

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

高
こう

度
ど

情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

社
しゃ

会
かい

の諸
しょ

課
か

題
だい

を主
しゅ

体
たい

的
てき

、合
ごう

理
り

的
てき

に解
かい

決
けつ

し、社
しゃ

会
かい

の発
はっ

展
てん

を図
はか

る創
そう

造
ぞう

的
てき

な能
のう

力
りょく

と実
じっ

践
せん

的
てき

な態
たい

度
ど

を育
そだ

てるため、情
じょう

報
ほう

の各
かく

分
ぶん

野
や

に関
かん

する知
ち

識
しき

と技
ぎ

術
じゅつ

を習
しゅう

得
とく

します。新新
しん

宿宿
じゅく

山山
やま

吹吹
ぶき

高高
こう

校校
こう

に設
せっ

置
ち

しています。

産産
さん

業業
ぎょう

科科
か

生
せい

産
さん

・流
りゅう

通
つう

・消
しょう

費
ひ

の各
かく

過
か

程
てい

の関
かん

連
れん

性
せい

を学
まな

び、起
き

業
ぎょう

家
か

精
せい

神
しん

を育
いく

成
せい

します。従
じゅう

来
らい

の学
がっ

科
か

の枠
わく

を超
こ

えた新
あら

た

な学
がっ

科
か

として、 橘橘
たちばな

高高
こう

校校
こう

及
およ

び八八
はち

王王
おう

子子
じ

桑桑
そう

志志
し

高高
こう

校校
こう

に設置
せっち

しています。 

水水
すい

産産
さん

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

海
かい

洋
よう

について様
さま

々
ざま

な視
し

点
てん

から学
まな

び、海
かい

洋
よう

課
か

題
だい

に対
たい

応
おう

できる人
じん

材
ざい

を育
いく

成
せい

します。大大
おお

島島
しま

海海
かい

洋洋
よう

国国
こ く

際際
さい

高高
こう

校校
こう

に設
せっ

置
ち

し

ています。

家家
か

庭庭
てい

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

家
か

庭
てい

生
せい

活
かつ

に関
かん

する専
せん

門
もん

科
か

目
もく

の学
がく

習
しゅう

を行
おこな

うことにより、衣
い

食
しょく

住
じゅう

、保
ほ

育
いく

、看
かん

護
ご

や介
かい

護
ご

などの知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

を身
み

に付
つ

けます。赤赤
あか

羽羽
ばね

北北
ほく

桜桜
おう

高高
こう

校校
こう

、農農
のう

業業
ぎょう

高高
こう

校校
こう

、瑞瑞
みず

穂穂
ほ

農農
のう

芸芸
げい

高高
こう

校校
こう

及
およ

び忍忍
しのぶ

岡岡
がおか

高高
こう

校校
こう

に設
せっ

置
ち

しています。

福福
ふく

祉祉
し

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

各
かく

種
しゅ

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

、病
びょう

院
いん

、保
ほ

育
いく

園
えん

などで実
じっ

習
しゅう

や体
たい

験
けん

学
がく

習
しゅう

を行
おこな

いながら人
にん

間
げん

尊
そん

重
ちょう

の精
せい

神
しん

をしっかりと身
み

に

付
つ

け、社
しゃ

会
かい

の援
えん

助
じょ

者
しゃ

として行
こう

動
どう

できる人
じん

材
ざい

を育
いく

成
せい

します。赤赤
あか

羽羽
ばね

北北
ほく

桜桜
おう

高高
こう

校校
こう

及
およ

び野野
の

津津
づ

田田
た

高高
こう

校校
こう

に設
せっ

置
ち

しています。

理理
り

数数
すう

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

理
り

数
すう

系
けい

の幅広
はばひろ

い素
そ

養
よう

と情
じょう

報
ほう

活
かつ

用
よう

能
のう

力
りょく

等
とう

を高
たか

いレベルで併
あわ

せもち、新
あたら

しい価
か

値
ち

（イノベーション）を生
う

み出
だ

すことのできる人
じん

材
ざい

を育
いく

成
せい

します。科科
か

学学
がく

技技
ぎ

術術
じゅつ

高高
こう

校校
こう

及
およ

び立立
たち

川川
かわ

高高
こう

校校
こう

に設
せっ

置
ち

しています。

  芸芸
げい

術術
じゅつ

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

音
おん

楽
がく

、美
び

術
じゅつ

、舞
ぶ

台
たい

表
ひょう

現
げん

に関
かん

する専
せん

門
もん

科
か

目
もく

の学
がく

習
しゅう

を行
おこな

うことにより、感
かん

性
せい

と表
ひょう

現
げん

力
りょく

を身
み

に付
つ

け、将
しょう

来
らい

にわたって芸
げい

術
じゅつ

の発
はっ

展
てん

に寄
き

与
よ

する人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

を目
め

指
ざ

します。総総
そう

合合
ごう

芸芸
げい

術術
じゅつ

高高
こう

校校
こう

に、「音
おん

楽
がく

科
か

」、「美
び

術
じゅつ

科
か

」及
およ

び「舞
ぶ

台
たい

表
ひょう

現
げん

科
か

」を設
せっ

置
ち

しています。

  体体
たい

育育
いく

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

  体
たい

育
いく

・スポーツに関
かん

する専
せん

門
もん

科
か

目
もく

の学
がく

習
しゅう

を行
おこな

うことにより、保
ほ

健
けん

体
たい

育
いく

に関
かん

する知
ち

識
しき

・技
ぎ

能
のう

を身
み

に付
つ

けま

す。共
きょう

通
つう

科
か

目
もく

の他
ほか

に、学
がっ

校
こう

によりバレーボール、バスケットボール、サッカー、体
たい

操
そう

、陸
りく

上
じょう

、水
すい

泳
えい

、柔
じゅう

道
どう

、剣
けん

道
どう

などの専
せん

攻
こう

に分
わ

かれた専
せん

門
もん

の学
がく

習
しゅう

を行います。駒駒
こま

場場
ば

高高
こう

校校
こう

及
およ

び野野
の

津津
づ

田田
た

高高
こう

校校
こう

に設
せっ

置
ち

しています。 
3

3 

공업에 관한 학과 듀얼시스템과

기업에서 물건 제조의 장기 취업 훈련을 수업으로서 받아 실천적인 기술과 기능을
익힙니다 기업과 학생의 합의에 따라 졸업 후 취업 훈련을 받은 기업에 취직할 수도
있습니다

과학기술과

과학이나 기술에 대해 폭넓게 배우고 졸업 후 이공계 대학 등에서 전문성을 높이기 위한
기초력을 익힙니다 과학기술고등학교 및 다마 과학기술고등학교에 설치되어 있습니다

상업에 관한 학과 비즈니스과··상업과

경리 정보 처리 등의 상업 분야나 국제화에 대응하는 분야에서 활약할 수 있는 인재의
육성을 목표로 전문적인 지식과 기술을 습득합니다

비즈니스 커뮤니케이션과

격변하는 사회 환경 속에서 자립할 수 있는 인재의 육성을 목표로 합니다 영어와 실천적인
비즈니스 과목을 배우고 사회과학계열 및 인문과학계열 대학으로의 진학을 목표로 합니다
오타사쿠라다이 고등학교 및 지하야 고등학교에 설치되어 있습니다

정보에 관한 학과

고도 정보통신 사회의 여러 과제를 주체적 합리적으로 해결하고 사회의 발전을 도모하는
창조적인 능력과 실천적인 태도를 키우기 위해 정보의 각 분야에 관한 지식과 기술을
습득합니다 신주쿠야마부키 고등학교에 설치되어 있습니다

산업과

생산·유통·소비의 각 과정의 관련성을 배우고 기업가 정신을 육성합니다 종래 학과의 틀을
뛰어넘은 새로운 학과로서 다치바나 고등학교 및 하치오지소시 고등학교에 설치되어
있습니다

수산에 관한 학과

해양에 대해 폭넓은 시점에서 배우고 해양 과제에 대응할 수 있는 인재를 육성합니다
도립고등학교에서는 오시마 해양국제고등학교에 설치되어 있습니다

가정에 관한 학과

가정생활에 관한 전문 과목의 학습을 함으로써 의식주 보육 간호 및 개호 등의 지식과
기술을 익힙니다 아카바네호쿠오 고등학교 농업고등학교 미즈호 농예고등학교 및
시노부가오카 고등학교에 설치되어 있습니다

복지에 관한 학과

각종 복지 시설 병원 보육원 등에서 실습 및 체험 학습을 하면서 인간 존중의 정신을
확실히 익혀 사회의 조력자로서 행동할 수 있는 인재를 육성합니다 아카바네호쿠오
고등학교 및 노즈타 고등학교에 설치되어 있습니다

이수(理數)에 관한 학과

과학 및 수학 계열의 폭넓은 소양과 정보 활용 능력 등을 높은 수준으로 겸비하여 새로운
가치 이노베이션 를 창출할 수 있는 인재를 육성합니다 과학기술고등학교 및 다치카와 
고등학교에 설치되어 있습니다

예술에 관한 학과

음악, 미술, 무대 표현에 관한 전문 과목의 학습을 실시함으로써 감성과 표현력을 익혀 
장래에 걸쳐 예술 발전에 기여하는 인재 육성을 목표로 합니다. 종합예술고등학교에 
‘음악과’, ‘미술과’ 및 ‘무대 표현과’가 설치되어 있습니다. 

체육에 관한 학과

체육·스포츠에 관한 전문 과목의 학습을 함으로써 보건체육에 관한 지식과 기능을
익힙니다 공통 과목 외에 학교에 따라 배구 농구 축구 체조 육상 수영 유도 검도 등의
전공으로 나누어진 전문 학습을 합니다 고마바 고등학교 및 노즈타 고등학교에 설치되어
있습니다
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  国国
こく

際際
さい

関関
かん

係係
けい

にに関関
かん

すするる学学
がっ

科科
か

国
こく

際
さい

関
かん

係
けい

、日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

、異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

などに関
かん

する学
がく

習
しゅう

や、自
じ

分
ぶん

が設
せっ

定
てい

した課
か

題
だい

を深
ふか

く学
まな

ぶ課
か

題
だい

研
けん

究
きゅう

型
がた

の学
がく

習
しゅう

を行
おこな

います。また、外
がい

国
こく

語
ご

（英
えい

語
ご

など）の高
こう

度
ど

な運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

を身
み

に付
つ

けることを目
め

指
ざ

します。こ

うした学
がく

習
しゅう

を通
とお

して、豊
ゆた

かな国
こく

際
さい

感
かん

覚
かく

を身
み

に付
つ

け、積
せっ

極
きょく

的
てき

に国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

で行
こう

動
どう

できる人
じん

材
ざい

を育
いく

成
せい

します。 

国国
こ く

際際
さい

高高
こう

校校
こう

に、英
えい

語
ご

のほか、ドイツ語
ご

、フランス語
ご

、スペイン語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

及
およ

び韓
かん

国
こく

語
ご

などを学
まな

ぶことがで

きる「国
こく

際
さい

学
がっ

科
か

」を設
せっ

置
ち

しています。また、海
かい

外
がい

の大
だい

学
がく

への進
しん

学
がく

を目
め

指
ざ

すためのコース「国
こく

際
さい

バカロレアコ

ース」を設
せっ

置
ち

しています。 

併併
へい

合合
ごう

科科
か

二
ふた

つの学
がっ

科
か

を一
ひと

つの学
がっ

級
きゅう

に編
へん

制
せい

している学
がっ

校
こう

もあります。これを、併
へい

合
ごう

科
か

としています。全
ぜん

日
にち

制
せい

では、

大大
おお

島島
しま

高高
こう

校校
こう

（農
のう

林
りん

・家
か

政
せい

）、三三
み

宅宅
やけ

高高
こう

校校
こう

（農
のう

業
ぎょう

・家
か

政
せい

）、八八
はち

丈丈
じょう

高高
こう

校校
こう

（園
えん

芸
げい

・家
か

政
せい

）があります。定
てい

時
じ

制
せい

では、

瑞瑞
みず

穂穂
ほ

農農
のう

芸芸
げい

高高
こう

校校
こう

（普
ふ

通
つう

・農
のう

業
ぎょう

）があります。 
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국제 관계에 관한 학과

국제 관계 일본의 전통 문화 이문화 이해 등에 관한 학습과 자신이 설정한 과제를 깊이
배우는 과제 연구형의 학습을 합니다 또한 외국어 영어 등 의 고급 운영 능력을 습득하는
것을 목표로 합니다 이러한 학습을 통해 풍부한 국제감각을 익히고 적극적으로
국제사회에서 활동할 수 있는 인재를 육성합니다

국제고등학교에는 영어 외에도 독일어 프랑스어 스페인어 중국어 및 한국어 등을 배울 수
있는 ‘국제학과’가 설치되어 있습니다 또 해외 대학에 진학을 목표로 하는 코스인 ‘국제
바칼로레아 코스’가 설치되어 있습니다

병합과

두 학과를 하나의 학급으로 편제되어 있는 학교도 있습니다 이것을 병합과라 부릅니다
전일제는 오시마 고등학교 농림·가정 미야케 고등학교 농업·가정 하치조
고등학교 원예·가정 가 있습니다 정시제는 미즈호 농예고등학교 보통·농업 가 있습니다
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〔進
しん

学
がく

指
し

導
どう

重
じゅう

点
てん

校
こう

〕：

日
ひ

比
び

谷
や

、戸
と

山
やま

、青
あお

山
やま

、西
にし

、八
はち

王
おう

子
じ

東
ひがし

、立
たち

川
かわ

、国
くに

立
たち

〔進
しん

学
がく

指
し

導
どう

特
とく

別
べつ

推
すい

進
しん

校
こう

〕：小
こ

山
やま

台
だい

、駒
こま

場
ば

、町
まち

田
だ

、小
こ

松
まつ

川
がわ

〔進
しん

学
がく

指
し

導
どう

推
すい

進
しん

校
こう

〕：

三
み

田
た

、竹
たけ

早
はや

、 城
じょう

東
とう

、豊
とよ

多
た

摩
ま

、北
きた

園
ぞの

、江
こう

北
ほく

、江
え

戸
ど

川
がわ

、武
む

蔵
さし

野
の

北
きた

調
ちょう

布
ふ

北
きた

、小
こ

金
がね

井
い

北
きた

、日
ひ

野
の

台
だい

、上
うえ

野
の

、 昭
しょう

和
わ

〔エンカレッジスクール〕：蒲
かま

田
た

、足
あ

立
だち

東
ひがし

、 東
ひがし

村
むら

山
やま

、秋
あき

留
る

台
だい

上
じょう

記
き

以
い

外
がい

の普
ふ

通
つう

科
か

の高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

（右
みぎ

ページ下
か

部
ぶ

に別
べっ

掲
けい

）

深
ふか

川
がわ

（外
がい

国
こく

語
ご

）、片
かた

倉
くら

（造
ぞう

形
けい

美
び

術
じゅつ

）

松
まつ

が谷
や

（外
がい

国
こく

語
ご

）、小
こ

平
だいら

（外
がい

国
こく

語
ご

）

園
えん

芸
げい

、農
のう

芸
げい

、農
のう

産
さん

、農
のう

業
ぎょう

、瑞
みず

穂
ほ

農
のう

芸
げい

工
こう

芸
げい

、蔵
くら

前
まえ

工
こう

科
か

、墨
すみ

田
だ

工
こう

科
か

、総
そう

合
ごう

工
こう

科
か

、杉
すぎ

並
なみ

工
こう

科
か

荒
あら

川
かわ

工
こう

科
か

、足
あ

立
だち

工
こう

科
か

、府
ふ

中
ちゅう

工
こう

科
か

、町
まち

田
だ

工
こう

科
か

〔デュアルシステム科
か

設
せっ

置
ち

校
こう

〕：

葛
か

西
さい

工
こう

科
か

、多
た

摩
ま

工
こう

科
か

〔デュアルシステム導
どう

入
にゅう

校
こう

〕：

北
きた

豊
と

島
しま

工
こう

科
か

、葛
か

西
さい

工
こう

科
か

（再
さい

掲
けい

）、田
た

無
なし

工
こう

科
か

〔エンカレッジスクール〕：練
ねり

馬
ま

工
こう

科
か

、中
なか

野
の

工
こう

科
か

〔進
しん

学
がく

指
し

導
どう

推
すい

進
しん

校
こう

〕：多
た

摩
ま

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

芝
しば

商
しょう

業
ぎょう

、江
こう

東
とう

商
しょう

業
ぎょう

、第
だい

三
さん

商
しょう

業
ぎょう

、第
だい

一
いち

商
しょう

業
ぎょう

、第
だい

四
よん

商
しょう

業
ぎょう

葛
かつ

飾
しか

商
しょう

業
ぎょう

、第
だい

五
ご

商
しょう

業
ぎょう

普
ふ

通
つう

科
か

コース制
せい

農
のう

業
ぎょう

工
こう

業
ぎょう

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

科
か

ビジネス科
か

ビジネスコミュニケーション科
か

大
おお

田
た

桜
さくら

台
だい

、千
ち

早
はや

水
すい

産
さん

大
おお

島
しま

海
かい

洋
よう

国
こく

際
さい

家
か

庭
てい

赤
あか

羽
ばね

北
ほく

桜
おう

、農
のう

業
ぎょう

、瑞
みず

穂
ほ

農
のう

芸
げい

福
ふく

祉
し

赤
あか

羽
ばね

北
ほく

桜
おう

、野
の

津
づ

田
た

理
り

数
すう 〔進

しん

学
がく

指
し

導
どう

重
じゅう

点
てん

校
こう

〕：立
たち

川
かわ

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

体
たい

育
いく

駒
こま

場
ば

、野
の

津
づ

田
た

国
こく

際
さい

関
かん

係
けい

〔進
しん

学
がく

指
し

導
どう

特
とく

別
べつ

推
すい

進
しん

校
こう

〕：国
こく

際
さい

併
へい

合
ごう

科
か

大
おお

島
しま

（農
のう

林
りん

・家
か

政
せい

）、三
み

宅
やけ

（農
のう

業
ぎょう

・家
か

政
せい

）八
はち

丈
じょう

（園
えん

芸
げい

・家
か

政
せい

）

産
さん

業
ぎょう

科
か

橘
たちばな

、八
はち

王
おう

子
じ

桑
そう

志
し

普
ふ

通
つう

科
か

〔進
しん

学
がく

指
し

導
どう

特
とく

別
べつ

推
すい

進
しん

校
こう

〕：新
しん

宿
じゅく

、国
こく

分
ぶん

寺
じ

〔進
しん

学
がく

指
し

導
どう

推
すい

進
しん

校
こう

〕：墨
すみ

田
だ

川
がわ

忍
しのぶが

岡
おか

、美
み

原
はら

、深沢
ふかさわ

、芦
ろ

花
か

、飛
あす

鳥
か

、板
いた

橋
ばし

有
ゆう

徳
とく

、大
おお

泉
いずみ

桜
さくら

、 翔
しょう

陽
よう

、 上
じょう

水
すい

工
こう

業
ぎょう

〔デュアルシステム科
か

設
せっ

置
ち

校
こう

〕：六
ろく

郷
ごう

工
こう

科
か

家
か

庭
てい

忍
しのぶが

岡
おか

芸
げい

術
じゅつ

総
そう

合
ごう

芸
げい

術
じゅつ

高 こ
う

等 と
う

学 が
っ

校 こ
う

全 ぜ
ん

日 に
ち

制 せ
い

課 か

程 て
い

総
そう

合
ごう

学
がっ

科
か 晴

はる

海
み

総
そう

合
ごう

、つばさ総
そう

合
ごう

、世
せ

田
た

谷
がや

総
そう

合
ごう

、杉
すぎ

並
なみ

総
そう

合
ごう

、王
おう

子
じ

総
そう

合
ごう

葛
かつ

飾
しか

総
そう

合
ごう

、青
お

梅
うめ

総
そう

合
ごう

、町
まち

田
だ

総
そう

合
ごう

、 東
ひがし

久
く

留
る

米
め

総
そう

合
ごう

、若
わか

葉
ば

総
そう

合
ごう

※令
れい

和
わ

８年
ねん

度
ど

入
にゅう

試
し

で募
ぼ

集
しゅう

を 行
おこな

う予
よ

定
てい

の学
がっ

校
こう

を掲
けい

載
さい

しています。

学 が
く

年 ね
ん

制 せ
い

単 た
ん

位 い

制 せ
い

〔진학 지도 중점교〕： 
히비야, 도야마, 아오야마, 니시, 하치오지히가시, 다치카와, 
구니타치 
〔진학 지도 특별 추진교〕：오야마다이, 고마바, 마치다, 
고마쓰가와 
〔진학 지도 추진교〕： 
미타, 다케하야, 조토, 도요타마, 기타조노, 고호쿠, 에도가와, 
무사시노키타, 조후키타, 고가네이키타, 히노다이, 우에노, 쇼와 
〔인커리지 스쿨〕 : 가마타, 아다치히가시, 히가시무라야마, 
아키루다이 
 
상기 이외의 보통과 고등학교 (오른쪽 페이지 하단에 별도 
게시) 

후카가와(외국어), 가타쿠라(조형미술) 

마츠가야(외국어), 고다이라(외국어) 

원예, 농예, 농산, 농업, 미즈호 농예 

공예, 구라마에 공과, 스미다 공과, 종합공과, 스기나미 공과 
아라카와 공과, 아다치 공과, 후추 공과, 마치다 공과 
 
〔듀얼시스템과 설치교〕: 
가사이 공과, 다마 공과 
 
〔듀얼시스템 도입교〕: 
기타토시마 공과, 가사이 공과(재게재), 다나시 공과 
 
〔인커리지 스쿨〕 : 네리마 공과, 나카노 공과 

〔진학 지도 추진교〕：다마 과학기술 

과학기술 

시바 상업, 고토 상업, 다이산 상업, 다이이치 상업, 다이욘 

상업, 가쓰시카 상업, 다이고 상업 

보통과 

코스제 

농  업 

공  업 

 

과학기술과 

 

비즈니스과 

비즈니스 커뮤니케이션과 오타사쿠라다이, 지하야 

산업과  다치바나, 하치오지소시  

수  산  오시마 해양국제  

가  정  아카바네호쿠오, 농업, 미즈호 농예  

복  지  아카바네호쿠오, 노즈타  

이수(理數) 〔진학 지도 중점교〕：다치카와 

과학기술 

고마바, 노즈타 
체  육  고마바, 노즈타 

과학기술 

〔진학 지도 특별 추진교〕：국제 
국제관계  

 

 

 

 

 

 

 

 

학 

년 

제 

〔진학 지도 특별 추진교〕：국제 

병합과  오시마(농림・가정), 미야케(농업・가정) 

하치조(원예・가정) 

 

보통과 

〔진학지도 특별 추진교〕：신주쿠, 고쿠분지 
〔진학 지도 추진교〕: 스미다가와 
시노부가오카, 미하라, 후카사와,로카, 아스카, 이타바시유토쿠, 
오이즈미사쿠라, 쇼요, 조수이 

공  업 〔듀얼시스템과 설치교]: 로쿠고 공과 

가  정 시노부가오카 

예  술 

고

등

학

교 

전

일

제

과

정 

종합예술 

단 

위 

제 

종합학과 
하루미 종합, 쓰바사 종합, 세타가야 종합, 스기나미 종합, 오지 종합, 

가쓰시카 종합, 오메 종합, 마치다 종합, 히가시쿠루메 종합, 와카바 종합 

※2026년도 입시에서 모집을 실시할 예정인 학교를 게재하고 있습니다
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別
べっ

掲
けい

全
ぜん

日
にち

制
せい

学
がく

年
ねん

制
せい

普
ふ

通
つう

科
か

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

＜２３区
く

内
ない

にある学
がっ

校
こう

＞

向
むこうが

丘
おか

、上
うえ

野
の

、日
に

本
ほん

橋
ばし

、本
ほん

所
じょ

、 東
ひがし

、深
ふか

川
がわ

、大
おお

崎
さき

、八
や

潮
しお

、目
め

黒
ぐろ

、大
おお

森
もり

、田
でん

園
えん

調
ちょう

布
ふ

、 雪
ゆきが

谷
や

、 桜
さくら

町
まち

、千
ち

歳
とせが

丘
おか

、

松
まつ

原
ばら

、広
ひろ

尾
お

、 鷺
さぎの

宮
みや

、武蔵
むさしが

丘
おか

、杉
すぎ

並
なみ

、豊
と

島
しま

、文
ぶん

京
きょう

、 竹
たけの

台
だい

、板
いた

橋
ばし

、大
おお

山
やま

、高
たか

島
しま

、井
い

草
ぐさ

、 石
しゃく

神
じ

井
い

、田
た

柄
がら

、練
ねり

馬
ま

、 光
ひかりが

丘
おか

、

青
あお

井
い

、足
あ

立
だち

、足
あ

立
だち

新
しん

田
でん

、足
あ

立
だち

西
にし

、淵
ふち

江
え

、葛
かつ

飾
しか

野
の

、 南
みなみ

葛
かつ

飾
しか

、葛
か

西
さい

南
みなみ

、小
こ

岩
いわ

、篠
しの

崎
ざき

、紅
も

葉
みじ

川
かわ

＜多
た

摩
ま

地
ち

区
く

にある学
がっ

校
こう

＞

片
かた

倉
くら

、八
はち

王
おう

子
じ

北
きた

、富
ふ

士
じ

森
もり

、松
まつ

が谷
や

、多
た

摩
ま

、府
ふ

中
ちゅう

、府
ふ

中
ちゅう

西
にし

、府
ふ

中
ちゅう

東
ひがし

、 昭
しょう

和
わ

、拝
はい

島
じま

、神
じん

代
だい

、 調
ちょう

布
ふ

南
みなみ

、

小
お

川
がわ

、成
なる

瀬
せ

、野
の

津
づ

田
た

、山
やま

崎
さき

、小
こ

平
だいら

、小
こ

平
だいら

西
にし

、小
こ

平
だいら

南
みなみ

、日
ひ

野
の

、 南
みなみ

平
だいら

、 東
ひがし

村
むら

山
やま

西
にし

、福
ふっ

生
さ

、狛
こま

江
え

、 東
ひがし

大
やま

和
と

、

東
ひがし

大
やま

和
と

南
みなみ

、清
きよ

瀬
せ

、久
く

留
る

米
め

西
にし

、武
む

蔵
さし

村
むら

山
やま

、永
なが

山
やま

、羽
は

村
むら

、五
いつ

日
か

市
いち

、田
た

無
なし

、 保
ほどが

谷
や

＜島
とう

しょにある学
がっ

校
こう

＞

大
おお

島
しま

、新
にい

島
じま

、神
こう

津
づ

、三
み

宅
やけ

、八
はち

丈
じょう

、小
お

笠
がさ

原
わら

参
さん

考
こう

※東
とう

京
きょう

都
と

公
こう

立
りつ

大
だい

学
がく

法
ほう

人
じん

が所
しょ

管
かん

しています。

産
さん

業
ぎょう

技
ぎ

術
じゅつ

高
こう

等
とう

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

高
こう

等
とう

専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

園
えん

芸
げい

、農
のう

芸
げい

、農
のう

産
さん

、農
のう

業
ぎょう

農
のう

業
ぎょう

工
こう

芸
げい

、墨
すみ

田
だ

工
こう

科
か

、総
そう

合
ごう

工
こう

科
か

、中
なか

野
の

工
こう

科
か

、荒
あら

川
かわ

工
こう

科
か

、

本
ほん

所
じょ

工
こう

科
か

、小
こ

金
がね

井
い

工
こう

科
か工

こう

業
ぎょう

第
だい

三
さん

商
しょう

業
ぎょう

、足
あ

立
だち

、第
だい

五
ご

商
しょう

業
ぎょう

商
しょう

業
ぎょう

瑞
みず

穂
ほ

農
のう

芸
げい

（普
ふ

通
つう

・農
のう

業
ぎょう

）併
へい

合
ごう

科
か

橘
たちばな

産
さん

業
ぎょう

科
か

一
ひとつ

橋
ばし

、新
しん

宿
じゅく

山
やま

吹
ぶき

、浅
あさ

草
くさ

、荻
おぎ

窪
くぼ

、八
はち

王
おう

子
じ

拓
たく

真
しん

、砂
すな

川
がわ

普
ふ

通
つう

科
か

新
しん

宿
じゅく

山
やま

吹
ぶき

情
じょう

報
ほう

六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

、大
おお

江
え

戸
ど

、世
せ

田
た

谷
がや

泉
いずみ

、 稔
みのり

ヶ
が

丘
おか

、桐
きり

ヶ
が

丘
おか

、小
お

台
だい

橋
ばし

、

立
たち

川
かわ

緑
みどり総

そう

合
ごう

学
がっ

科
か

（チャレンジスクール）

六
ろく

郷
ごう

工
こう

科
か

、飛
あす

鳥
か

、板
いた

橋
ばし

有
ゆう

徳
とく

普
ふ

通
つう

科
か

六
ろく

郷
ごう

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

大
おお

崎
さき

、大
おお

森
もり

、松
まつ

原
ばら

、豊島
と し ま

、足
あ

立
だち

、 南
みなみ

葛
かつ

飾
しか

、江
え

戸
ど

川
がわ

、

葛
か

西
さい

南
みなみ

、農
のう

業
ぎょう

、神
じん

代
だい

、町
まち

田
だ

、福
ふっ

生
さ

、五
いつ

日
か

市
いち

、

大
おお

島
しま

、八
はち

丈
じょう

青
お

梅
うめ

総
そう

合
ごう

、 東
ひがし

久
く

留
る

米
め

総
そう

合
ごう

総合
そうごう

学科
が っ か

普
ふ

通
つう

科
か

一
ひとつ

橋
ばし

、新
しん

宿
じゅく

山
やま

吹
ぶき

、砂
すな

川
がわ

普
ふ

通
つう

科
か

昼
ち
ゅ
う

夜や

間か
ん

夜や

間か
ん

学 が
く

年 ね
ん

制 せ
い

（
夜 や

間 か
ん

）

間間
単 た

ん

位 い

制 せ
い

高 こ
う

等 と
う

学 が
っ

校 こ
う

定 て
い

時 じ

制 せ
い

課 か

程 て
い

원예, 농예, 농산, 농업농 업

공예, 스미다 공과, 종합공과, 나카노 공과, 아라카와 공과, 혼조
공과, 고가네이 공과공  업

다이산 상업, 아다치, 다이고 상업상  업

미즈호 농예 (보통, 농업)병합과

다치바나산업과

히토쓰바시, 신주쿠야마부키, 아사쿠사, 오기쿠보, 하치오지타쿠신, 스나가와보통과

신주쿠야마부키정  보

롯폰기, 오에도, 세타가야이즈미, 미노리가오카, 기리가오카, 

오다이바시, 다치카와미도리
종합학과(챌린지 스쿨)

로쿠고 공과, 아스카, 이타바시유토쿠보통과

로쿠고 공과공  업

오사키, 오모리, 마츠바라, 도시마,아다치, 미나미카쓰시카, 
에도가와, 가사이미나미, 농업, 진다이, 마치다, 훗사, 
이쓰카이치, 오시마, 하치조

오메 종합, 히가시쿠루메 종합종합학과

보통과

히토쓰바시, 신주쿠야마부키, 스나가와보통과

주
야
간

야
간

학
년
제

야
간

단

위  

제

정  

시  

제

과  

정

통
신
제
과
정

별도 게시 : 전일제 학년제 보통과 고등학교

＜23구내에 있는 학교＞
무코가오카, 니혼바시, 혼조, 히가시, 후카가와, 오사키, 야시오, 메구로, 오모리, 덴엔초후, 유키가야, 사쿠라마치, 
치토세오카, 마쓰바라, 히로오, 사기노미야, 무사시가오카, 스기나미, 도시마, 분쿄, 다케노다이, 이타바시, 오야마, 
다카시마, 이구사, 샤쿠지이, 다가라, 네리마, 히카리가오카, 아오이, 아다치, 아다치신덴, 아다치니시, 후치에, 
가쓰시카노, 미나미카쓰시카, 가사이미나미, 고이와, 시노자키, 모미지가와

<다마 지구에 있는 학교>
가타쿠라, 하치오지키타, 후지모리, 마쓰가야, 다마, 후추, 후추니시, 후추히가시, 쇼와, 하이지마, 진다이, 조후미나미, 
오가와, 나루세, 노즈타, 야마사키, 고다이라, 고다이라니시, 고다이라미나미, 히노, 미나미다이라, 
히가시무라야마니시, 훗사, 고마에, 히가시야마토, 히가시야마토미나미, 기요세, 구루메니시, 무사시무라야마, 
나가야마, 하무라, 이쓰카이치, 다나시, 호야

<도서 지구에 있는 학교>
오시마, 니지마, 고즈, 미야케, 하치조, 오가사와라

참고

※도쿄도 공립대학 법인이 소관하고 있습니다

산업기술고등전문학교고등전문학교

고

등

학

교
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基
き

礎
そ

的
てき

な学
がく

力
りょく

を前
ぜん

提
てい

に、思
し

考
こう

力
りょく

、判
はん

断
だん

力
りょく

、 表
ひょう

現
げん

力
りょく

等
とう

の課
か

題
だい

を解
かい

決
けつ

するための 力
ちから

や、自
じ

分
ぶん

の 考
かんが

え

を相
あい

手
て

に的
てき

確
かく

に伝
つた

えるとともに、相
あい

手
て

の 考
かんが

えを的
てき

確
かく

に捉
とら

え人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

を構
こう

築
ちく

するためのコミュニケーショ

ン能
のう

力
りょく

など、これからの社
しゃ

会
かい

にあって生
せい

徒
と

たちに必
ひつ

要
よう

となる 力
ちから

を 評
ひょう

価
か

し、選
せん

抜
ばつ

する。 

３３ 都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

のの 入入
にゅう

試試
し

のの仕仕
し

組組
く

みみ  
都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

の 入
にゅう

試
し

には、推
すい

薦
せん

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

（推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

）と学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

（第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

募
ぼ

集
しゅう

）があります。 
なお、エンカレッジスクールやチャレンジスクールのように学

がく

力
りょく

検
けん

査
さ

によらない 入
にゅう

試
し

を 行
おこな

う学
がっ

校
こう

もあります。 

● 推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

の目
もく

的
てき

は、以
い

下
か

のとおりです。

● 推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

は、主
おも

に都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

全
ぜん

日
にち

制
せい

課
か

程
てい

で実
じっ

施
し

します。対
たい

象
しょう

となるのは、以
い

下
か

の二
ふた

つの 条
じょう

件
けん

を満
み

たす生
せい

徒
と

です。 

（１）令
れい

和
わ

７年
ねん

１２月
がつ

３１日
にち

現
げん

在
ざい

、都
と

内
ない

在
ざい

住
じゅう

で、都
と

内
ない

の 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

していて、 入
にゅう

学
がく

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き都
と

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

し、令
れい

和
わ

８年
ねん

３月
がつ

に都
と

内
ない

の 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

する見
み

込
こ

みの生
せい

徒
と

（２）志
し

願
がん

する都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

を第第
だい

１１志志
し

望望
ぼう

とする生
せい

徒
と

● 推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

には、以
い

下
か

の３種
しゅ

類
るい

があります。 

○ 一
いっ

般
ぱん

推
すい

薦
せん

に志
し

願
がん

する意
い

思
し

があり、在
ざい

学
がく

している 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

の推
すい

薦
せん

を受
う

けた生
せい

徒
と

が応
おう

募
ぼ

できます。 
○ 検

けん

査
さ

は、 集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

、 小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

、その他
た

学
がっ

校
こう

が設
せっ

定
てい

する検
けん

査
さ

を組
く

み

合
あ

わせて実
じっ

施
し

します。 集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

、 小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

、その他
た

学
がっ

校
こう

が設
せっ

定
てい

する

検
けん

査
さ

の内
ない

容
よう

については、各
かく

学
がっ

校
こう

で定
さだ

めます。 
・ 個

こ

人
じん

面
めん

接
せつ

は、原
げん

則
そく

として全
すべ

ての学
がっ

校
こう

で実
じっ

施
し

します。 集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

は必
ひつ

要
よう

と判
はん

断
だん

する学
がっ

校
こう

で実
じっ

施
し

しま

す。 
・ 小

しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

、その他
た

学
がっ

校
こう

が設
せっ

定
てい

する検
けん

査
さ

は、それらの中
なか

から各
かく

学
がっ

校
こう

が一
ひと

つ以
い

上
じょう

を選
えら

んで実
じっ

施
し

します。 
○ 選

せん

考
こう

は、調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

のほか、集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

及
およ

び個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

、小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

、その他
た

学
がっ

校
こう

が

設
せっ

定
てい

する検
けん

査
さ

の各
かく

点
てん

数
すう

を総
そう

合
ごう

した成
せい

績
せき

で 行
おこな

います。 

 

○ 文
ぶん

化
か

・スポーツ等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

に志
し

願
がん

する意
い

思
し

があり、在
ざい

学
がく

している 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

の推
すい

薦
せん

を受
う

けた生
せい

徒
と

が応
おう

募
ぼ

できます。文
ぶん

化
か

・スポーツ等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

は、実
じっ

施
し

する学
がっ

校
こう

と実
じっ

施
し

しない学
がっ

校
こう

があります。また、

募
ぼ

集
しゅう

人
じん

員
いん

は、一
いっ

般
ぱん

推
すい

薦
せん

の募
ぼ

集
しゅう

人
じん

員
いん

に含
ふく

まれます。 
○ 検

けん

査
さ

は、文
ぶん

化
か

・スポーツ等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

を実
じっ

施
し

する全
すべ

ての学
がっ

校
こう

で、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

又
また

は 集
しゅう

団
だん

面
めん

接
せつ

及
およ

び実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

します。作
さく

文
ぶん

など、その他
た

の検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

する場
ば

合
あい

は、各
かく

学
がっ

校
こう

で内
ない

容
よう

を定
さだ

めます。 

○ 選
せん

考
こう

は、 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

のほか、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

又
また

は 集
しゅう

団
だん

面
めん

接
せつ

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

及
およ

び各
かく

学
がっ

校
こう

が定
さだ

めたその他
た

の検
けん

査
さ

の各
かく

点
てん

数
すう

を総
そう

合
ごう

した成
せい

績
せき

で 行
おこな

います。 

推
すい

薦
せん

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

（推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

）  

調
ちょう

査
さ

書
しょ

 点
てん

 
集

しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

・ 
個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

点
てん

 
小
しょう

論
ろ ん

文
ぶ ん

又
ま た

は

作
さく

文
ぶん

点
てん

 
実
じつ

 技
ぎ

検
けん

 査
さ

点
てん

 
その他

た

学
がっ

校
こう

が設
せっ

定
てい

する

検
けん

査
さ

の点
てん

数
すう

 
総
そう

 合
ごう

 成
せい

 績
せき

 

（（１１））一一
いっ

般般
ぱん

推推
すい

薦薦
せん

 

（（２２））文文
ぶん

化化
か

・・ススポポーーツツ等等
とう

特特別別
とくべつ

推推薦薦
すいせん
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기초적인 학력을 전제로 사고력, 판단력, 표현력 등의 과제를 해결하기 위한 능력과 자신의 생각을 
상대방에게 정확하게 전달하고 상대방의 생각을 정확하게 파악해 인간관계를 구축하기 위한 커뮤니케이션 능력 
등, 앞으로의 사회에서 학생들에게 필요한 힘을 평가하고 선발한다. 
 

３ 도립고등학교의 입시 구조 
도립 고등학교 입시에는 추천에 의한 입시(추천 입시)와 학력검사에 의한 입시(제 1 차 모집, 제 2 차 모집, 

분할 모집)가 있습니다. 
또한 인커리지 스쿨이나 챌린지 스쿨처럼 학력검사에 의하지 않는 입시를 실시하는 학교도 있습니다. 

 

● 추천 입시의 목적은 다음과 같습니다.  
 
 
 
 

● 추천 입시는 주로 도립고등학교 전일제 과정에서 실시합니다. 대상은 다음 두 가지 조건에 모두 

해당하는 학생입니다. 

（１） 2025 년 12 월 31 일 현재, 도내에 거주하고 도내 중학교에 재학하고 있으며 입학 후에도 

계속해서 도내에 거주하여 2026 년 3 월에 도내 중학교를 졸업할 예정인 학생 

（２） 지원하는 도립 고등학교를 제 1지망으로 하는 학생 

● 추천 입시에는 다음의 3 종류가 있습니다. 

 
 
○ 일반 추천에 지원할 의사가 있으며, 재학 중인 중학교장의 추천을 받은 학생이 응모할 수 
있습니다. 

○ 검사는 단체 토론, 개인 면접, 소논문 또는 작문, 실기 검사, 그 외 학교가 설정하는 검사를 
조합해서 실시합니다. 단체 토론, 개인 면접, 소논문 또는 작문, 실기 검사, 그 외 학교가 
설정하는 검사의 내용에 대해서는 각 학교에서 정합니다. 
· 개인 면접은 원칙적으로 모든 학교에서 실시합니다. 단체 토론은 필요하다고 판단하는 
학교에서 실시합니다. 
· 소논문 또는 작문, 실기 검사, 그 외 학교가 설정하는 검사는 그 중에서 각 학교가 하나 
이상을 선택하여 실시합니다. 

○ 전형은 조사서 점수 외에 단체 토론 및 개인 면접, 소논문 또는 작문, 실기 검사, 그 외 
학교가 설정하는 검사의 각 점수를 종합한 성적으로 실시합니다. 

 

조사서 점수 
단체 토론 · 

개인면접 점수 
소논문 또는 
작문 점수 

실기 검사 점수 
그 외 학교가 설정하는 
검사의 점수 

종합 성적 
 
 

 
○ 문화・스포츠 등 특별 추천에 지원할 의사가 있으며, 재학 중인 중학교장의 추천을 받은 
학생이 응모할 수 있습니다. 문화·스포츠 등 특별 추천은 실시하는 학교와 실시하지 않는 
학교가 있습니다. 또한, 모집 인원은 일반 추천의 모집 인원에 포함됩니다. 

 ○ 검사는 문화·스포츠 등 특별 추천을 실시하는 모든 학교에서 개인 면접 또는 단체 면접 및 
실기 검사를 실시합니다. 작문 등 그 외의 검사를 실시하는 경우는 각 학교에서 내용을 
정합니다. 

○ 전형은 조사서 점수 외에 개인 면접 또는 단체 면접, 실기 검사 및 각 학교가 정한 그 외의 
검사의 각 점수를 종합한 성적으로 실시합니다. 

  

 
추천에 의한 입시(추천 입시) 

 

（（１１）） 일반 추천 

（（２２）） 문화··스포츠  등  특별  추천 
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○ 理
り

数
すう

等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

に志
し

願
がん

する意
い

思
し

があり、在
ざい

学
がく

している 中
ちゅう

学
がく

校
こう

長
ちょう

の推
すい

薦
せん

を受
う

けた生
せい

徒
と

が応
おう

募
ぼ

でき

ます。 
○ 検

けん

査
さ

は、理
り

数
すう

等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

を実
じっ

施
し

する立
たち

川
かわ

高
こう

校
こう

の創
そう

造
ぞう

理
り

数
すう

科
か

及
およ

び科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

高
こう

校
こう

の創
そう

造
ぞう

理
り

数
すう

科
か

で、科
か

学
がく

分
ぶん

野
や

等
とう

の研
けん

究
きゅう

に関
かん

するレポートについての口
こう

頭
とう

試
し

問
もん

、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

及
およ

び 小
しょう

論
ろん

文
ぶん

を実
じっ

施
し

します。 
○ 選

せん

考
こう

は、 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

のほか、科
か

学
がく

分
ぶん

野
や

等
とう

の研
けん

究
きゅう

に関
かん

するレポートについての口
こう

頭
とう

試
し

問
もん

、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

及
およ

び 小
しょう

論
ろん

文
ぶん

の各
かく

点
てん

数
すう

を総
そう

合
ごう

した成
せい

績
せき

で 行
おこな

います。 

● 推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

における 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

は、 調
ちょう

査
さ

書
しょ

における各
かく

教
きょう

科
か

の観
かん

点
てん

別
べつ

学
がく

習
しゅう

状
じょう

況
きょう

の 評
ひょう

価
か

（全
ぜん

２７観
かん

点
てん

）

又
また

は 評
ひょう

定
てい

（９ 教
きょう

科
か

）のどちらか一
いっ

方
ぽう

を点
てん

数
すう

化
か

します。 
点
てん

数
すう

化
か

するに当
あ

たり、観
かん

点
てん

別
べつ

学
がく

習
しゅう

状
じょう

況
きょう

の 評
ひょう

価
か

を用
もち

いる場
ば

合
あい

は、各
かく

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

の特
とく

色
しょく

に応
おう

じて、特
とく

定
てい

の

観
かん

点
てん

の配
はい

点
てん

を高
たか

くするなどして活用
かつよう

します。 
なお、エンカレッジスクールとして指

し

定
てい

された都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

は、観
かん

点
てん

別
べつ

学
がく

習
しゅう

状
じょう

況
きょう

の 評
ひょう

価
か

を用
もち

います。 

● 各
かく

学
がっ

校
こう

の募
ぼ

集
しゅう

人
じん

員
いん

に占
し

める推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

の募
ぼ

集
しゅう

人
じん

員
いん

の割
わり

合
あい

については、１１月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

に発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい

の「令
れい

和
わ

８年
ねん

度
ど

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

募
ぼ

集
しゅう

案
あん

内
ない

」で確
かく

認
にん

してください。 

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

では、原
げん

則
そく

として全
ぜん

校
こう

が第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

を 行
おこな

います。第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

の結
けっ

果
か

、入
にゅう

学
がく

手
て

続
つづき

人
じん

員
いん

が募
ぼ

集
しゅう

人
じん

員
いん

に達
たっ

しない学
がっ

校
こう

は、第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

を 行
おこな

います。 
ただし、一 橋

ひとつばし

高校
こうこう

、八王子
は ち お う じ

拓
たく

真
しん

高校
こうこう

、浅草
あさくさ

高校
こうこう

、荻窪
おぎくぼ

高校
こうこう

及
およ

び砂川
すながわ

高校
こうこう

においては、分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

といい、あ

らかじめ募集
ぼしゅう

人員
じんいん

を分割
ぶんかつ

し、第一次
だ い い ち じ

募集
ぼしゅう

期間
き か ん

における募集
ぼしゅう

（分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

）と第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

期間
き か ん

における募集
ぼしゅう

（分割
ぶんかつ

後期
こ う き

募集
ぼしゅう

）の２回
かい

に分
わ

けて募集
ぼしゅう

を 行
おこな

います。 

● 応募
お う ぼ

資格
し か く

 

令
れい

和
わ

８年
ねん

３月
がつ

に 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

する見
み

込
こ

み又
また

は 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

していることが必
ひつ

要
よう

です。 
全
ぜん

日
にち

制
せい

課
か

程
てい

を志
し

望
ぼう

する場
ば

合
あい

は、保
ほ

護
ご

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

しており、都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

があり、 入
にゅう

学
がく

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き都
と

内
ない

か

ら通
つう

学
がく

することが確
かく

実
じつ

であることが必
ひつ

要
よう

です。 
定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

を志
し

望
ぼう

する場
ば

合
あい

は、都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

があり、 入
にゅう

学
がく

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

も

しくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

すること又
また

は 入
にゅう

学
がく

日
び

までに都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

し、 入
にゅう

学
がく

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

することが確
かく

実
じつ

であることが必
ひつ

要
よう

です。 

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

（第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

募
ぼ

集
しゅう

）  

（（３３））理理
り

数数
すう

等等
とう

特特
とく

別別
べつ

推推
すい

薦薦
せん
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○ 이수(理數) 등 특별 추천에 지원할 의사가 있으며, 재학 중인 중학교장의 추천을 받은 학생이 
응모할 수 있습니다. 

○ 검사는 이수 등 특별 추천을 실시하는 다치카와 고등학교의 창조이수과 및 과학기술 
고등학교의 창조이수과로, 과학 분야 등의 연구에 관한 리포트에 대한 구두 시문, 개인 면접 및 
소논문을 실시합니다. 

○ 전형은 조사서 점수 외에 과학 분야 등의 연구에 관한 리포트에 대한 구두 시문, 개인 면접 
및 소논문의 각 점수를 종합한 성적으로 실시합니다. 

 

 ● 추천 입시의 조사서 점수는 조사서의 각 교과 관점별 학습상황의 평가(전 27 관점) 또는 평정(9 교과) 

중 어느 한쪽을 점수화합니다. 

점수화할 때 관점별 학습상황의 평가를 이용하는 경우는 각 도립 고등학교의 특색에 따라 특정 

관점의 배점을 높게 하는 등 활용합니다. 

또한 인커리지 스쿨로 지정된 도립 고등학교는 관점별 학습상황의 평가를 이용합니다. 

● 각 학교의 모집 인원에 차지하는 추천 입시 모집 인원 비율에 대해서는 11 월 초순에 발행 예정인 
‘2026 년도 도쿄도립 고등학교 모집 안내’에서 확인해 주십시오. 

 
도립고교에서는 원칙적으로 모든 학교가 제 1 차 모집을 합니다. 제 1 차 모집 결과 입학 수속 인원이 

모집 인원에 미달한 학교가 제 2 차 모집을 실시합니다. 
단, 히토쓰바시 고등학교, 하치오지타쿠신 고등학교, 아사쿠사 고등학교, 오기쿠보 고등학교 및 

스나가와 고등학교는 분할 모집이라고 하며 미리 모집 인원을 분할하고 제 1 차 모집 기간의 모집(분할 
전기 모집)과 제 2 차 모집 기간의 모집(분할 후기 모집)의 2 회로 나누어 모집을 실시합니다. 

 
● 응모 자격 

2026 년 3 월에 중학교를 졸업할 예정 또는 중학교를 졸업한 상태여야 합니다. 
전일제 과정을 지원하는 경우는 보호자와 동거하고 있어 도내에 주소가 있으며 입학 후에도 계속해서 

도내에서 통학하는 것이 확실해야 합니다. 
정시제 과정을 지원하는 경우에는 도내에 주소 혹은 근무처가 있으며 입학 후에도 계속해서 도내에 

주소 혹은 근무처가 있거나, 입학일까지 도내에 주소 혹은 근무처가 있으며 입학 후에도 계속 도내에 
주소 혹은 근무처가 있는 것이 확실해야 합니다. 

  

 학력검사에 의한 입시(제1차 모집, 제2차 모집, 분할 모집)  

（（３３）） 이수(理數)  등  특별  추천 

- 8 - - 8 -



● 受
じゅ

検
けん

教
きょう

科
か

【全
ぜん

日
にち

制
せい

課
か

程
てい

】

第一次
だ い い ち じ

募集
ぼしゅう

では、原則
げんそく

として、国語
こ く ご

、数学
すうがく

、英語
え い ご

、社会
しゃかい

、理科
り か

の５教科
きょうか

を実施
じ っ し

します（ただし、芸 術
げいじゅつ

及
およ

び体育
たいいく

に関
かん

する学科
が っ か

については、当該
とうがい

学科
が っ か

に関
かん

する能 力
のうりょく

、適性
てきせい

等
とう

をみるため実技
じ つ ぎ

検査
け ん さ

を 行
おこな

うことか

ら、学 力
がくりょく

検査
け ん さ

は３教科
きょうか

となります。）。また、分割
ぶんかつ

第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

では、原則
げんそく

として、国語
こ く ご

、数学
すうがく

、英語
え い ご

の３

教科
きょうか

を実施
じ っ し

します。

なお、学
がっ

校
こう

によっては、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に加
くわ

え、面
めん

接
せつ

、 小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

する場
ば

合
あい

がありま

す。 

【定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

】 
第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

では、原
げん

則
そく

として、国
こく

語
ご

、数
すう

学
がく

、英
えい

語
ご

、社
しゃ

会
かい

、理
り

科
か

の５ 教
きょう

科
か

の中
なか

から３ 教
きょう

科
か

以
い

上
じょう

を実
じっ

施
し

します（実
じっ

施
し

する 教
きょう

科
か

については、各
かく

学
がっ

校
こう

が定
さだ

めます。）。また、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

では、原
げん

則
そく

として、国
こく

語
ご

、数
すう

学
がく

、英
えい

語
ご

の３ 教
きょう

科
か

を実
じっ

施
し

します。第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

のどちらにおいても、面
めん

接
せつ

を 必
かなら

ず実
じっ

施
し

します。 
なお、学

がっ

校
こう

によっては、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

と面
めん

接
せつ

に加
くわ

え、 小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

する場
ば

合
あい

がありま

す。 

● 選
せん

考
こう

 
学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

、調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

及
およ

び点
てん

数
すう

化
か

したスピーキングテスト結
けっ

果
か

のほか、面
めん

接
せつ

、小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

、

実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

する学
がっ

校
こう

ではこれらの点
てん

数
すう

を総
そう

合
ごう

した成
せい

績
せき

で 行
おこな

います。 

（※）面
めん

接
せつ

、 小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

する学
がっ

校
こう

と、実
じっ

施
し

しない学
がっ

校
こう

とがあります。 

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の 
得
とく

 点
てん

 
調

ちょう

査
さ

書
しょ

 点
てん

 
スピーキング

テスト結
けっ

果
か 面

めん

 接
せっ

 点
てん

 
（※） 

小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は 
作
さく

文
ぶん

点
てん

（※） 
実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

点
てん

 
（※） 

総
そう

 合
ごう

 得
とく

 点
てん

 

総
そう

 合
ごう

 成
せい

 績
せき
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● 수험 교과목

【전일제 과정】
제 1 차 모집에서는 원칙적으로 국어, 수학, 영어, 사회, 과학의 5 과목을 실시합니다. (단, 예술 및 체육

관련 학과는 해당 학과에 관한 능력, 적성 등을 보기 위해 실기 검사를 실시하므로 학력검사는 3 과목이
됩니다) 또, 제 2 차 모집에서는 원칙적으로 국어, 수학, 영어의 3 과목을 실시합니다.
또한, 학교에 따라서는 학력검사 외에 면접, 소논문 또는 작문, 실기 검사를 실시하는 경우가 있습니다.

【정시제 과정】
제 1 차 모집 및 분할 전기 모집에서는 원칙적으로 국어, 수학, 영어, 사회, 과학의 5 과목 중에서 3 과목

이상을 실시합니다. (실시하는 교과에 대해서는 각 학교가 정합니다) 또, 분할 후기 모집 및 제 2 차
모집에서는 원칙적으로 국어, 수학, 영어의 3 과목을 실시합니다. 제 1 차 모집 및 분할 전기 모집, 분할
후기 모집 및 제 2 차 모집 모두 반드시 면접을 실시합니다.
또한, 학교에 따라서는 학력검사와 면접 외에 소논문 또는 작문, 실기 검사를 실시하는 경우가 있습니다.

● 전형
학력검사의 점수, 조사서 점수 및 점수화된 스피킹 테스트 결과 외에, 면접, 소논문 또는 작문, 실기

검사를 실시하는 학교에서는 이들 점수를 종합한 성적으로 실시합니다.

학력검사의
점수

조사서 점수
스피킹 테스트

결과 면접 점수
（※）

소논문 또는
작문 점수
（※）

실기 검사
점수
（※）종합 점수

종합 성적
（※） 면접, 소논문 또는 작문, 실기 검사를 실시하는 학교와 실시하지 않는 학교가 있습니다.

55과목
（（국,,  수,,  영,,  사회,,  이과））

33과목
（（국,,  수,,  영））

학력검사의
교과목수

제
1
차
모
집

제
2
차
모
집

학교에 따라
실시하는
검사

면접

소논문
（（작문））

실기검사

++

전일제과정

면접

（정시제과정의

입시에서는

면접을 반드시

실시합니다）

학력검사의
교과목수제

1
차
모
집
・

분
할
전
기
모
집

분
할
후
기
모
집

・
제
2
차
모
집

학교에 따라
실시하는
검사

소논문
（（작문））

실시검사

++

정시제과정

55과목 ～～ 33과목
（（교과수는 각 학교가 정합니다））

33과목
（（국,,  수,,  영））

５教科

（国、数、英、社、理）

３教科

（国、数、英）

学 力 検 査 の

教 科 数 学校によって

実施する検査

面接

小論文

（作 文）

実技検査

+

全日制課程

第
二
次
募
集

第
一
次
募
集

きょう か

こ く す う え い し ゃ り

が く りょく け ん さ

きょう か す う

ぜ ん に ち せ い か て い

きょう か

こ く す う え い

しょうろんぶん

さく ぶん

め んせ つ

じつ ぎ けん さ

がっこう

じっ し けん さだ

い

い

ち 

じ 
 

ぼ 

し
ゅ
う

だ

い 

に 
 

じ 
 

ぼ 

し
ゅ
う

面接

（定時制課程の

入試では面接

を必ず実施し

ます。）

学 力 検 査 の

教 科 数 学校によって

実施する検査

小論文

（作 文）

実技検査

+

定時制課程

5教科～３教科

（教科数は各学校が定めます。）

３教科

（国、数、英）

第
一
次
募
集
・

分
割
前
期
募
集

分
割
後
期
募
集
・

　
第
二
次
募
集

だ
い
い
ち   

じ   

ぼ  

し
ゅ
う

ぶ
ん 

か
つ
ぜ
ん   

き         

ぼ    

し
ゅ
う

ぶ
ん 

か
つ
こ
う 

き         

ぼ    

し
ゅ
う

だ
い 

に   

じ   

ぼ 

し
ゅ
う

がく りょく けん さ

きょう か すう

めん せつ

じつ ぎ けん さ

しょうろん ぶん

さく ぶん

がっ こう

じっ し けん さ

きょう か

こく すう えい

きょう

きょう  か  すう かく がっ こう さだ

か きょう か

てい じ せい か てい

てい  じ   せい   か   てい

にゅう し めんせつ

かなら じ っ  し
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● 学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

と 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

の比
ひ

率
りつ

 
全日制
ぜんにちせい

課程
か て い

の第一次
だ い い ち じ

募集
ぼしゅう

では、原則
げんそく

として、「７：３」、第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

では、原則
げんそく

として、「６：４」にな

ります（ただし、芸
げい

術
じゅつ

及
およ

び体
たい

育
いく

に関
かん

する学
がっ

科
か

については、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

が３ 教
きょう

科
か

となることから、どちらの

募
ぼ

集
しゅう

も「６：４」となります。）。また、定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

の第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

では、原
げん

則
そく

として、

「７：３」又
また

は「６：４」のどちらかを各
かく

学
がっ

校
こう

が定
さだ

め、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

では、原
げん

則
そく

として、

「６：４」又
また

は「５：５」のどちらかを各
かく

学
がっ

校
こう

が定
さだ

めます。 
なお、深沢

ふかざわ

高校
こうこう

では、中 学 校
ちゅうがっこう

で不登校
ふ と う こ う

経験
けいけん

等
とう

がある生徒
せ い と

にも配慮
はいりょ

した入試
にゅうし

方法
ほうほう

を導 入
どうにゅう

します。具体的
ぐ た い て き

には、学 力
がくりょく

検査
け ん さ

の得点
とくてん

と調査点
ちょうさてん

の比率
ひ り つ

について、受検者
じゅけんしゃ

の得点
とくてん

として７：３と１０：０のいずれか高
たか

い方
ほう

を採用
さいよう

して入 学 者
にゅうがくしゃ

を選考
せんこう

します。 

● 学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

における 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

 
学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を５ 教
きょう

科
か

で実
じっ

施
し

する場
ば

合
あい

に、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

しない実
じつ

技
ぎ

４ 教
きょう

科
か

について、 評
ひょう

定
てい

の合
ごう

計
けい

を 
２倍

ばい

して、点
てん

数
すう

化
か

します。学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

が３ 教
きょう

科
か

（国
こく

語
ご

・数
すう

学
がく

・英
えい

語
ご

）の場
ば

合
あい

には、これらの 教
きょう

科
か

を除
のぞ

いた

６ 教
きょう

科
か

の 評
ひょう

定
てい

の合
ごう

計
けい

を２倍
ばい

して、点
てん

数
すう

化
か

することになります。 
学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

における 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

の点
てん

数
すう

化
か

については、１５、１６ページをご覧
らん

ください。 

● その他
た

 
面
めん

接
せつ

、 小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

の満
まん

点
てん

は、各
かく

学
がっ

校
こう

で定めます。 
「学

がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

の自
じ

校
こう

作
さく

成
せい

」、「学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

によらない 入
にゅう

試
し

」といった特
とく

色
しょく

ある 入
にゅう

試
し

を実
じっ

施
し

する学
がっ

校
こう

もあ

ります（２１～２８ページのＱ＆Ａ参
さん

照
しょう

）。 

【 学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

によらない 入
にゅう

試
し

】 
○ チャレンジスクール（６ページ参

さん

照
しょう

）では、 調
ちょう

査
さ

書
しょ

を用
もち

いず、また、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を 行
おこな

わず、志
し

願
がん

申
しん

告
こく

書
しょ

、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

及
およ

び作
さく

文
ぶん

により選
せん

考
こう

を 行
おこな

います（ 調
ちょう

査
さ

書
しょ

及
およ

び自
じ

己
こ

ＰＲカードの提
てい

出
しゅつ

は不
ふ

要
よう

です。）。 
○ エンカレッジスクール（５ページ参

さん

照
しょう

）では、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を 行
おこな

わず、調
ちょう

査
さ

書
しょ

、面
めん

接
せつ

、小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

及
およ

び実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

の各
かく

得
とく

点
てん

を総
そう

合
ごう

した成
せい

績
せき

で選
せん

考
こう

を 行
おこな

います。 
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● 학력검사 득점과 조사서 점수의 비율
전일제 과정의 제 1차 모집에서는 원칙적으로 7:3, 제 2차 모집에서는 원칙적으로 6:4입니다. (단, 예술

및 체육 관련 학과는 학력검사가 3 과목이 되기 때문에 양쪽 모집 모두 6:4 입니다) 또, 정시제 과정의 
제 1 차 모집 및 분할 전기 모집에서는 원칙적으로 7:3 또는 6:4 중 하나를 각 학교가 정하고 분할 후기 
모집 및 제 2 차 모집에서는 원칙적으로 6:4 또는 5:5 중 하나를 각 학교가 정합니다. 
참고로, 후카사와 고등학교에서는 중학교 시절에 등교 거부 경험 등이 있는 학생들을 배려한 입시 

방식을 도입하고 있습니다. 구체적으로는 학력검사의 점수와 조사서 점수의 반영 비율에 대해 지원자의 
점수를 기준으로 7:3 또는 10:0 중 더 높은 쪽을 적용하여 입학생을 선발합니다. 

● 학력검사에 의한 입시의 조사서 점수
학력검사를 5 과목으로 실시하는 경우 학력검사를 실시하지 않는 실기 4 과목에 대해서 평가 합계를

2 배로 해서 점수화합니다. 학력검사가 3 과목(국어・수학・영어)인 경우에는 이 과목을 제외한 6 과목의 
평가 합계를 2 배로 해서 점수화하게 됩니다. 
학력검사에 의한 입시의 조사서 점수 점수화에 대해서는 15,16 페이지를 참조하십시오. 

● 기타
면접, 소논문 또는 작문, 실기 검사의 만점은 각 학교에서 정합니다.
‘학력검사 문제의 학교 자체 작성’, ‘학력검사에 의하지 않는 입시’ 등 특색 있는 입시를 실시하는

학교도 있습니다. (21~28 페이지의 Q&A 참조) 

【 학력검사에 의하지 않는 입시 】 

○ 챌린지 스쿨(6 페이지 참조)에서는 조사서가 필요 없으며 또 학력검사도 실시하지 않고 지원
신고서, 개인 면접 및 작문으로 전형을 실시합니다. (조사서 및 자기 PR 카드의 제출은
불필요합니다)

○ 인커리지 스쿨(5 페이지 참조)에서는 학력검사를 실시하지 않고 조사서, 면접, 소논문 또는 작문 및
실기 검사의 각 점수를 종합한 성적으로 전형을 실시합니다.

학력검사와
조사서의 비율제

1
차
모
집
・

분
할
전
기
모
집

분
할
후
기
모
집

・
제
2
차
모
집

정시제과정

７７：：３３
또는

６６：：４４
（（각 학교가 정합니다））

６６：：４４
또는

５５：：５５
（（ 각 학교가 정합니다 ））

학력검사와
조사서의 비율

제
1
차
모
집

제
2
차
모
집

전일제과정

７７：：３３

６６：：４４
第
二
次
募
集

第
一
次
募
集

学 力 検 査 と

調 査 書 の 比 率

定時制課程

７：３
又は

６：４
（各学校が定めます。）

６：４
又は

５：５
（各学校が定めます。）

学 力 検 査 と

調 査 書 の 比 率

全日制課程

７：３

６：４

だ

い

い

ち 

じ 
 

ぼ 

し
ゅ
う

だ

い 

に 
 

じ 
 

ぼ 

し
ゅ
う

第
一
次
募
集
・

分
割
前
期
募
集

分
割
後
期
募
集
・

　
第
二
次
募
集

だ
い
い
ち   

じ   

ぼ  

し
ゅ
う

ぶ
ん 

か
つ
ぜ
ん   

き         

ぼ    

し
ゅ
う

ぶ
ん 

か
つ
こ
う 

き         

ぼ    

し
ゅ
う

だ
い 

に   

じ   

ぼ 

し
ゅ
う

てい じ せい か ていぜ ん に ち せ い か て い

また

かくがっこう さだ

また

かく がっ こう さだ

がく りょく けん さ

ちょう さ しょ ひ りつ

が く りょく け ん さ

ちょう さ し ょ ひ り つ
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令和令和
れいわ

令和令和
れいわ

８年度８８年度
ねんど

年度年度
ねんど

都立
ねんど

年度
ねんど

都立都立都立
と り つ

都立都立
と り つ

高校
と り つ

都立
と り つ

高校高校高校
こうこう

高校高校
こうこう

入試
こうこう

高校
こうこう

入試入試入試
にゅうし

入試入試
にゅうし

の実施の実施
じ っ し

実施実施
じ っ し

方法
じ っ し

実施
じ っ し

方法方法方法
ほうほう

方法方法
ほうほう

の変更の変更
へんこう

変更変更
へんこう

について

日本橋
にほんばし

高校
こうこう

、八潮
や し お

高校
こうこう

、蒲田
か ま た

高校
こうこう

、田園
でんえん

調布
ちょうふ

高校
こうこう

、深沢
ふかさわ

高校
こうこう

、竹台
たけのだい

高
こうこう

校、大山高校
おお や ま こ う こ う

、田柄高校
た が ら こ う こ う

、

青井高校
あ お い こ う こ う

、足
あ

立
だち

新
し ん

田
で ん

高
こ う

校
こ う

、足立東高校
あだ ち ひ が し こ う こ う

、淵江高校
ふ ち え こ う こ う

、南葛飾高校
みなみか つ しか こ う こ う

、府中東高校
ふちゅ うひ が し こ う こ う

、山
や ま

崎
さき

高
こ う

校
こ う

、東村山
ひがしむらやま

高校
こうこう

、

羽村
は む ら

高校
こうこう

、秋留台
あきるだい

高校
こうこう

、野津田
の づ た

高校
こうこう

、中野
なか の

工科
こ う か

高校
こうこう

、練馬
ね り ま

工科
こ う か

高校
こうこう

これまで分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

を実施
じ っ し

してきた全日制
ぜんにちせい

課程
かて い

の高校
こうこう

は以下
い か

の２１校
こう

ですので、受検
じゅけん

する際
さい

はご留意
りゅうい

ください。

これまで全日制
ぜんにちせい

課程
か て い

で実施
じ っ し

してきた分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

を廃
はい

止
し

し、第一次
だ い い ち じ

募集
ぼしゅう

で選抜
せんばつ

します。昼
ちゅう

夜間
や か ん

定時制
ていじせい

では、これまでどおり継続
けいぞく

して分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

を実施
じ っ し

します。

●変更
へんこう

のイメージ

※分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

の廃止
は い し

により、これまでの後期
こ う き

募集
ぼしゅう

の分
ぶん

だけ各校
かくこう

の

募集
ぼしゅう

人員
じんいん

が少
すく

なくなるものではありません。

Ｑ： なぜ全日制
ぜんにちせい

課程
か て い

で分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

を廃止
は い し

するのですか？

Ａ： 中学校
ちゅうがっこう

卒業後
そつぎょうご

の進路
し ん ろ

を決定
けってい

する時期
じ き

が早
はや

まっている傾向
けいこう

が強
つよ

まり、分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

を行
おこな

う学校
がっこう

の中
じゅう

には、分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

で不合格者
ふごうかくしゃ

を出
だ

したにもかかわらず、分割
ぶんかつ

後期
こ う き

募集
ぼしゅう

では募集
ぼしゅう

人員
じんいん

より受検者数
じゅけんしゃすう

が下回
したまわ

り定員
ていいん

が未充足
みじゅうそく

となる学校
がっこう

や、分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

でも分割
ぶんかつ

後期
こ う き

募集
ぼしゅう

でも定員
ていいん

が未充足
みじゅうそく

となる学校
がっこう

がありました。こうした状 況
じょうきょう

を改善
かいぜん

し、分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

を

実施
じ っ し

する学校
がっこう

を志望
し ぼ う

する生徒
せいと

がより多
おお

く入学
にゅうがく

することができるようにするためです。

Ｑ： 昼
ちゅう

夜間
や か ん

定時制
ていじせい

課程
か て い

で継続
けいぞく

する分割
ぶんかつ

後期
こ う き

募集
ぼしゅう

は、第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

とどのように違
ちが

うのですか？

Ａ： 分割
ぶんかつ

後期
こ う き

募集
ぼしゅう

は、募集
ぼしゅう

人員
じんいん

を前期
ぜ ん き

と後期
こ う き

にあらかじめ分割
ぶんかつ

して募集
ぼしゅう

するのに対
たい

して、第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

は、第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

にお

いて募集
ぼしゅう

した人数
にんずう

よりも入学
にゅうがく

手続
てつ づ

きをした人数
にんずう

が下回り
したまわり

、募集
ぼしゅう

人員
じんいん

に満
み

たなかった場合
ばあい

にその学校
がっこう

が実施
じ っ し

するもの

です。

Ｑ： 分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

の廃止
は い し

によって受検
じゅけん

の機会
き か い

が減
へ

ってしまわないか、心配
しんぱい

です。

Ａ： 都立
と り つ

高校
こうこう

の入試
にゅうし

の仕組
し く

みには、推薦
すいせん

入試
にゅうし

、第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

のほかにも、第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

や通信制
つうしんせい

課程
かて い

などの入試
にゅうし

があります。

推薦
すいせん

入試
にゅうし

は１月
がつ

に実施
じ っ し

し、面接
めんせつ

や小論文
しょうろんぶん

などによって選考
せんこう

するのに対
たい

して、第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

は２月
がつ

下旬
げじゅん

、第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

は３

月
がつ

に、それぞれ学力
がくりょく

検査
け ん さ

等
とう

により選考
せんこう

します。なお、第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

は全日制
ぜんにちせい

課程
かて い

と定時制
ていじせい

課程
かて い

で日程
にってい

を分
わ

けて入試
にゅうし

を

行
おこな

います。このように、分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

が廃
はい

止
し

されても、様々
さまざま

な時期
じ き

に様々
さまざま

な方法
ほうほう

による入試
にゅうし

が用意
よ う い

されています。

分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

の廃止
は い し

についてＱ＆Ａ

変更点
へんこうてん

１

募集
ぼしゅう

人員
じんいん

（例
れい

）

学校
がっこう

によって

実施
じっし

する検査
けんさ

面接
めんせつ

小 論 文
しょうろんぶん

（作文
さくぶん

）

実技
じつ ぎ

検査
けん さ

２

月 が
つ
学力
がくりょく

検査
け ん さ

５教科
きょうか

国
こく

、数
すう

、英
えい

、社
しゃ

、理
り

第一次募集
だいいちじぼしゅう

理
＋

（例）

１６０人
にん

学校
がっこう

によって

実施
じっし

する検査
けんさ

面接
めんせつ

小 論 文
しょうろんぶん

（作文
さくぶん

）

実技
じつ ぎ

検査
けん さ

後期
こ う き

の

募集
ぼしゅう

人員
じんいん

（例
れい

）

前期
ぜ ん き

の

募集
ぼしゅう

人員
じんいん

（例
れい

）（例
れい

例
れい

例）

１３０人
に ん

３０人
に ん

２

月 が
つ

学力
がくりょく

検査
け ん さ

５教科
きょうか

国
こく

、数
すう

、英
えい

、社
しゃ

、理
りがが

つつ

第
一
次

だ
い
い
ち
じ

募
集

ぼ
し
ゅ
う

・

分
割

ぶ
ん
か
つ

前
期

ぜ
ん
き

募
集

ぼ
し
ゅ
う

３

月
学力
がくりょく

検査
け ん さ

３教科
きょうか

国
こく

、数
すう

、英
えい

第
二
次

だ

い

に

じ

募
集

ぼ
し
ゅ
う

・

分
割
後
期
募
集

ぶ
ん
か
つ
こ
う
き
ぼ
し
ゅ
う

全日制
ぜんにちせい

課程
か て い

（募集
ぼしゅう

人員
じんいん

６ 人
にん

の学校
がっこう

の例
れい

）

＋

●令和
れい わ

８年度
ね ん ど

入試
にゅうし

からは、一橋
ひとつばし

高校
こうこう

、浅草
あさくさ

高校
こうこう

、荻窪
おぎくぼ

高校
こうこう

、砂川
すながわ

高校
こうこう

、八王子
はちおうじ

拓
たく

真
しん

高校
こうこう

の５校
こう

の昼夜間
ちゅうやかん

定時制
ていじせい

高校
こうこう

でのみ引
ひ

き続
つづ

き分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

を実施
じ っ し

します。

変更後
へんこうご

これまで

〔参考
さんこう

〕

※ 分割
ぶんかつ

募集
ぼしゅう

とは、募集
ぼしゅう

人員
じんいん

をあらかじめ分割
ぶんかつ

し、２回
かい

に分
わ

けて募集
ぼしゅう

を行
おこな

う方法
ほうほう

です。第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

と同日
どうにっ

程
てい

に実施
じ っ し

する

募集
ぼしゅう

（分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

）と、第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

と同日
どうにっ

程
てい

に実施
じ っ し

する募集
ぼしゅう

（分割
ぶんかつ

後期
こ う き

募集
ぼしゅう

）があります。

が
つ

が
つ

が
つ

４ 년도 도쿄도립 고등학교 입시 시행 방법 변경에 대하여

니혼바시고교, 야시오고교, 가마타고교, 덴엔초후고교, 후카사와고교, 다케다이고교, 오야마고교, 다가라고교, 

아오이고교, 아다치신덴고교, 아다치히가시고교, 후치에고교, 미나미카쓰시카고교, 후추히가시고교, 야마사키고교, 

히가시무라야마고교, 하무라고교, 아키루다이고교, 노즈타고교, 나카노공과고교, 네리마공과고교

지금까지 분할 모집을 실시해 온 전일제 과정 고등학교는 아래 개교이므로 응시할 때 유의하시기 바랍니다

●변경 전후 이미지

※ 분할 모집의 폐지로 인해 기존 후기 모집 인원만큼 각
학교의 모집 인원이 줄어드는 것은 아닙니다

Q: 왜 전일제 과정에서 분할 모집을 폐지하나요?
A: 중학교 졸업 후 진로를 결정하는 시기가 앞당겨지는 경향이 강해지고 있으며, 분할 모집을
실시하는 일부 학교에서는 전기 모집에서 불합격자가 나왔음에도 후기 모집에서는 지원자 수가
모집 인원을 밑돌아 정원이 미달되거나, 전기·후기 모두 정원이 미달되는 경우도 있었습니다. 이러한
상황을 개선하고 분할 모집을 실시하는 학교를 지원하는 학생들이 보다 많이 입학할 수 있도록
하기 위함입니다.

Q: 주·야간 정시제 과정에서 계속되는 분할 후기 모집과 제 2차 모집은 어떻게 다르나요?
A: 분할 후기 모집은 모집 인원을 전기와 후기로 미리 나누어 모집하는 반면, 제 2 차 모집은 제 1 차
모집에서 모집한 인원보다 실제 입학 수속을 한 인원이 적어 모집 정원에 미달된 경우, 해당
학교에서 실시하는 모집입니다.

Q: 분할 모집이 폐지되면 수험 기회가 줄어들지 않을까 걱정입니다.
A: 도립고등학교 입시에는 추천 입시, 제 1 차 모집 외에도 제 2 차 모집, 통신제 과정 등의 입시가
있습니다. 추천 입시는 1 월에 실시하며, 면접이나 소논문 등을 통해 선발합니다. 제 1 차 모집은
2 월 하순, 제 2 차 모집은 3 월에 각각 학력검사 등을 통해 선발합니다. 제 2 차 모집은 전일제
과정과 정시제 과정에서 일정이 다르게 진행됩니다. 이처럼 분할 모집이 폐지되더라도 다양한
시기에 다양한 방식의 입시 기회가 마련되어 있습니다.

아닙니다

– 분할 모집 폐지 관련

변경사항 1

모집인원
（예）

학교에 따라
실시하는
검사

면접

소논문

（작문）

실기검사

２

월
학력검사 5 과목
국, 수, 영, 사, 과

제 차 모집

＋
명

학교에 따라
실시하는
검사

면접

소논문

（작문）

실기검사

후기
모집인원
（예）

전기
모집인원
（예）

명

명

２

월

학력검사 5 과목
국, 수, 영, 사, 과

제

차
모
집
・

분
할
전
기
모
집

３

월

학력검사 3 과목
국, 수, 영

제

차
모
집
・

분
할
후
기
모
집

월

전일제 과정 모집 인원 명의 학교 예시

＋

● 2026 학년도 입시부터는 히토쓰바시고교, 아사쿠사고교, 오기쿠보고교, 스나가와고교, 
하치오지타쿠마고교 등 5 개교의 주·야간 정시제에서 계속 분할 모집을 실시합니다.

時制高校でのみ引き続き分割募集を実施します。

변경 후변경 전

〔참고〕

※ ‘분할 모집’이란 모집 인원을 미리 나누어 두 차례에 걸쳐 모집을 실시하는 방식입니다. 제 1 차 모집과 동일한

일정으로 실시하는 모집(‘분할 전기 모집’)과 제 2 차 모집과 동일한 일정으로 실시하는 모집(‘분할 후기 모집’)이

있습니다.

- 11 - - 11 -



新設
しんせつ

Ｑ： なぜ通信制
つうしんせい

課程
か て い

の入試
にゅうし

日程
にってい

を分割
ぶんかつ

するのですか？

Ａ： 増加
ぞ う か

する不登校
ふとうこう

経験
けいけん

のある生徒
せい と

にとって、自
みずか

らのペースで学
まな

ぶことができる通信制
つうしんせい

課程
かて い

は、進路
し ん ろ

を考
かんが

えるうえ

で選択肢
せんたくし

の一つとなり、通信制
つうしんせい

課程
かて い

を第一
だいいち

志望
し ぼ う

とする生徒
せい と

も増加
ぞ う か

傾向
けいこう

にあります。これまで４月
がつ

第一週
だいいっしゅう

に実施
じ っ し

し

てきた入試
にゅうし

日程
にってい

を２回
かい

に分
わ

けて、前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

として４月
がつ

よりも早
はや

い時期
じ き

に入試
にゅうし

を実施
じ っ し

するのは、こうした都立
と り つ

高校
こうこう

通信制
つうしんせい

課程
かて い

を主体的
しゅたいてき

に選択
せんたく

する生徒
せい と

のニーズに応
こた

えるためです。

： 通信制
つうしんせい

前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

の志願
し が ん

の方法
ほうほう

について、全日制
ぜんにちせい

のように志願
し が ん

変更
へんこう

（願書
がんしょ

の取下
と り さ

げ・再提出
さいていしゅつ

）はできますか？

また、全日制
ぜんにちせい

や定時制
ていじせい

の第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

を実施
じ っ し

する高校
こうこう

と併願
へいがん

することはできますか？

： 一度
い ち ど

願書
がんしょ

を提
てい

出
しゅつ

した高校
こうこう

から他
た

の高校
こうこう

へ志願
し が ん

を変更
へんこう

すること（願書
がんしょ

の取下
と り さ

げ・再提出
さいていしゅつ

）については、通信制
つうしんせい

高校
こうこう

と全日制
ぜんにちせい

・定時制
ていじせい

の高校
こうこう

との間
あいだ

での志願
し が ん

変更
へんこう

や、通信制
つうしんせい

高校
こうこう

の間
あいだ

での志願
し が ん

変更
へんこう

のいずれもできません。また、

通信制
つうしんせい

前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

と全日制
ぜんにちせい

や定時制
ていじせい

の第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

の両方
りょうほう

を志願
し が ん

することはできません。同様
どうよう

に、通信制
つうしんせい

の他
ほか

の

高校
こうこう

との併願
へいがん

もできません。通信制
つうしんせい

前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

に志願
し が ん

する際
さい

は、 校
こう

の中
なか

から１校
こう

を選
えら

んで志願
し が ん

してください。な

お、通信制
つうしんせい

後期
こ う き

選抜
せんばつ

では、これまで同様
どうよう

、 校
こう

それぞれ異
こと

なる日程
にってい

で入試
にゅうし

を行
おこな

います。

Ｑ： 通信制
つうしんせい

の前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

や後期
こ う き

選抜
せんばつ

では、入試
にゅうし

の内容
ないよう

や方法
ほうほう

はどのようになりますか？

Ａ： 通信制
つうしんせい

課程
かて い

も含
ふく

め、都立
と り つ

高校
こうこう

入試
にゅうし

の内容
ないよう

や方法
ほうほう

等
など

の詳細
しょうさい

については、「東京都
とうきょうと

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

入学者
にゅうがくしゃ

選抜
せんばつ

実施
じ っ し

要綱
ようこう

」

に定
さだ

め、例年
れいねん

９月
げつ

末
まつ

に公表
こうひょう

しています。現在
げんざい

中学校
ちゅうがっこう

３年生
ねんせい

の皆
みな

さんが受
じゅ

検
けん

する都立
と り つ

高校
こうこう

入試
にゅうし

の詳細
しょうさい

について

は、令和
れい わ

７年
ねん

９月
がつ

に公表
こうひょう

する実施
じ っ し

要綱
ようこう

を確認
かくにん

してください。

２月

３月

４月

●変更
へんこう

のイメージ

これまで４月
がつ

上 旬
じょうじゅん

に行
おこな

ってきた通信制
つうしんせい

課程
か て い

の入試
にゅうし

は、前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

と後期
こ う き

選抜
せんばつ

の２

回
かい

に分
わ

けて実施
じ っ し

します。前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

は、入試
にゅうし

の時期
じ き

をこれまでより早
はや

め、第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

と

同じ２月
がつ

下旬
げじゅん

に実施
じ っ し

します。 後期
こ う き

選抜
せんばつ

は、これまでと同様
どうよう

に４月
がつ

上 旬
じょうじゅん

に実施
じ っ し

します。

●通信制
つうしんせい

課程
か て い

では、自宅
じ た く

等
など

で学習
がくしゅう

し、レポートなどの添削
てんさく

指導
し ど う

を受
う

けながら、定
さだ

められた日
ひ

（月
つき

２日
か

程度
てい ど

）

に登校
とうこう

し、面接
めんせつ

指導
し ど う

を受
う

けることで学習
がくしゅう

を進
すす

めていきます。

都立
と り つ

高校
こうこう

では、一橋
ひとつばし

高校
こうこう

、新宿
しんじゅく

山吹
やまぶき

高校
こうこう

、砂川
すながわ

高校
こうこう

の３校
こう

が通信制
つうしんせい

課程
かて い

を設置
せ っ ち

しています。

※募集
ぼしゅう

人員
じんいん

については、令和
れいわ

７年
ねん

月
がつ

公表
こうひょう

予定
よ て い

の「都
と

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

等
とう

の第
だい

１学年
がくねん

生徒
せ い と

の募集
ぼしゅう

人員
じんいん

等
とう

の決定
けってい

」をご覧
らん

ください。

なお、通信制
つうしんせい

課程
か て い

の前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

は、第
だい

１学年
がくねん

相当
そうとう

の募集
ぼしゅう

のみ実施
じ っ し

します。第
だい

２学年
がくねん

相当
そうとう

以上
いじょう

の募集
ぼしゅう

は実施
じ っ し

しません。

２月

３月

４月

◆出願受付 【志願者情報入力】 令和７年１２月１９日（金）～令和８年２月５日（木）午後５時

【書類提出】 令和８年
ねん

１月３０日（金）～令和８年２月５日（木）

＊出願
しゅつがん

方法
ほうほう

はインターネットを活用
かつよう

した出願
しゅつがん

となります。

◆実
じつ

施
し

日
び

令和
れい わ

８年
ねん

２月
がつ

２２日
にち

（日
にち

） ＊前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

では３校
こう

とも同
おな

じ日程
にってい

で実施
じ っ し

します。

◆合格
ごうかく

発表
はっぴょう

令和
れい わ

８年
ねん

３月
がつ

２日
にち

（月
げつ

）

変更点
へんこうてん

２

通信制
つうしんせい

課程
か て い

前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

の

日程
にってい

（詳細
しょうさい

）

全日制
ぜんにちせい

・定時制
ていじせい

第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

全日制
ぜんにちせい

第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

定時制
ていじせい

第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

通信制
つうしんせい

課程
か て い

通信制
つうしんせい

課程
か て い

前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

通信制
つうしんせい

課程
か て い

後期
こ う き

選抜
せんばつ

つうしんせいか て い ぜ ん きせんばつか て い ぜ ん きせんばつ

全日制
ぜんにちせい

・定時制
ていじせい

第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

全日制
ぜんにちせい

第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

定時制
ていじせい

第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

つうしんせいか て い にゅうしにってい ぶんかつつうしんせいか て い にゅうしにってい ぶんかつ

通信制
つうしんせい

課程
か て い

の前期
ぜ ん き

・後期
こ う き

選抜
せんばつ

についてＱ＆Ａ

これまで 変更後
へんこうご

신설

Q: 왜 통신제 과정의 입시 일정을 나누는 건가요?
A: 증가하는 등교 거부(불등교) 경험 학생들에게 있어 자신의 페이스로 학습할 수 있는 통신제
과정은 진로를 생각할 때 하나의 선택지가 되고 있으며, 통신제 과정을 제 1 지망으로 지원하는
학생도 증가하고 있습니다. 지금까지 4 월 첫 주에만 실시했던 입시 일정을 2 회로 나누어 전기
선발을 4 월보다 이른 시기에 실시하는 것은 도립고등학교 통신제 과정을 적극적으로 선택하는
학생들의 요구에 부응하기 위한 것입니다.

Q: 통신제 전기 선발의 지원 방법에 있어서, 전일제처럼 지원 변경(원서 철회 및 재제출)은
가능한가요? 또한, 전일제나 정시제 제 1차 모집을 실시하는 학교와 병행 지원이 가능한가요?

A: 한 번 제출한 원서를 다른 학교로 변경하는 것(원서 철회 및 재제출)은 통신제와 전일제·정시제
고등학교 간은 물론 통신제 고등학교 간에서도 모두 불가능합니다. 또한, 통신제 전기 선발과
전일제·정시제 제 1 차 모집을 동시에 지원하는 것도 불가능합니다. 마찬가지로, 통신제 다른
학교와의 병행 지원도 할 수 없습니다. 통신제 전기 선발에 지원할 경우, 3 개 학교 중 1 개 학교만
선택해 지원해 주십시오. 참고로, 통신제 후기 선발은 지금까지와 같이 3 개교 각각 다른 일정으로
입시를 실시합니다.

Q: 통신제 전기 선발이나 후기 선발에서는 입시 내용과 방법이 어떻게 되나요?
A: 통신제 과정을 포함한 도립고등학교 입시의 내용과 방법 등 세부 사항은 「도쿄도립 고등학교
입학자 선발 실시요강」에 정해져 있으며, 매년 9 월 말에 공표됩니다. 현재 중학교 3 학년인
여러분이 응시할 도립고등학교 입시의 세부 사항은 2025 년 9 월에 공표될 실시요강을 확인해
주시기 바랍니다.

２월

３월

４월

● 변경 전후 이미지

지금까지 4 월 초에 실시해 왔던 통신제 과정 입시는 전기 선발과 후기 선발로

나누어 두 차례에 걸쳐 실시합니다. 전기 선발은 입시 시기를 앞당겨 제 1 차 모집과

같은 2 월 하순에 실시합니다. 후기 선발은 지금까지와 같이 4 월 초순에 실시합니다.

● 통신제 과정에서는 자택 등에서 학습하며, 레포트 등의 첨삭 지도를 받으면서 정해진 날(월 2 일 정도)에
등교해 면접 지도를 받는 방식으로 학습을 진행합니다. 도립고등학교에서는, 히토쓰바시고교, 
신주쿠야마부키고교, 스나카와고교의 3 개교가 통신제 과정을 운영하고 있습니다.

※ 모집 인원에 대해서는 년 월 발표 예정인 「도립고등학교 등의 학년 학생 모집 인원 등의 결정」을 참조해 주십시오

２월

３월

４월

또한 통신제 과정의 전기 선발은 학년 해당 모집만 실시하며 학년 이상 해당 모집은 실시하지 않습니다

◆ 원서 접수 【지원자 정보 입력】 2025 년 12 월 19 일(금) ~ 2026 년 2 월 5 일(목) 오후 5 시까지
【서류 제출】      2026 년 1 월 30 일(금) ~ 2 월 5 일(목)
＊원서 접수는 인터넷을 활용한 온라인 접수 방식으로 진행됩니다.

◆ 실시일   2026 년 2 월 22 일(일) ＊전기 선발은 3 개 학교 모두 동일한 일정으로 실시합니다.
◆ 합격자 발표   2026 년 3 월 2 일(월)

변경사항 2

통신제 과정

전기 선발 일정

(세부 사항)

전일제・정시제 제 차 모집

전일제 제 차

모집
정시제 제 차

모집

통신제 과정

전일제・정시제 제 차 모집

전일제 제 차

모집
정시제 제 차

모집

통신제 과정 전기·후기 선발 관련

변경 전 변경 후
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５５ イインンフフルルエエンンザザ等等
とう

学学
がっ

校校
こう

感感
かん

染染
せん

症症
しょう

罹罹
り

患患
かん

者者
しゃ

等等
とう

にに対対
たい

すするる追追
つい

検検
けん

査査
さ

ににつついいてて  
都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

には、インフルエンザ等
とう

学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

の罹
り

患
かん

や 病
びょう

気
き

による 入
にゅう

院
いん

等
とう

のために、第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

を受
じゅ

検
けん

できなかった生
せい

徒
と

の受
じゅ

検
けん

機
き

会
かい

を確
かく

保
ほ

することを目
もく

的
てき

とした「追
つい

検
けん

査
さ

」という 入
にゅう

試
し

制
せい

度
ど

があります。追
つい

検
けん

査
さ

は、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・全
ぜん

日
にち

制
せい

第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

と同
どう

日
にっ

程
てい

で実
じっ

施
し

します。 
なお、分

ぶん

割
かつ

募
ぼ

集
しゅう

を実
じっ

施
し

する学
がっ

校
こう

は、同
どう

日
にっ

程
てい

で分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

を実
じっ

施
し

するため、追
つい

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

しません。ま

た、推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

や海
かい

外
がい

帰
き

国
こく

生
せい

徒
と

等
とう

対
たい

象
しょう

の 入
にゅう

試
し

など、その他
た

の選
せん

抜
ばつ

でも追
つい

検
けん

査
さ

は実
じっ

施
し

しません。 
※ 新

しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

についても、追
つい

検
けん

査
さ

の対
たい

象
しょう

となります。 

検
けん

査
さ

当
とう

日
じつ

に向
む

けて体
たい

調
ちょう

を 整
ととの

えることが大
たい

切
せつ

です。うがい・手
て

洗
あら

いをこまめに 行
おこな

い、体
たい

調
ちょう

管
かん

理
り

をしっかり

行
おこな

うとともに、インフルエンザ等
とう

学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

に罹
り

患
かん

した場
ば

合
あい

など万
まん

一
いち

のことを 考
かんが

え、追
つい

検
けん

査
さ

の制度
せ い ど

について

事
じ

前
ぜん

に確
かく

認
にん

をしておきましょう。 

○ 追
つい

検
けん

査
さ

は、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・全
ぜん

日
にち

制
せい

第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

と同
おな

じ日
にっ

程
てい

で実
じっ

施
し

します。 

○ 追
つい

検
けん

査
さ

に申
しん

請
せい

した人
ひと

は、申
しん

請
せい

を取
と

り下
さ

げ

て分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

や全
ぜん

日
にち

制
せい

第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

に

出
しゅつ

願
がん

することはできますが、追
つい

検
けん

査
さ

か分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・全
ぜん

日
にち

制
せい

第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

かのど

ちらか一
いっ

方
ぽう

にしか 出
しゅつ

願
がん

できません。ま

た、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・全
ぜん

日
にち

制
せい

第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

に

出
しゅつ

願
がん

後
ご

、申
しん

請
せい

を取
と

り下
さ

げて追
つい

検
けん

査
さ

に再
さい

提
てい

出
しゅつ

することもできません。 

○ 学
がっ

校
こう

感
かん

染
せん

症
しょう

の罹
り

患
かん

等
とう

により検
けん

査
さ

を欠
けっ

席
せき

した場
ば

合
あい

で、追
つい

検
けん

査
さ

を希
き

望
ぼう

するときは、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に連
れん

絡
らく

し、相
そう

談
だん

してください（在
ざい

籍
せき

する 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

から受
じゅ

検
けん

する高
こう

校
こう

へ欠
けっ

席
せき

の連
れん

絡
らく

をすることになっています。）。 

○ 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に連
れん

絡
らく

した後
あと

、速
すみ

やかに追
つい

検
けん

査
さ

の措
そ

置
ち

申
しん

請
せい

書
しょ

を 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

にも見
み

てもらい、 出
しゅつ

願
がん

した高
こう

校
こう

へ提
てい

出
しゅつ

します。 

なお、既
すで

に 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

している人
ひと

や、都
と

外
がい

の 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
とう

に通
かよ

っている人
ひと

は、欠
けっ

席
せき

の連
れん

絡
らく

も追
つい

検
けん

査
さ

の措
そ

置
ち

申
しん

請
せい

書
しょ

の提
てい

出
しゅつ

も、本
ほん

人
にん

又
また

は保
ほ

護
ご

者
しゃ

が 直
ちょく

接
せつ

出
しゅつ

願
がん

した高
こう

校
こう

に 行
おこな

います。 

○ 出
しゅつ

願
がん

日
び

に、入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

等
とう

のほか、医
い

療
りょう

機
き

関
かん

の 証
しょう

明
めい

書
しょ

（罹
り

患
かん

証
しょう

明
めい

書
しょ

等
とう

）又
また

は 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

が 出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

の措
そ

置
ち

を 行
おこな

ったことを証 明
しょうめい

する書類
しょるい

を高校
こうこう

へ提
てい

出
しゅつ

します。 

ことを証明する書類を高校へ提出します。

○ 追
つい

検
けん

査
さ

では、国
こく

語
ご

・数
すう

学
がく

・英
えい

語
ご

の３ 教
きょう

科
か

の学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

と、各
かく

学
がっ

校
こう

で定
さだ

める検
けん

査
さ

を組
く

み合
あ

わせて実
じっ

施
し

します。 
各
かく

学
がっ

校
こう

で定
さだ

める検
けん

査
さ

内
ない

容
よう

については、 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

又
また

は都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に確
かく

認
にん

してください。 

○ 追
つい

検
けん

査
さ

で使
し

用
よう

する学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

は、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・全
ぜん

日
にち

制
せい

第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

と同
どう

一
いつ

のものになります。 

学学
がっ

校校
こう

感感
かん

染染
せん

症症
しょう

等等
とう

でで検検
けん

査査
さ

をを欠欠
けっ

席席
せき

ししたた場場
ば

合合
あい

のの申申
しん

請請
せい

ににつついいてて  

追追
つい

検検
けん

査査
さ

ででのの検検
けん

査査
さ

内内
ない

容容
よう

  

追追
つい

検検
けん

査査
さ

のの日日
にっ

程程
てい

  
＜追

つい

検
けん

査
さ

実
じっ

施
し

の流
なが

れ＞

追
つい

検
けん

査
さ

分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

・全
ぜん

日
にち

制
せい

第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

申
しん

請
せい

 

出
しゅつ

願
がん

 出
しゅつ

願
がん

 

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

（追
つい

検
けん

査
さ

） 学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

（後
こう

期
き

・二
に

次
じ

）

追
つい

検
けん

査
さ

の申
しん

請
せい

を取
と

り下
さ

げて、

分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

・全
ぜん

日
にち

制
せい

第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

に 出
しゅつ

願
がん

することはできます。 
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５５ 인플루엔자  등  학교  감염병  환자  등에  대한  추가  검사에  대하여  
도립고등학교에는 인플루엔자 등 학교 감염병에 걸리거나 질병에 의한 입원 등으로 제 1 차 모집을 
수험할 수 없었던 학생의 수험 기회를 확보하는 것을 목적으로 한 ‘추가 검사’라는 입시 제도가 있습니다. 
추가 검사는 분할 후기 모집 및 전일제 제 2 차 모집과 같은 일정으로 실시합니다. 
또한, 분할 모집을 실시하는 학교는 같은 일정으로 분할 후기 모집을 실시하기 때문에 추가 검사를 
실시하지 않습니다. 또, 추천 입시나 해외 귀국학생 등 대상의 입시 등, 그 외의 전형에서도 추가 검사는 
실시하지 않습니다. 

※신종 코로나바이러스 감염증도 추가 검사의 대상이 됩니다.

검사 당일까지 컨디션을 유지하는 것이 중요합니다. 양치질 및 손씻기를 자주 실시하여 컨디션을 잘 
관리함과 동시에, 인플루엔자 등 학교 감염병에 걸렸을 경우 등 만일을 대비하여 추가 검사 제도에 대해 
사전에 확인을 해 두시기 바랍니다.  

○ 추가 검사는 분할 후기 모집 및 전일제
제 2 차 모집과 같은 일정으로
실시합니다.

○ 추가 검사를 신청한 사람은 신청을
취소하여 분할 후기 모집이나 전일제
제 2 차 모집에 출원할 수 있지만, 추가
검사 또는 분할 후기 모집 및 전일제
제 2 차 모집 중 한쪽에만 출원할 수
있습니다. 또, 분할 후기 모집 및 전일제
제2차 모집에 출원 후, 신청을 취소하여
추가 검사에 재제출할 수도 없습니다.

○ 학교 감염병의 이환 등에 의해 검사를 결석했을 경우 추가 검사를 희망할 때는 중학교의 선생님께

연락하여 상담해 주십시오. (재적하는 중학교에서 수험하는 고등학교에 결석 연락을 하게 되어 있습니다)

○ 중학교에 연락한 후, 신속하게 추가 검사의 조치 신청서를 중학교 선생님께 점검 받아 출원한

고등학교에 제출합니다.

또한, 이미 중학교를 졸업한 사람이나 도외의 중학교 등에 다니고 있는 사람은 결석 연락도 추가 검사의 

조치 신청서 제출도 본인 또는 보호자가 직접 출원한 고등학교에 실시합니다. 

○ 출원일에 입학원서 등 외에 의료기관 증명서(이환증명서 등) 또는 중학교장이 출석정지 조치를

실시했다는 것을 증명하는 서류를 고등학교에 제출합니다.

○ 추가 검사에서는 국어・수학・영어의 3 교과의 학력 검사와 각 학교에서 정하는 검사를 조합해서
실시합니다. 각 학교에서 정하는 검사 내용에 대해서는 중학교 선생님 또는 도립 고등학교에
확인하십시오.

○ 추가 검사에서 사용하는 학력검사 문제는 분할 후기 모집 및 전일제 제 2차 모집과 동일합니다.

학교  감염병  등으로  검사를  결석했을  경우의  신청에  대하여 

추가  검사의  검사  내용  

추가  검사  일정  
＜추가 검사 실시의 흐름＞

추가 검사 분할 후기·전일제 제 2차 모집 

신청 

출원 출원 

학력검사(추가검사) 학력검사(후기·2차) 

추가 검사의 신청을 취소하고 
분할 후기, 전일제 제 2차 
모집에 출원할 수 있습니다. 취

소 
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■■在在
ざい

京京
きょう

外外
がい

国国
こく

人人
じん

生生
せい

徒徒
と

等等
とう

対対
たい

象象
しょう

のの入入
にゅう

試試
し

ののたためめのの事事
じ

前前
ぜん

応応
おう

募募
ぼ

資資
し

格格
かく

確確認認
かくにん

にに

つついいてて

■■日日本本語語
に ほ ん ご

指指導導
しど う

がが必必要要
ひつよう

なな生生徒徒
せい と

等等
とう

がが申申請請
しんせい

ででききるる学学力力
がくりょく

検検査査
けん さ

実実施施上上
じっしじょうの

のの

配配慮慮
はいりょ

ににつついいてて

●●ルルビビ（（ふふりりががなな））をを振振
ふ

っったた学学力力
がくりょく

検検査査
け ん さ

問問題題
もんだい

でで受受検検
じゅけん

すするるここととががででききまますす。。 

国籍
こくせき

を問
と

わず、日本
にほん

に入国
にゅうこく

後
ご

６年
ねん

以内
いない

で、日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

を必要
ひつよう

とする志願者
しがんしゃ

は、申請
しんせい

により

ひらがなのルビを振
ふ

った検査
けんさ

問題
もんだい

で受検
じゅけん

をすることができます。 

○都立
とりつ

高校
こうこう

における在
ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

等
とう

対象
たいしょう

の入試
にゅうし

は、日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な方
かた

を対象
たいしょう

として

おり、国籍
こくせき

を問
と

わず、日本
にほん

に入国
にゅうこく

後
ご

３年
ねん

以内
いない

など、一定
いってい

の応募
おうぼ

資格
しかく

を満
み

たせば、受検
じゅけん

をす

ることができます。

○令和
れいわ

７年度
ねんど

の 月
がつ

入学
にゅうがく

生徒
せいと

の入試
にゅうし

では、竹台
たけのだい

高校
こうこう

、田柄
たがら

高校
こうこう

、南葛飾
みなみかつしか

高校
こうこう

、府
ふ

中西
ちゅうにし

高校
こうこう

、飛鳥
あすか

高校
こうこう

、六郷
ろくごう

工科
こうか

高校
こうこう

、杉並
すぎなみ

総合
そうごう

高校
こうこう

、国際
こくさい

高校
こうこう

の 校
こう

に加え、一橋
ひとつばし

高校
こうこう

、浅草
あさくさ

高校
こうこう

、荻窪
おぎくぼ

高校
こうこう

、砂川
すながわ

高校
こうこう

の４校
こう

で新た
あ ら

に行
おこな

いました。

○検査
けんさ

内容
ないよう

は、作文
さくぶん

と面接
めんせつ

です。言語
げんご

については、それぞれの検査
けんさ

において日本語
に ほ ん ご

又
また

は英語
えいご

を選択
せんたく

することができます。

○在
ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

等
とう

対
たい

象
しょう

の入試
にゅうし

は、一般
いっぱん

入試
にゅうし

（学力
がくりょく

検査
けんさ

に基
もと

づく入試
にゅうし

（第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

・分割
ぶんかつ

前期
ぜんき

募集
ぼしゅう

））よりも前
まえ

の日程
にってい

で行
おこな

いますので、在京
ざいきょう

外国人
がいこくじん

生徒
せいと

等
とう

対象
たいしょう

の入試
にゅうし

と一般
いっぱん

入試
にゅうし

を併願
へいがん

することができます。ただし、在京
ざいきょう

外国人
がいこくじん

生徒
せいと

等
とう

対象
たいしょう

の入試
にゅうし

で合格
ごうかく

した場合
ばあい

は、

一般
いっぱん

入試
にゅうし

を受検
じゅけん

することはできません。 

○在
ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

等
とう

の入試
にゅうし

に当
あ

たり、応募
おうぼ

資格
しかく

があるかどうかの確認
かくにん

は出願
しゅつがん

の際
さい

に

各学校
かくがっこう

で行
おこな

いますが、東京都
とうきょうと

教育
きょういく

委員会
いいんかい

では、応募
おうぼ

資格
しかく

があるかどうかを事前
じぜん

に確認
かくにん

す

る機会
きかい

を設
もう

けています。

○入学
にゅうがく

願書
がんしょ

提出
ていしゅつ

時
じ

に必要
ひつよう

な書類
しょるい

が不足
ふそく

し、すぐに提出
ていしゅつ

することができない場合
ばあい

、受検
じゅけん

がで

きなくなることもあります。できる限
かぎ

り、事前
じぜん

に応募
おうぼ

資格
しかく

確認
かくにん

を受
う

けようにしてくださ

い。

○事前
じぜん

の応募
おうぼ

資格
しかく

確認
かくにん

は、東京
とうきょう

都庁
とちょう

で 月
がつ

から 月
がつ

にかけて計３回
けい かい

行
おこな

う予定
よてい

です。

詳細
しょうさい

は、 月
がつ

以降
いこう

東京都
とうきょうと

教育
きょういく

委員会
いいんかい

のホームページでお知
し

らせします。また、

在京外国人生徒等対象
ざいきょうがいこくじんせいととうたいしょう

の入試
にゅうし

を行
おこな

う志願先
しがんさき

の学校
がっこう

でも行
おこな

っている場合
ばあい

があります。 

６６ 在在
ざい

京京
きょう

外外
がい

国国
こく

人人
じん

生生
せい

徒徒
と

等等
とう

対対象象
たいしょう

のの入入試試
にゅうし

ににつついいてて

■■在在
ざい

京京
きょう

外外
がい

国国
こく

人人
じん

生生
せい

徒徒
と

等等
とう

対対
たい

象象
しょう

等等
とう

のの入入試試
にゅうし

ととはは
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■■ 도쿄 거주 외국인학생등 대상 입시를 위한 사전 지원 자격
확인에 대하여

〇도립고등학교의 도쿄 거주 외국인학생등 대상 입시는 일본어 지도가 필요한 사람을 
대상으로 하고 있으며, 국적을 불문하고 일본에 입국 후 3 년 이내 등, 일정한 지원 
자격을 충족하면 수험할 수 있습니다. 

〇2025 년도 4 월 입학생 입시에서는 다케다이 고등학교, 다가라 고등학교, 
미나미카쓰시카 고등학교, 후추니시 고등학교, 아스카 고등학교, 로쿠고 공과고등학교, 
스기나미 종합고등학교, 국제고등학교의 8 개교 외에, 히토쓰바시 고등학교, 아사쿠사 
고등학교, 오기쿠보 고등학교, 스나가와 고등학교의 4 개교에서 새롭게 실시했습니다. 

〇검사 내용은 작문과 면접입니다. 언어에 대해서는 각 검사에서 일본어 또는 영어를 
선택할 수 있습니다. 

〇 도쿄 거주 외국인학생등 대상 입시는 일반 입시(학력검사에 의한 입시(제 1 차 모집 및 
분할 전기 모집))보다 이른 일정으로 실시하기 때문에 도쿄 거주 외국인학생 대상 
입시와 일반 입시를 동시 지원할 수 있습니다. 다만, 도쿄 거주 외국인학생등 대상 
입시로 합격한 경우에는 일반 입시를 수험할 수 없습니다. 

〇 도쿄 거주 외국인학생등 대상 입시에 지원 자격이 있는지 여부는 입학원서를 제출할 
때 각 학교에서 실시하지만, 도쿄도 교육위원회에서는 지원 자격이 있는지 여부를 
사전에 확인할 기회를 마련하고 있습니다. 

〇입학원서 제출시에 필요한 서류가 부족하여 곧바로 제출할 수 없는 경우 수험할 수 
없게 되는 경우도 있습니다. 가능한 한 사전에 응모 자격 확인을 받으십시오. 

〇사전의 지원 자격 확인은 도쿄도청에서 11 월부터 12 월까지 총 3 회 실시할 
예정입니다. 자세한 내용은 10 월 이후 도쿄도 교육위원회 홈페이지에서 알려 
드리겠습니다. 또, 도쿄 거주 외국인학생등 대상 입시를 실시하는 지원처 학교에서도 
실시하고 있는 경우가 있습니다. 

６ 도쿄 거주 외국인학생등 대상 입시에 대하여

■■ 도쿄 거주 외국인학생등 대상 입시란

■■ 일본어 지도가 필요한 학생 등이 신청할 수 있는 학력검사
실시상의 배려에 대하여

●루비(발음 표기)를 단 학력검사 문제로 수험할 수 있습니다.

  국적을 불문하고 일본에 입국 후 6 년 이내로 일본어 지도를 필요로 하는 지원자는 
신청에 의해 히라가나의 루비를 단 검사 문제로 수험할 수 있습니다. 

14

- 14 - - 14 -



（（１１））学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

にに基基
もと

づづくく 入入
にゅう

試試
し

（（第第
だい

一一
いち

次次
じ

募募
ぼ

集集
しゅう

・・第第
だい

二二
に

次次
じ

募募
ぼ

集集
しゅう

・・分分
ぶん

割割
かつ

募募
ぼ

集集
しゅう

））ににおおけけるる 調調
ちょう

査査
さ

書書
しょ

点点
てん

ににつついいてて  
〇 学

がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

では、 評
ひょう

定
てい

を 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

として点
てん

数
すう

化
か

します。

〇 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

は、次
つぎ

の 表
ひょう

のとおり、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

する 教
きょう

科
か

の 評
ひょう

定
てい

を１倍
ばい

、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

しない 教
きょう

科
か

の 評
ひょう

定
てい

を２２倍倍
ばい

して、算
さん

出
しゅつ

します。

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の 教
きょう

科
か

１倍
ばい

する 教
きょう

科
か

２倍
ばい

する 教
きょう

科
か

評
ひょう

定
てい

の満
まん

点
てん

５ 教
きょう

科
か

（国
こく

・数
すう

・英
えい

・社
しゃ

・理
り

）の場
ば

合
あい

国
こく

・数
すう

・英
えい

・社
しゃ

・理
り

音
おん

・美
び

・保体
ぼ た い

・技家
ぎ か

６５点
てん

３ 教
きょう

科
か

（国
こく

・数
すう

・英
えい

）の場
ば

合
あい

国
こく

・数
すう

・英
えい 社

しゃ

・理
り

・音
おん

・美
び

・保体
ぼ た い

・

技家
ぎ か ７５点

てん

（注）「 評
ひょう

定
てい

の満
まん

点
てん

」は、各
かく

教
きょう

科
か

の 評
ひょう

定
てい

が全
すべ

て「５」である場
ば

合
あい

○ 以
い

下
か

の東
とう

京
きょう

花
はな

子
こ

さんの例
れい

で 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

の点
てん

数
すう

化
か

について説
せつ

明
めい

します。

（例
れい

）東
とう

京
きょう

花
はな

子
こ

さんの各
かく

教
きょう

科
か

の 評
ひょう

定
てい

国
こく

語
ご

社
しゃ

会
かい

数
すう

学
がく

理
り

科
か

音
おん

楽
がく

美
び

術
じゅつ

保
ほ

健
けん

体
たい

育
いく 技

ぎ

術
じゅつ

・

家
か

庭
てい

外
がい

国
こく

語
ご

（英
えい

語
ご

）

５ ４ ３ ３ ３ ４ ５ ３ ５

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

と 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

の合
ごう

計
けい

点
てん

は１０００点
てん

になるので、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

と 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

の比
ひ

率
りつ

が

「７：３」の場
ば

合
あい

、 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

の満
まん

点
てん

は３００点
てん

となります。 

・ 学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

する 教
きょう

科
か

（国
こく

・数
すう

・英
えい

・社
しゃ

・理
り

）の 評
ひょう

定
てい

の合
ごう

計
けい

は、 
５＋３＋５＋４＋３＝２０点

てん

 
・ 学

がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

しない 教
きょう

科
か

（音
おん

・美
び

・保
ほ

体
たい

・技
ぎ

家
か

）の 評
ひょう

定
てい

の合
ごう

計
けい

は、 
（３＋４＋５＋３）××２２＝３０点

てん

 

これらを足
た

すと、２０点
てん

＋３０点
てん

＝５０点
てん

となります。 

このため、東
とう

京
きょう

花
はな

子
こ

さんの 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

は、 
３００点

てん

×５０点
てん

÷６５点
てん

（ 評
ひょう

定
てい

の満
まん

点
てん

）＝２３０点
てん

となります。 
※ 小

しょう

数
すう

点
てん

以
い

下
か

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

は切
き

り捨
す

て 

７ 調査書
ちょうさしょ

の記載
き さ い

について 

①① 学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

をを５５ 教教
きょう

科科
か

（（国国
こく

・・数数
すう

・・英英
えい

・・社社
しゃ

・・理理
り

））、、学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

のの得得
とく

点点
てん

とと 調調
ちょう

査査
さ

書書
しょ

点点
てん

のの比比
ひ

率率
りつ

をを「「７７：：３３」」

でで実実
じっ

施施
し

すするる学学
がっ

校校
こう

のの場場
ば

合合
あい
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(1) 학력검사에 의한 입시(제 1차 모집, 제 2 차 모집, 분할 모집)의 조사서 점수에 대하여

〇 학력검사에 의한 입시에서는 평가를 조사서 점수로 점수화합니다.
〇 조사서 점수는 다음 표와 같이 학력검사를 실시하는 교과목의 평가를 1 배, 학력검사를 실시하지

않는 교과목의 평가를 2 배로 하여 산출합니다. 

학력검사 교과목 1 배로 하는 교과목 2 배로 하는 교과목 평가의 만점 

5 과목(국・수・영・사・과)의 경우 국 · 수 · 영 · 사 · 과 
음악 · 미술 · 보건체육 · 

기술가정 
６５점 

3 과목(국・수・영)의 경우 국 · 수 · 영 
사 · 과 · 음악 · 미술 ·
보건체육 · 기술가정

７５점 

(주) ‘평가의 만점’은 각 교과목의 평가가 모두 ‘5’인 경우 

○ 다음 도쿄 하나코 씨의 예로 조사서 점수의 점수화에 대해 설명합니다.

(예) 도쿄 하나코 씨의 각 교과목 평가 

국어 사회 수학 과학 음악 미술 보건체육 기술·가정 
외국어 
(영어) 

５ ４ ３ ３ ３ ４ ５ ３ ５ 

학력검사의 득점과 조사서 점수의 합계점은 1000 점이 되므로, 학력검사의 득점과 조사서 점수의 
비율이 7:3 의 경우 조사서 점수의 만점은 300 점입니다. 

・학력검사를 실시하는 과목(국 · 수 · 영 · 사 · 과)의 평가 합계는 5+3+5+4+3=20 점
・학력검사를 실시하지 않는 과목(음악 · 미술 · 보건체육 · 기술가정)의 평가 합계는

(3+4+5+3)×2=30 점

이들을 더하면 20 점+30 점=50 점이 됩니다. 

그러므로 도쿄 하나코 씨의 조사서 점수는 
300 점×50 점÷65 점(평가의 만점)=230 점이 됩니다. ※소수점 이하가 발생한 경우는 버림 

① 학력검사를 5과목(국・・수・・영・・사・・과), 학력검사의 득점과 조사서 점수의 비율을 7:3 으로
실시하는 학교의 경우

 조사서의 기재 
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学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

と 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

の合
ごう

計
けい

点
てん

は１０００点
てん

になるので、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

と 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

の比
ひ

率
りつ

が

「６：４」の場
ば

合
あい

、 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

の満
まん

点
てん

は４００点
てん

となります。 

・ 学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

する 教
きょう

科
か

（国
こく

・数
すう

・英
えい

）の 評
ひょう

定
てい

の合
ごう

計
けい

は、５＋３＋５＝１３点
てん

 
・ 学

がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

しない 教
きょう

科
か

（社
しゃ

・理
り

・音
おん

・美
び

・保
ほ

体
たい

・技
ぎ

家
か

）の 評
ひょう

定
てい

の合
ごう

計
けい

は、 
（４＋３＋３＋４＋５＋３）××２２＝４４点

てん

 

これらを足
た

すと、１３点
てん

＋４４点
てん

＝５７点
てん

となります。 

このため、東
とう

京
きょう

花
はな

子
こ

さんの 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

は、 
４００点

てん

×５７点
てん

÷７５点
てん

（ 評
ひょう

定
てい

の満
まん

点
てん

）＝３０４点
てん

となります。 
※ 小

しょう

数
すう

点
てん

以
い

下
か

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

は切
き

り捨
す

て 

②② 学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

をを３３ 教教
きょう

科科
か

（（国国
こく

・・数数
すう

・・英英
えい

））、、学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

のの得得
とく

点点
てん

とと 調調
ちょう

査査
さ

書書
しょ

点点
てん

のの比比
ひ

率率
りつ

をを「「６６：：４４」」でで実実
じっ

施施
し

すするる学学
がっ

校校
こう

のの場場
ば

合合
あい

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく 入
にゅう

試
し

（第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

募
ぼ

集
しゅう

）では、上
じょう

記
き

のとおり、評
ひょう

定
てい

を

調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

として点
てん

数
すう

化
か

しますが、エンカレッジスクール（５ページ参
さん

照
しょう

）では、各
かく

教
きょう

科
か

の観
かん

点
てん

別
べつ

学
がく

習
しゅう

状
じょう

況
きょう

の 評
ひょう

価
か

を用
もち

いて 調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

を算
さん

出
しゅつ

します。 
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학력검사의 득점과 조사서 점수의 합계점은 1000 점이 되므로, 학력검사의 득점과 조사서 점수의 
비율이 6:4 의 경우 조사서 점수의 만점은 400 점입니다. 

・학력검사를 실시하는 교과(국・수・영)의 평가 합계는 5+3+5=13 점
・학력검사를 실시하지 않는 교과(사・과・음악・미술・보건체육・기술가정)의 평가 합계는

(4+3+3+4+5+3)×2=44 점

이들을 더하면 13 점+44 점=57 점이 됩니다. 

그러므로 도쿄 하나코 씨의 조사 서점은 
400 점×57 점÷75 점(평가의 만점)=304 점이 됩니다. ※소수점 이하가 발생한 경우는 버림 

학력검사에 의한 입시(제 1 차 모집, 제 2 차 모집, 분할 모집)에서는 위와 같이 평가를 조사서 
점수로서 점수화하지만, 인커리지 스쿨(5 페이지 참조)에서는 각 교과의 관점별 학습상황의 
평가를 이용하여 조사서 점수를 산출합니다. 

② 학력검사를 3 과(국・・수・・영), 학력 검사의 득점과 조사서 점수의 비율을 6:4 로 실시하는
학교의 경우

16
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（２）都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

における中
ちゅう

学
がっ

校
こう

３年
ねん

生
せい

対
たい

象
しょう

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

英
えい

語
ご

スピーキングテスト

（ ）の結
けっ

果
か

活
かつ

用
よう

について

〇 都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

では、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

英
えい

語
ご

スピーキングテスト（ ）（以下
い か

「スピーキングテスト」といいます。）

の結
けっ

果
か

を活
かつ

用
よう

します。

① スピーキングテスト結
けっ

果
か

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

への提
てい

出
しゅつ

について

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

は、スピーキングテスト結
けっ

果
か

として提
てい

供
きょう

を受
う

けた６段
だん

階
かい

の評
ひょう

価
か

を、生
せい

徒
と

の調
ちょう

査
さ

書
しょ

に記
き

載
さい

します。調
ちょう

査
さ

書
しょ

は、

生
せい

徒
と

の志
し

願
がん

先
さき

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

へ提出します。

② スピーキングテスト結
けっ

果
か

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

における活
かつ

用
よう

区
く

分
ぶん

について

スピーキングテスト結
けっ

果
か

は、第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

において活用
かつよう

します。

（エンカレッジスクール、チャレンジスクール、英
えい

語
ご

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

しない学
がっ

校
こう

は対
たい

象
しょう

外
がい

です。）

③ 評
ひょう

価
か

の点
てん

数
すう

化
か

について

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

ではＡからＦまでの６段
だん

階
かい

で提
てい

出
しゅつ

された評
ひょう

価
か

を、次
つぎ

の表
ひょう

のとおり、２０点
てん

満
まん

点
てん

の点
てん

数
すう

として取
と

り扱
あつか

います。

スピーキングテスト結
けっ

果
か

（評
ひょう

価
か

） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

で取
と

り扱
あつか

う点
てん

数
すう

２０点
てん

１６点
てん

１２点
てん

８点
てん

４点
てん

０点
てん

④ 総
そう

合
ごう

得
とく

点
てん

の算
さん

出
しゅつ

について

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

では、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

と調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

の合
ごう

計
けい

（１０００点
てん

満
まん

点
てん

）にスピーキングテスト結
けっ

果
か

の点
てん

数
すう

を加
くわ

え、総
そう

合
ごう

得
とく

点
てん

を算
さん

出
しゅつ

します。

スピーキングテスト受
じゅ

験
けん

から結
けっ

果
か

を都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

へ提
てい

出
しゅつ

するまで

【第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

】

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

７：３

５００点
てん

１００点
てん

×５教
きょう

科
か

６５点
てん

５教
きょう

科
か

×５＋４教
きょう

科
か

×５×２

７００点
てん

（換
かん

算
さん

後
ご

） ＋

スピーキング

テスト結
けっ

果
か

３００点（換
かん

算
さん

後
ご

）

調
ちょう

査
さ

書
しょ

点
てん

↓ ↓
＝＋ ２０点（調

ちょう

査
さ

書
しょ

に記
き

載
さい

） １０２０点
てん

令
れい

和
わ

７年
ねん

１１月
がつ

２３日
にち

（日
にち

）

予
よ

備
び

日
び

１２月
がつ

１４日
にち

（日
にち

）

令
れい

和
わ

８年
ねん

１月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

以
い

降
こう

令和
れいわ

８年
ねん

２月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

スピーキングテスト

個
こ

人
じん

及
およ

び中
ちゅう

学
がっ

校
こう

個
こ

人
じん

レポートの受
うけ

取
とり

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

へ調
ちょう

査
さ

書
しょ

の提
てい

出
しゅつ

スピーキングテスト受
じゅ

験
けん

調
ちょう

査
さ

書
しょ

の「諸
しょ

活
かつ

動
どう

の記
き

録
ろく

」欄
らん

内
ない

に記
き

載
さい

する。

(2) 도립 고교 입시에서 중학교 학년 대상 중학교 영어 스피킹 테스트 의
결과 활용에 대하여

〇 도립 고교 입시에서는 중학교 영어 스피킹 테스트 이하 ‘스피킹 테스트’라고 합니다의 결과를
활용합니다

① 스피킹 테스트 결과의 도립고등학교 제출에 대하여
중학교는 스피킹 테스트 결과로서 제공을 받은 단계의 평가를 학생의 조사서에 기재합니다 조사서는 학생의

지원처인 도립고등학교에 제출됩니다

② 스피킹 테스트 결과에 대한 도립고등학교 입시의 활용 구분에 대하여
스피킹 테스트 결과는 제 차 모집 및 분할 전기 모집에서 활용합니다
인커리지 스쿨 챌린지 스쿨 영어 학력 검사를 실시하지 않는 학교는 대상외입니다

③ 평가의 점수화에 대하여
도립고등학교에서는 부터 까지의 단계로 제출된 평가를 다음 표와 같이 점 만점의 점수로 취급합니다

스피킹 테스트 결과(평가) Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
도립 고교에서 취급하는 점수 ２０점 １６점 １２점 ８점 ４점 ０점

④ 종합 점수의 산출에 대하여
도립고등학교에서는 학력 검사의 점수와 조사서 점수의 합계 점 만점에 스피킹 테스트 결과 점수를 더해

종합 점수를 산출합니다

스피킹 테스트 응시에서 결과를 도립고등학교에 제출할 때까지

【 제 차 모집, 분할 전기 모집 】

학력검사 점수 ７：３
５００점

１００점×５과목

６５점

５과목×５＋４과목×５×２

７００점（ 환산 후 ） ＋

스피킹

테스트 결과

結果

３００점（환산 후）

조사서 점수

↓

산

↓
＝＋ ２０점（조사서에 기재 ） １０２０점

2025년 11월 23일(일)
(예비일) 12월 14일(일)

2026년 1월 중순 이후 2026년 2월 초순

스피킹 테스트
개인 및 중학교
개인 리포트 수령

도립 고교에 조사서
제출

스피킹 테스트 응시

조사서의 ‘각 활동의 기록’ 란에 기재한다.
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⑤⑤ 不不
ふ

受受
じゅ

験験
けん

者者
しゃ

のの扱扱
あつか

いいににつついいてて

スピーキングテスト不
ふ

受
じゅ

験
けん

者
しゃ

については、都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

において不
ふ

利
り

にならないように取
と

り扱
あつか

います。

不
ふ

受
じゅ

験
けん

者
しゃ

とは、次
つぎ

のア又
また

はイに該
がい

当
とう

する者
もの

とします。

ア 東
とう

京
きょう

都
と

の公
こう

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
とう

に在
ざい

籍
せき

する者
もの

のうち、スピーキングテスト実
じっ

施
し

日
び

（予
よ

備
び

日
び

を含
ふく

む。）に、イ

ンフルエンザ等
とう

に罹
り

患
かん

した者
もの

、学
がっ

校
こう

保
ほ

健
けん

安
あん

全
ぜん

法
ほう

第
だい

１９条
じょう

により中
ちゅう

学
がっ

校
こう

長
ちょう

が出
しゅっ

席
せき

停
てい

止
し

の措
そ

置
ち

を行
おこな

った

者
もの

及
およ

び受
じゅ

験
けん

者
しゃ

本
ほん

人
にん

の責
せ

めによらず、やむを得
え

ない理
り

由
ゆう

（病
びょう

気
き

で入
にゅう

院
いん

、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

により負
ふ

傷
しょう

等
とう

）により

受
じゅ

験
けん

することができなかった者
もの

イ スピーキングテスト実
じっ

施
し

日
び

時
じ

点
てん

で、東
とう

京
きょう

都
と

の公
こう

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
とう

に在
ざい

籍
せき

していないため、スピーキングテ

ストを受
じゅ

験
けん

していない者
もの

（私
し

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

在
ざい

籍
せき

者
しゃ

、他
た

県
けん

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

在
ざい

籍
せき

者
しゃ

等
とう

）

不
ふ

受
じゅ

験
けん

者
しゃ

については、「仮
かり

のスピーキングテスト結
けっ

果
か

」を次
つぎ

のとおり算
さん

出
しゅつ

します。

英
えい

語
ご

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

で順
じゅん

位
い

を決
き

め、不
ふ

受
じゅ

験
けん

者
しゃ

と英
えい

語
ご

学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

が

同
おな

じ者
もの

のスピーキングテスト結
けっ

果
か

を「③評
ひょう

価
か

の点
てん

数
すう

化
か

について」に基
もと

づいて

それぞれ点
てん

数
すう

化
か

し、その平
へい

均
きん

値
ち

により、不
ふ

受
じゅ

験
けん

者
しゃ

の「仮
かり

のスピーキングテスト

結
けっ

果
か

」を求
もと

めます。

その際
さい

、平
へい

均
きん

値
ち

が１８点
てん

以
い

上
じょう

はＡ、１４点
てん

以
い

上
じょう

１８点
てん

未
み

満
まん

はＢ、１０点
てん

以
い

上
じょう

１４点
てん

未
み

満
まん

はＣ、６点
てん

以
い

上
じょう

１０点
てん

未
み

満
まん

はＤ、２点
てん

以
い

上
じょう

６点
てん

未
み

満
まん

はＥ、

２点
てん

未
み

満
まん

はＦとします。

右
みぎ

の表
ひょう

では、英
えい

語
ご

の学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

の得
とく

点
てん

が同
おな

じ者
もの

のスピーキングテスト結
けっ

果
か

はＡが３名
めい

、Ｂが５名
めい

、

Ｃが２名
めい

であり、平
へい

均
きん

値
ち

は１６．４点
てん

となるため、不
ふ

受
じゅ

験
けん

者
しゃ

の「仮
かり

のスピーキングテスト結
けっ

果
か

」は

Ｂになります。

不
ふ

験
けん

者
しゃ

の換
かん

算
さん

方
ほう

法
ほう

の詳
しょう

細
さい

はこちら ⇒

 

⑤⑤ 불응시자의 취급에 대하여
스피킹 테스트 불응시자에 대해서는 도립 고교 입시에서 불리하게 되지 않도록 취급합니다

) 불응시자란 다음의 가 또는 나에 해당하는 사람입니다.  
가) 도쿄도의 공립 중학교 등에 재적하는 자 중, 스피킹 테스트 실시일(예비일을 포함함)에 인플루엔좌 등에 
걸린 환자, 학교 보건안전법 제 19 조에 의해 중학교장이 출석 정지의 조치를 취한 자 및 응시자 본인의 
책임이 아닌 부득이한 이유(병으로 인한 입원, 교통 사고로 인한 부상 등)에 의해 응시할 수 없었던 자 
나) 스피킹 테스트 실시일 시점에서 도쿄도의 공립 중학교 등에 재적하고 있지 않아서 스피킹 테스트를 
응시하지 않은 자(사립 중학교 재적자, 타현 중학교 재적자 등) 
불응시자에 대해서는 ‘임시 스피킹 테스트 결과’를 다음과 같이 산출합니다. 
영어 학력검사의 득점으로 순위를 정하고 불응시자와 영어 학력검사의 득점이 같은 
자의 스피킹 테스트 결과를 ‘③ 평가의 점수화에 대하여’에 따라 각각 점수화하고,  
그 평균치에 따라 불응시자의 ‘임시 스피킹 테스트 결과’를 산출합니다. 
그 때, 평균치가 18점 이상은 A, 14점 이상 18점 미만은 B, 10점 이상 14점 미만 
는 C, 6점 이상 10점 미만은 D, 2점 이상 6점 미만은 E, 2점 미만은 F로 합니다. 

      오른쪽 표에서는 영어 학력검사의 득점이 같은 자의 스피킹 테스트 결과는 A가 
3명, B가 5명, C가 2명이고 평균치는 16.4점이 되기 때문에, 불응시자의 ‘임시  
스피킹 테스트 결과’는 B가 됩니다.

불응시자의 환산 방법에 관한 자세한 내용은 이쪽 ⇒ 
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イインンタターーネネッットト

出出
しゅつ

願願
がん

ササイイトトににアアククセセスス
出
しゅつ

願
がん

サイトにアクセスし、ユーザ を取
しゅ

得
とく

します。

顔顔
かお

写写
じゃ

真真
しん

のの登登
とう

録録
ろく 顔

かお

写
じゃ

真
しん

データ（ 形
けい

式
しき

又
また

は 形
けい

式
しき

）を用
よう

意
い

し、出
しゅつ

願
がん

サイトで

顔
かお

写
じゃ

真
しん

を登
とう

録
ろく

します。

志志
し

願願
がん

者者
しゃ

情情
じょう

報報
ほう

のの入入
にゅう

力力
りょく

志
し

願
がん

者
しゃ

氏
し

名
めい

、生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

名
めい

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

名
めい

、現
げん

住
じゅう

所
しょ

等
とう

を入
にゅう

力
りょく

します。

出出
しゅつ

願願
がん

情情
じょう

報報
ほう

のの承承
しょう

認認
にん

（（中中
ちゅう

学学
がっ

校校
こう

がが行行
おこな

うう））

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で出
しゅつ

願
がん

情
じょう

報
ほう

の確
かく

認
にん

を行
おこな

い、必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて修
しゅう

正
せい

します。

内
ない

容
よう

に問
もん

題
だい

がなければ中
ちゅう

学
がっ

校
こう

が承
しょう

認
にん

します。

※都
と

外
がい

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
とう

に在
ざい

学
がく

している場
ば

合
あい

や、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
とう

に在
ざい

学
がく

していない場
ば

合
あい

は、この承
しょう

認
にん

手
て

続
つづき

はありません。

入入
にゅう

学学
がく

考考
こう

査査
さ

料料
りょう

のの支支
し

払払
はら

いい

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

から出
しゅつ

願
がん

の承
しょう

認
にん

を受
う

けたら、入
にゅう

学
がく

考
こう

査
さ

料
りょう

の支
し

払
はら

いの手
て

続
つづ

きができ

るようになります。

クレジットカード、コンビニエンスストア、 による支払
し は ら

い、納付書
のうふしょ

による支払
し は ら

いのいずれかを選択
せんたく

して支払
し は ら

います。

提提
てい

出出
しゅつ

書書
しょ

類類
るい

のの郵郵
ゆう

送送
そう

【都
と

内
ない

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
とう

に在
ざい

学
がく

している場
ば

合
あい

】

出
しゅつ

願
がん

に必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

は在在
ざい

学学
がく

ししてていいるる中中
ちゅう

学学
がっ

校校
こう

から都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

へ、郵
ゆう

送
そう

により

提
てい

出
しゅつ

します。

【都
と

内
ない

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
とう

に在
ざい

学
がく

していない場
ば

合
あい

】

出
しゅつ

願
がん

に必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

は志志
し

願願
がん

者者
しゃ

本本
ほん

人人
にん

（（又又
また

はは保保
ほ

護護
ご

者者
しゃ

））から都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

へ簡
かん

易
い

書
かき

留
とめ

郵
ゆう

便
びん

等
とう

により直直
ちょく

接接
せつ

送送
そう

付
ふ

します。

取取
とり

下下
さ

げげ・・再再
さい

提提
てい

出出
しゅつ

（（必必
ひつ

要要
よう

なな場場
ば

合合
あい

ののみみ））
※志

し

願
がん

を取
と

り下
さ

げた都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

への再
さい

提
てい

出
しゅつ

はできません。

受受
じゅ

検検
けん

票票
ひょう

ののダダウウンンロローードド・・
印印
いん

刷刷
さつ

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

で出
しゅつ

願
がん

書
しょ

類
るい

等
とう

の確
かく

認
にん

を行
おこな

い、書
しょ

類
るい

不
ふ

備
び

等
とう

がなければ受
じゅ

検
けん

票
ひょう

を

ダウンロードできるようになります。

受
じゅ

検
けん

票
ひょう

はご家
か

庭
てい

のプリンターやコンビニエンスストア等
とう

で印
いん

刷
さつ

をして
ください。

令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

都立
と り つ

高校
こうこう

入試
にゅうし

（推薦
すいせん

、第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

・分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

、国際
こくさい

バカロレア（ＩＢ）コース、海外
かいがい

帰国
き こ く

生徒
せ い と

対象
たいしょう

入試
にゅうし

（４月
がつ

入学
にゅうがく

）、在京
ざいきょう

外国人
がいこくじん

生徒
せ い と

等
など

対象
たいしょう

入試
にゅうし

（国際
こくさい

高校
こうこう

）、通信制
つうしんせい

（前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

））に

おいて、インターネットを活用
かつよう

した出願
しゅつがん

（以下
い か

「インターネット出願
しゅつがん

」といいます。）を実施
じ っ し

します。

インターネット出願
しゅつがん

の手続
て つ づ

きの流
なが

れは以下
い か

のとおりです。

８８ 令令和和
れ い わ

８８年年度度
ね ん ど

都都立立
と り つ

高高校校
こうこう

入入試試
にゅうし

イインンタターーネネッットト出出願願
しゅつがん

ににつついいてて  
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 2026 년도 도립 고교 입시 인터넷 출원에 대하여 

 2026 년도 도립 고교 입시(추천, 제 1 차 모집 및 분할 전기 모집, 국제 바칼로레아(IB) 코스, 해외 
귀국학생 대상 입시(4 월 입학), 도쿄 거주 외국인학생 등 대상 입시(국제고교), 통신제(전기 선발))에서 
인터넷을 활용한 원서 제출(이하 ‘인터넷 출원’이라고 합니다)을 실시 합니다. 
인터넷 출원 절차의 흐름은 다음과 같습니다. 

인터넷
출원 사이트 방문 출원 사이트를 방문하여 사용자 를 취득합니다

얼굴 사진 등록 얼굴 사진 데이터 형식 또는 형식 를 준비하고 출원
사이트에서 얼굴 사진을 등록합니다

지원자 정보 입력 지원자 이름 생년월일 중학교 이름 보호자 이름 현 주소 등을
입력합니다

출원 정보 승인 

중학교가 실시

중학교에서 출원 정보를 확인하고 필요에 따라 수정합니다
내용에 문제가 없으면 중학교가 승인합니다
※도외의 중학교 등에 재학하고 있는 경우나 중학교 등에 재학하고 있지
않은 경우는 이 승인 절차는 없습니다

입학전형료 납부
중학교로부터 출원 승인을 받으면 입학전형료를 납부할 수 있게 됩니다
신용카드 편의점 를 통한 납부 또는 납부서를 이용한 납부 중
하나를 선택하여 납부합니다

제출 서류 우편 송부

【도내 중학교 등에 재학 중인 경우】
출원에 필요한 서류는 재학 중인 중학교에서 도립고등학교에 우편으로
제출합니다

【도내 중학교 등에 재학하지 않는 경우】
출원에 필요한 서류는 지원자 본인 또는 보호자 로부터 도립고등학교에
간이등기우편 등으로 직접 송부합니다

취소··재제출
필요한 경우만 ※지원을 취소한 도립고등학교에는 재제출할 수 없습니다

수험표 다운로드 ·· 인쇄
도립고등학교에서 출원 서류 등을 확인하고 서류 미비 등이 없으면
수험표를 다운로드할 수 있게 됩니다
수험표는 가정의 프린터나 편의점 등에서 인쇄를 해 주십시오
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入入
にゅう

試試
し

検
けん

査
さ

日
び

当
とう

日
じつ

は、印
いん

刷
さつ

した受
じゅ

検
けん

票
ひょう

を必
かなら

ず持
じ

参
さん

してください。

合合
ごう

格格
かく

発発
はっ

表表
ぴょう 専

せん

用
よう

の合
ごう

否
ひ

照
しょう

会
かい

サイトで、合
ごう

否
ひ

照
しょう

会
かい

を行
おこな

います。

合
ごう

否
ひ

の照
しょう

会
かい

には、受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

とパスワードが必
ひつ

要
よう

です。

※出
しゅつ

願
がん

に際
さい

し、インターネットに接
せつ

続
ぞく

できる環
かん

境
きょう

（パソコン・スマートフォン・タブレット端
たん

末
まつ

）が必
ひつ

要
よう

 

となります。 

※事
じ

情
じょう

があり、インターネット出
しゅつ

願
がん

を行
おこな

えない方
かた

については、別
べっ

途
と

対
たい

応
おう

をご案
あん

内
ない

します。 

※本
ほん

ページの記
き

載
さい

は、令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

入
にゅう

試
し

の内
ない

容
よう

に基
もと

づくものであり、今
こん

後
ご

変
へん

更
こう

が生
しょう

じる可
か

能
のう

性
せい

があります。 

20

입시 검사일 당일은 인쇄한 수험표를 반드시 지참해 주십시오

합격자 발표 전용 합격 불합격 조회 사이트에서 합격 불합격 조회를 실시합니다
합격 불합격 조회를 위해서는 수험번호와 비밀번호가 필요합니다

※출원 시, 인터넷에 접속할 수 있는 환경(PC, 스마트폰, 태블릿 단말기)이 필요합니다.
※사정이 있어 인터넷 출원을 할 수 없는 사람에 대해서는 별도로 대처 방법을 안내합니다.
※본 페이지의 기재는 2025 년도 입시의 내용에 근거하는 것으로, 향후 변경이 생길 가능성이
있습니다.
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都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

の入
にゅう

試
し

について

Ｑ１ 都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

には様
さま

々
ざま

なタイプの学
がっ

校
こう

があるようですが、各
かく

高
こう

校
こう

の特
とく

色
しょく

を知
し

るにはどうしたらよいですか。

各
かく

学
がっ

校
こう

のホームページの他
ほか

に、都
と

立
りつ

学
がっ

校
こう

魅
み

力
りょく

動
どう

画
が

「まなびゅ～」や、特
とく

設
せつ

サイト「＃だから都
と

立
りつ

高
こう

」

を活
かつ

用
よう

することで、各
かく

高
こう

校
こう

の特
とく

色
しょく

や魅
み

力
りょく

を知
し

ることができます。ぜひ活
かつ

用
よう

してみてください。

※ 詳細
しょうさい

は表紙
ひょうし

裏面
うらめん

の「都立
と り つ

高校
こうこう

魅力
みりょく

発信
はっしん

サイト」のページをご覧
らん

ください。

Ｑ２ 推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

で必
かなら

ず実
じっ

施
し

される、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

について教
おし

えてください。

Ａ２ 個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

では、出
しゅつ

願
がん

の動
どう

機
き

・理
り

由
ゆう

、興
きょう

味
み

・関
かん

心
しん

、高
こう

校
こう

生
せい

活
かつ

に対
たい

する意
い

欲
よく

、適
てき

性
せい

、規
き

範
はん

意
い

識
しき

・生
せい

活
かつ

態
たい

度
ど

や自
じ

己
こ

ＰＲカードの記
き

載
さい

内
ない

容
よう

、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

における様
さま

々
ざま

な活
かつ

動
どう

の 状
じょう

況
きょう

及
およ

び将
しょう

来
らい

の進
しん

路
ろ

希
き

望
ぼう

な

どを確
たし

かめたり、質
しつ

問
もん

の内
ない

容
よう

を的
てき

確
かく

に把
は

握
あく

し適
てき

切
せつ

に応
おう

答
とう

する能
のう

力
りょく

や表
ひょう

現
げん

力
りょく

などを評
ひょう

価
か

したりし

ます。また、これまでの経
けい

験
けん

を今
こん

後
ご

の高
こう

校
こう

生
せい

活
かつ

に生
い

かすことができる力
ちから

があるかなどを確
かく

認
にん

しま

す。

Ｑ３ 推薦
すいせん

入試
にゅうし

の集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

の内
ない

容
よう

を教
おし

えてください。

Ａ３ 集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

では、コミュニケーション能
のう

力
りょく

や協
きょう

調
ちょう

性
せい

、思
し

考
こう

力
りょく

、判
はん

断
だん

力
りょく

、表
ひょう

現
げん

力
りょく

などを評
ひょう

価
か

します。与
あた

えられたテーマについて自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを明確
めいかく

に述
の

べることができるか、複
ふく

数
すう

名
めい

の受
じゅ

検
けん

生
せい

同
どう

士
し

が協
きょう

力
りょく

して一
ひと

つのテーマに関
かん

して議
ぎ

論
ろん

を進
すす

めて結
けつ

論
ろん

を導
みちび

くことができるかなどを確
かく

認
にん

します。

学
がっ

級
きゅう

活
かつ

動
どう

の時
じ

間
かん

に話
はな

し合
あ

いをしたことや、各
かく

教
きょう

科
か

の授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

に皆
みな

で意
い

見
けん

交
こう

換
かん

をしたことがある

と思
おも

います。その経
けい

験
けん

を生
い

かし、「自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の考
かんが

え・意
い

見
けん

をしっかりともつこと」、「相
あい

手
て

の 考
かんが

えを理
り

解
かい

した上
うえ

で、自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを的
てき

確
かく

に相
あい

手
て

に伝
つた

えること」などを意
い

識
しき

して臨
のぞ

んでください。

なお、集
しゅう

団
だん

討
とう

論
ろん

の形
けい

態
たい

には、「面
めん

接
せつ

官
かん

が司
し

会
かい

役
やく

となって議
ぎ

論
ろん

を進
すす

めていく形
かたち

」や「受
じゅ

検
けん

生
せい

だけで

自
じ

主
しゅ

的
てき

に議
ぎ

論
ろん

を進
すす

めていく形
かたち

」があります。どの形
けい

態
たい

で行
おこな

うかは、各
かく

高
こう

校
こう

が決
き

めることになりま

す。

Ｑ４ 文
ぶん

化
か

・スポーツ等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

とはどのような推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

ですか。

Ａ４ 皆
みな

さんが今
いま

までつちかってきた運
うん

動
どう

の技
ぎ

量
りょう

や芸
げい

術
じゅつ

的
てき

な感
かん

性
せい

など優
すぐ

れた能
のう

力
りょく

を評
ひょう

価
か

するととも

に、各
かく

高
こう

校
こう

の個
こ

性
せい

化
か

や特
とく

色
しょく

化
か

を推
すい

進
しん

するための入
にゅう

試
し

です。

令
れい

和
わ

８年
ねん

度
ど

入
にゅう

試
し

で文
ぶん

化
か

・スポーツ等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

を実
じっ

施
し

する高
こう

校
こう

は、自
じ

校
こう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

等
とう

の特
とく

色
しょく

に合
あ

わせて募
ぼ

集
しゅう

する種
しゅ

目
もく

や募
ぼ

集
しゅう

人
にん

数
ずう

、検
けん

査
さ

内
ない

容
よう

を定
さだ

め、１０月
がつ

に発
はっ

表
ぴょう

します。また、選
せん

考
こう

の際
さい

は、個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

又
また

は集
しゅう

団
だん

面
めん

接
せつ

、実
じつ

技
ぎ

検
けん

査
さ

、小
しょう

論
ろん

文
ぶん

又
また

は作
さく

文
ぶん

などの各
かく

点
てん

数
すう

を基
もと

に、各
かく

高
こう

校
こう

で定
さだ

めた各
かく

種
しゅ

目
もく

の

基
き

準
じゅん

に達
たっ

している受
じゅ

検
けん

生
せい

の中
なか

から、合
ごう

格
かく

者
しゃ

を決
けっ

定
てい

します。

令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

入
にゅう

試
し

では、９０校
こう

で実
じっ

施
し

しました。

なお、この特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

と同
どう

時
じ

に、同
どう

一
いつ

校
こう

の一
いっ

般
ぱん

推
すい

薦
せん

にも出
しゅつ

願
がん

することができます。

※文
ぶん

化
か

・スポーツ等
とう

特
とく

別
べつ

推
すい

薦
せん

により高
こう

校
こう

に入
にゅう

学
がく

した場
ば

合
あい

でも、必
かなら

ずしも特
とく

定
てい

の顧
こ

問
もん

からの指
し

導
どう

が受
う

けられるわけではありません。

Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

まなびゅ～動画
ど う が

リンク集
しゅう

はこちら ⇒
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9 도립고등학교 입시에 대하여

Ｑ1 도립고등학교에는 다양한 종류의 학교가 있는 것 같은데 각 고등학교의 특색을 알기 위해서는 어떻게

하면 좋습니까?

A1 각 학교 홈페이지 외에도 도립 학교 매력 PR 동영상 ‘마나뷰~’나 특설 사이트 ‘#그러니까 도립고’를

활용함으로써 각 고등학교의 특색이나 매력을 알 수 있습니다. 꼭 활용해 보시기 바랍니다.

※ 자세한 내용은 표지 뒷면의 ‘도립 고등학교 매력 발신 사이트’ 페이지를

참조하십시오.

Ｑ2 추천 입시에서 반드시 실시되는 개인 면접에 대해 알고 싶어요.

Ａ2 개인 면접에서는 출원의 동기와 이유, 흥미와 관심, 고교 생활에 대한 의욕, 적성, 규범
의식과 생활 태도 및 자기 PR 카드의 기재 내용, 중학교에서 했던 다양한 활동 상황 및
장래의 진로 희망 등을 확인하거나, 질문의 내용을 정확하게 파악하고 적절하게 응답하는
능력이나 표현력 등을 평가하기도 합니다. 또, 지금까지의 경험을 향후 고등학교 생활에 살릴
수 있는 능력이 있는지 등을 확인합니다.

Ｑ3 추천 입시의 단체 토론 내용을 알고 싶어요.

Ａ3 단체 토론에서는 커뮤니케이션 능력과 협동심, 사고력, 판단력, 표현력 등을 평가합니다. 
주어진 주제에 대해 자신의 생각을 명확하게 말할 수 있는지, 여러 명의 수험생들이 협력하여
하나의 테마에 대해 논의를 진행시켜 결론을 이끌 수 있는지 등을 확인합니다.
학급 활동 시간에 토론을 했던 적이나 각 교과의 수업 시간에 모두가 의견 교환을 했던 적이

있을 것입니다. 그 경험을 살려, ‘자신의 생각 및 의견을 제대로 가지는 것’, ‘상대방의 생각을
이해한 다음, 자신의 생각을 정확하게 상대방에게 전하는 것’ 등을 염두에 두고 임해 보세요.
또한, 단체 토론 형식에는 ‘면접관이 사회자 역할을 하여 논의를 진행해 나가는 방식’과

‘수험생들이 자주적으로 논의를 진행해 나가는 방식’이 있습니다. 어느 형식으로 할지는 각
고등학교가 결정하게 됩니다.

Ｑ4 문화·스포츠 등 특별 추천이란 어떤 추천 입시입니까?

Ａ4 여러분이 지금까지 길러온 운동 기량이나 예술적인 감성 등 뛰어난 능력을 평가함과 동시에
각 고등학교의 개성화와 특색화를 추진하기 위한 입시입니다.

2026 년도 입시에서 문화·스포츠 등 특별 추천을 실시하는 고등학교는 자교 교육 활동 등의
특색에 맞추어 모집하는 종목이나 모집 인원수, 검사 내용을 정해서 10 월에 발표합니다. 또, 
전형시에는 개인 면접 또는 단체 면접, 실기 검사, 소논문 또는 작문 등의 각 점수를 기초로 각
고등학교에서 정한 각 종목의 기준에 도달하고 있는 수험생 중에서 합격자를 결정합니다.

2025 년도 입시에서는 90 개교에서 실시되었습니다.
또한, 이 특별 추천과 동시에 동일 학교의 일반 추천에도 출원할 수 있습니다.

※문화・스포츠 등 특별 추천에 의해 고등학교에 입학한 경우에도 반드시 특정 고문으로부터
지도를 받을 수 있는 것은 아닙니다.

Ｑ＆ＡＱ＆Ａ

마나뷰~ 동영상 링크집은 이쪽 ⇒
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ＱＱ５５ 推推
すい

薦薦
せん

入入
にゅう

試試
し

でで合合
ごう

格格
かく

ででききななかかっったた都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

をを、、学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

にに基基
もと

づづくく入入
にゅう

試試
し

でで再再
さい

度度
ど

受受
じゅ

検検
けん

ででききまますすかか。。  

ＡＡ５５ 受受
じゅ

検
けん

できます。ただし、推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

と同
おな

じ学
がっ

校
こう

を受
じゅ

検
けん

しても有
ゆう

利
り

になるということはありません。 
また、他

た

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に出
しゅつ

願
がん

し、受
じゅ

検
けん

することもできます。 
なお、都

と

立
りつ

高
こう

校
こう

ではいずれかの入
にゅう

試
し

（推
すい

薦
せん

、第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

・分
ぶん

割
かつ

前
ぜん

期
き

募
ぼ

集
しゅう

、分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二次
に じ

募集
ぼしゅう

等
とう

）の合格者
ごうかくしゃ

は、それ以降
い こ う

に行
おこな

われる入試
にゅうし

には出願
しゅつがん

できません。  

ＱＱ６６ 国国
こく

際際
さい

高高
こう

校校
こう

にに設設
せっ

置置
ち

さされれてていいるる国国
こく

際際
さい

ババカカロロレレアアココーーススににはは、、どどののよよううなな人人
ひと

がが応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。  
ままたた、、どどののよよううなな検検

けん

査査
さ

をを実実
じっ

施施
し

すするるののでですすかか。。  

ＡＡ６６ 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

する見
み

込
こ

みの方
かた

、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

した方
かた

、海
かい

外
がい

帰
き

国
こく

生
せい

徒
と

及
およ

び在
ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

等
とう

で、

国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

の国
こく

際
さい

バカロレアコースを第
だい

１志
し

望
ぼう

とする生
せい

徒
と

が応
おう

募
ぼ

できます。推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

と同
おな

じ日
ひ

に検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

するので、他
た

の高
こう

校
こう

の推
すい

薦
せん

入
にゅう

試
し

（国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

を含
ふく

む。）に出
しゅつ

願
がん

することはできません。 
英
えい

語
ご

運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

検
けん

査
さ

、数
すう

学
がく

活
かつ

用
よう

能
のう

力
りょく

検
けん

査
さ

、小
しょう

論
ろん

文
ぶん

及
およ

び個
こ

人
じん

面
めん

接
せつ

の検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

します。 
なお、英

えい

語
ご

運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

検
けん

査
さ

以
い

外
がい

の検
けん

査
さ

では、出
しゅつ

願
がん

時
じ

に、検
けん

査
さ

ごとに使
し

用
よう

する言
げん

語
ご

を日
に

本
ほん

語
ご

又
また

は英
えい

語
ご

から選
えら

ぶことができます。どちらを選
えら

んでも、有
ゆう

利
り

・不
ふ

利
り

はありません。

国際
こくさい

バカロレアコースの詳
くわ

しい内容
ないよう

等
とう

については、国際
こくさい

高校
こうこう

に問
と

い合
あ

わせていただくか、 月
がつ

上 旬
じょうじゅん

に発行
はっこう

予定
よ て い

の「令和
れ い わ

年度
ね ん ど

「東京都
とうきょうと

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

募集
ぼしゅう

案内
あんない

」で確認
かくにん

してください。

ＱＱ７７ 学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

問問
もん

題題
だい

をを自自
じ

校校
こう

でで作作
さく

成成
せい

すするる高高
こう

校校
こう

ににつついいてて教教
おし

ええててくくだだささいい。。

ＡＡ７７ 全
ぜん

日
にち

制
せい

高
こう

校
こう

のうち以
い

下
か

の１０校
こう

では、第
だい

一
いち

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

において、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

を自
じ

校
こう

で作
さく

成
せい

しま

す。これらの学
がっ

校
こう

については、自
じ

校
こう

で作
さく

成
せい

した問
もん

題
だい

（国
こく

語
ご

、数
すう

学
がく

、英
えい

語
ご

）と都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

共
きょう

通
つう

問
もん

題
だい

（社
しゃ

会
かい

、理
り

科
か

）で学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

します。  

なお、国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

については、英
えい

語
ご

の学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

のみを自
じ

校
こう

で作
さく

成
せい

しています。 

また、一
いち

部
ぶ

の定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

及
およ

び通信制
つうしんせい

高校
こうこう

でも、自
じ

校
こう

で作
さく

成
せい

した問題
もんだい

により入
にゅう

試
し

を行
おこな

っています。 

ＱＱ８８ 入入
にゅう

学学
がく

願願
がん

書書
しょ

をを提提
てい

出出
しゅつ

ししたた後後
あと

、、志志
し

望望
ぼう

校校
こう

のの変変
へん

更更
こう

ははででききまますすかか。。  

ＡＡ８８ 推薦
すいせん

入試
にゅうし

では、志望校
しぼうこう

を変更
へんこう

することは一切
いっさい

できません。 
学力
がくりょく

検査
け ん さ

に基
もと

づく入試
にゅうし

では、全日制
ぜんにちせい

の都立
と り つ

高校
こうこう

で入学
にゅうがく

願書
がんしょ

の取下
と り さ

げ・再提出
さいていしゅつ

期間
き か ん

に限
かぎ

り、志望校
しぼうこう

の変更
へんこう

（取下
と り さ

げ及
およ

び再提出
さいていしゅつ

）ができます。また、定時制
ていじせい

の都立
と り つ

高校
こうこう

のうち、六本木
ろっぽんぎ

高校
こうこう

、大江戸
お お え ど

高校
こうこう

、

世田谷
せ た が や

泉
いずみ

高校
こうこう

、稔ヶ丘
みのりがおか

高校
こうこう

、桐ヶ丘
きりがおか

高校
こうこう

、小台橋
おだいばし

高校
こうこう

、立川
たちかわ

緑
みどり

高校
こうこう

、一橋
ひとつばし

高校
こうこう

、浅草
あさくさ

高校
こうこう

、荻窪
おぎくぼ

高校
こうこう

、

八王子拓真高校
はちおうじたくしんこうこう

及
およ

び砂川
すながわ

高校
こうこう

の各昼夜間
かくちゅうやかん

定時制
ていじせい

高校
こうこう

においては入学
にゅうがく

願書
がんしょ

の取下
と り さ

げ・再提出
さいていしゅつ

期間
き か ん

に限
かぎ

り、志望校
しぼうこう

の変更
へんこう

ができます。 
なお、その他

た

の定時制
ていじせい

高校
こうこう

の第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

及
およ

び通信制
つうしんせい

高校
こうこう

の選抜
せんばつ

では志望校
しぼうこう

の変更
へんこう

はできません。た

だし、定時制
ていじせい

高校
こうこう

の第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

では志望校
しぼうこう

の変更
へんこう

ができます。 
詳
くわ

しくは、１１月
がつ

上 旬
じょうじゅん

に発行
はっこう

予定
よ て い

の「令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

東京都
とうきょうと

立
たち

高等
こうとう

学校
がっこう

募集
ぼしゅう

案内
あんない

」で確認
かくにん

してください。 

学
がっ

校
こう

名
めい

作
さく

成
せい

方
ほう

法
ほう

日
ひ

比
び

谷
や

高
こう

校
こう

、戸
と

山
やま

高
こう

校
こう

、青
あお

山
やま

高
こう

校
こう

、西
にし

高
こう

校
こう

、八
はち

王
おう

子
じ

東
ひがし

高
こう

校
こう

、

立
たち

川
かわ

高
こう

校
こう

、国
くに

立
たち

高
こう

校
こう

、新
しん

宿
じゅく

高
こう

校
こう

、墨
すみ

田
だ

川
がわ

高
こう

校
こう

、国
こく

分
ぶん

寺
じ

高
こう

校
こう

国
こく

語
ご

、数
すう

学
がく

、英
えい

語
ご

の学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

をそれぞれの高
こう

校
こう

（自
じ

校
こう

）で作
さく

成
せい
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Ｑ5 추천 입시로 합격하지 못했던 도립고등학교를 학력검사에 의한 입시로 다시 수험할 수 있습니까?  
  
Ａ5 수험할 수 있습니다. 다만, 추천 입시와 같은 학교를 수험해도 유리한 점은 없습니다.  

또 다른 도립고등학교에 출원하여 수험할 수도 있습니다. 
또한, 도립고등학교에서는 어느 한 입시(추천, 제 1 차 모집 및 분할 전기 모집, 분할 후기 

모집 및 제 2 차 모집)의 합격자는 그 이후에 이루어지는 입시에 출원할 수 없습니다. 
  
  
Ｑ6 국제고등학교에 설치된 국제 바칼로레아 코스에는 어떤 사람이 지원할 수 있습니까? 

또 어떤 검사를 실시합니까?  
  
Ａ6 중학교를 졸업할 예정인 사람, 중학교를 졸업한 사람, 해외 귀국학생 및 도쿄 거주 외국인 

학생으로, 고쿠사이 고등학교의 국제 바칼로레아 코스를 제 1 지망으로 하는 학생이 응모할 수 
있습니다. 추천 입시와 같은 날에 검사를 실시하므로 다른 고등학교의 추천 입시(국제고등학교 
포함)에 출원할 수 없습니다. 
영어 운용 능력 검사, 수학 활용 능력 검사, 소논문 및 개인 면접 검사를 실시합니다. 
또한, 영어 운용 능력 검사 이외의 검사에서는 출원시에 검사마다 사용하는 언어를 일본어 

또는 영어로부터 선택할 수 있습니다. 어느 쪽을 선택해도 유·불리는 없습니다. 
국제 바칼로레아 코스의 자세한 내용은 국제고등학교에 문의하시거나 11 월 초순에 발행 

예정인 「2026 년도 도쿄도립고등학교 모집 안내」에서 확인하시기 바랍니다.

Ｑ7 학력검사 문제를 자교에서 작성하는 고등학교에 대해 알고 싶습니다. 

Ａ7  전일제 고등학교 중 다음 10 개교에서는 제 1 차 모집에서 학력검사 문제를 자교에서 
자체적으로 작성합니다. 이러한 학교에 대해서는 자교에서 작성한 문제(국어, 수학, 영어)와 
도립 고교 공통 문제(사회, 과학)로 학력검사를 실시합니다.  

 

또한, 국제고등학교에서는 영어 학력검사 문제만을 자교에서 작성하고 있습니다. 
또, 일부 정시제 고등학교 및 통신제 고등학교에서도 자교에서 작성한 문제로 입시를 

실시하고 있습니다. 
 

  
Ｑ8 입학원서를 제출한 후, 지원 학교의 변경은 가능합니까? 
 
Ａ8   추천 입시의 경우 지원 학교 변경은 일체 할 수 없습니다. 

학력검사에 의한 입시에서는 전일제의 도립고등학교에서 입학원서의 취소 및 재제출 기간에 한해 
지망 학교의 변경(취소 및 재제출)을 할 수 있습니다. 또, 정시제 도립고등학교 중, 롯폰기 고교, 
오에도 고교, 세타가야이즈미 고교, 미노리가오카 고교, 기리가오카 고교, 오다이바시 고교,  
다치카와미도리 고교, 히토쓰바시 고교, 아사쿠사 고교, 오기쿠보 고교, 하치오지타쿠신 고교 및 
스나가와 고교의 각 주야간 정시제 고등학교에서는 입학원서의 취소 및 재제출 기간에 한해 지원 
학교의 변경이 가능합니다. 
또한, 그 외의 정시제 고등학교의 제 1 차 모집 및 통신제 고등학교의 선발에서는 지원  

학교의 변경은 할 수 없습니다. 단, 정시제 고등학교의 제 2 차 모집에서는 지원 학교의 변경을 할 
수 있습니다. 
자세한 내용은 11 월 초순에 발행 예정인 「2026 년도 도쿄도립고등학교 모집 안내」를 참조해 

주십시오. 
  

학교명 작성 방법

히비야 고등학교 도야마 고등학교 아오야마 고등학교
니시 고등학교 하치오지히가시 고등학교
다치카와 고등학교 구니타치 고등학교 신주쿠 고등학교
스미다가와 고등학교 고쿠분지 고등학교

국어 수학 영어의 학력검사
문제를 각각의
고등학교 자교 에서 작성
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ＱＱ９９ 入入学学
にゅうがく

願願書書
がんしょ

ははどどののよよううにに入入手手
にゅうしゅ

すするるののでですすかか。。  

ＡＡ９９ 「推薦
すいせん

に基
もと

づく入試
にゅうし

」及
およ

び「学力
がくりょく

検査
け ん さ

に基
もと

づく入試
にゅうし

（第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

・分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

）」、「国際
こくさい

バカ

ロレア（ＩＢ）コース」、「海外
かいがい

帰国
き こ く

生徒対象
せいとたいしょう

入試
にゅうし

」、「在京
ざいきょう

外国人
がいこくじん

生徒
せ い と

等
とう

対象
たいしょう

の入試
にゅうし

（国際
こくさい

高校
こうこう

）」、

及
およ

び「通信制
つうしんせい

（前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

）」では、原則
げんそく

としてインターネットを通
つう

じて出願
しゅつがん

を行
おこな

うため、紙
かみ

の入学
にゅうがく

願書
がんしょ

は必要
ひつよう

ありません。「学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

に基
もと

づく入
にゅう

試
し

（分
ぶん

割
かつ

後
こう

期
き

募
ぼ

集
しゅう

・第
だい

二
に

次
じ

募
ぼ

集
しゅう

）」用
よう

の入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

は、都
と

内
ない

公
こう

立
りつ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

している方
かた

には在
ざい

学
がく

する中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で配
はい

布
ふ

します。それ以
い

外
がい

の方
かた

には東
とう

京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

センター（郵
ゆう

送
そう

対
たい

応
おう

可
か

）、各
かく

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

、都
と

庁
ちょう

内
ない

にある都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

相
そう

談
だん

コーナー

で配
はい

布
ふ

します。入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

の配
はい

布
ふ

時
じ

期
き

は、１２月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

ごろからとなります。やむを得
え

ない事
じ

情
じょう

に

より、インターネット出
しゅつ

願
がん

を行
おこな

えず、紙
かみ

の入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

を使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

も同
どう

様
よう

です。ただし、「国際
こくさい

バカロレア（ＩＢ）コース」、「海外
かいがい

帰国
き こ く

生徒
せ い と

対象
たいしょう

の入試
にゅうし

」、「在京
ざいきょう

外国人
がいこくじん

生徒
せ い と

等
とう

対象
たいしょう

の入試
にゅうし

（国際
こくさい

高校
こうこう

）」、「通信制
つうしんせい

（前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

）」について、やむを得
え

ない事情
じじょう

によりインターネット出願
しゅつがん

を行
おこな

えず、

紙
かみ

の入学
にゅうがく

願書
がんしょ

を使用
し よ う

する場合
ば あ い

は、都立
と り つ

高校
こうこう

共通
きょうつう

の入学
にゅうがく

願書
がんしょ

ではなく、独自
ど く じ

様式
ようしき

の入学
にゅうがく

願書
がんしょ

を用
もち

いますので、各高校
かくこうこう

へお問
と

い合
あ

わせください。 
なお、以

い

下
か

に記
き

載
さい

のある高
こう

校
こう

を受
じゅ

検
けん

する場
ば

合
あい

は、各
かく

校
こう

独
どく

自
じ

の入学
にゅうがく

願書
がんしょ

となりますので、各
かく

高
こう

校
こう

に 
問
と

い合
あ

わせてください。 
○ 次

つぎ

の昼
ちゅう

夜
や

間
かん

定
てい

時
じ

制
せい

高
こう

校
こう

※ 
一
ひとつ

橋
ばし

高
こう

校
こう

、新
しん

宿
じゅく

山
やま

吹
ぶき

高
こう

校
こう

、荻
おぎ

窪
くぼ

高
こう

校
こう

 
＊八

はち

王
おう

子
じ

拓
たく

真
しん

高
こう

校
こう

、砂
すな

川
がわ

高
こう

校
こう

及
およ

び浅
あさ

草
くさ

高
こう

校
こう

は都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

共
きょう

通
つう

の入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

を使
し

用
よう

しますが、記
き

入
にゅう

の仕
し

方
かた

については 
直
ちょく

接
せつ

各
かく

学
がっ

校
こう

に問
と

い合
あ

わせてください。 

○ チャレンジスクール ※

六
ろっ

本
ぽん

木
ぎ

高
こう

校
こう

、大
おお

江
え

戸
ど

高
こう

校
こう

、世
せ

田
た

谷
がや

泉
いずみ

高
こう

校
こう

、稔
みのり

ヶ
が

丘
おか

高
こう

校
こう

、桐
きり

ヶ
が

丘
おか

高
こう

校
こう

、小
お

台
だい

橋
ばし

高
こう

校
こう

、立川
たちかわ

緑
みどり

高校
こうこう

 

○ 通
つう

信
しん

制
せい

課
か

程
てい

の高校
こうこう

 
一
ひとつ

橋
ばし

高
こう

校
こう

、新
しん

宿
じゅく

山
やま

吹
ぶき

高
こう

校
こう

、砂
すな

川
がわ

高
こう

校
こう

 
○ 引

ひき

揚
あげ

生
せい

徒
と

対
たい

象
しょう

の高
こう

校
こう

深
ふか

川
がわ

高
こう

校
こう

、光
ひかり

丘
がおか

高
こう

校
こう

、富
ふ

士
じ

森
もり

高
こう

校
こう

 
○ 在

ざい

京
きょう

外
がい

国
こく

人
じん

生
せい

徒
と

等
とう

対
たい

象
しょう

の高
こう

校
こう

竹
たけの

台
だい

高
こう

校
こう

、田
た

柄
がら

高
こう

校
こう

、 南
みなみ

葛
かつ

飾
しか

高
こう

校
こう

、府
ふ

中
ちゅう

西
にし

高
こう

校
こう

、飛
あす

鳥
か

高
こう

校
こう

、六
ろく

郷
ごう

工
こう

科
か

高
こう

校
こう

、杉
すぎ

並
なみ

総
そう

合
ごう

高
こう

校
こう

、 
一橋
ひとつばし

高校
こうこう

、浅草
あさくさ

高校
こうこう

、荻窪
おぎくぼ

高校
こうこう

、砂川
すながわ

高校
こうこう

 

※ 「学力
がくりょく

検査
け ん さ

に基
もと

づく入試
にゅうし

（第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

・分割
ぶんかつ

前期
ぜ ん き

募集
ぼしゅう

）」及
およ

び通信制
つうしんせい

課程
か て い

（前期
ぜ ん き

選抜
せんばつ

）」を受検
じゅけん

する場合
ば あ い

には、インターネット 

出願
しゅつがん

を行
おこな

い、「学力
がくりょく

検査
け ん さ

に基
もと

づく入試
にゅうし

（分割
ぶんかつ

後期
こ う き

募集
ぼしゅう

・第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

）」及
およ

び「通信制
つうしんせい

課程
か て い

（後期
こ う き

選抜
せんばつ

）」を受検
じゅけん

する場合
ば あ い

には、 

各
かく

校
こう

独自
ど く じ

の入学
にゅうがく

願書
がんしょ

を使用
し よ う

します。 

ＱＱ１１００ 学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

のの実実
じっ

施施
し

日日
び

直直
ちょく

前前
ぜん

にに急急
きゅう

ににけけががををししたたりり病病
びょう

気気
き

ににななっったたりりししたた場場
ば

合合
あい

はは、、どどののよよううなな手手
て

続続
つづ

ききををととれればば

よよいいののででししょょううかか。。

ＡＡ１１００ まず、体
たい

調
ちょう

面
めん

で受
じゅ

検
けん

することが可
か

能
のう

か、医
い

師
し

や中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

に相
そう

談
だん

してください。

受
じゅ

検
けん

ができるようであり、特
とく

別
べつ

な措
そ

置
ち

が必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

は、在
ざい

学
がく

する中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を通
とお

して出
しゅつ

願
がん

した高
こう

校
こう

に相
そう

談
だん

し、「事
じ

故
こ

や病
びょう

気
き

等
とう

による学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

等
とう

実
じっ

施
し

上
じょう

の配慮
はいりょ

申
しん

請
せい

書
しょ

」等
とう

により、必
ひつ

要
よう

な手
て

続
つづ

きを

行
おこな

ってください（都
と

内
ない

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に在
ざい

学
がく

していない場
ば

合
あい

は、配慮
はいりょ

申
しん

請
せい

のための手
て

続
つづ

き等
とう

について、

直
ちょく

接
せつ

、出
しゅつ

願
がん

した高
こう

校
こう

に相
そう

談
だん

してください。）。
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Ｑ9 입학원서는 어떻게 입수합니까? 
  
Ａ9 ‘추천에 의한 입시’ 및 ‘학력검사에 의한 입시(제 1 차 모집 및 분할 전기 모집)’, ‘국제 

바칼로레아(IB) 코스’, ‘해외 귀국학생 대상 입시’, ‘도쿄 거주 외국인학생 등 대상 
입시(국제고등학교)’, 및 ‘통신제(전기 선발)’에서는 원칙적으로 인터넷을 통해서 출원을 
실시하기 때문에 종이 입학원서는 필요 없습니다. ‘학력검사에 의한 입시(분할 후기 모집 및 
제 2 차 모집)’용 입학원서는 도내 공립 중학교에 재학하고 있는 사람에게는 재학 중인 
중학교에서 배포합니다. 그 외의 사람에게는 도쿄도 교육상담센터(우송 대응 가능), 각 
도립고등학교, 도청 내에 있는 도립고등학교 입시상담코너에서 배포합니다. 입학원서의 배포 
시기는 12 월 초순경부터입니다. 부득이한 사정으로 인터넷 출원을 실시할 수 없고 종이 
입학원서를 사용하는 경우도 마찬가지입니다. 다만, ‘국제 바칼로레아(IB) 코스’, ‘해외 귀국학생 
대상 입시’, ‘도쿄 거주 외국인학생 대상 입시(국제고등학교)’, ‘통신제(전기 선발)’에 대해서 
부득이한 사정으로 인터넷 출원을 실시할 수 없고 종이 입학원서를 사용하는 경우는 
도립고등학교 공통 입학원서가 아니고 독자적인 양식의 입학원서를 사용하므로 각 고등학교에 
문의하십시오. 
또한, 이하에 기재된 고등학교를 수험하는 경우는 각 학교의 독자적인 입학원서를 사용하게 

되기 때문에 각 고등학교에 문의하십시오. 
○ 다음 주야간 정시제 고등학교 ※ 

히토쓰바시 고교, 신주쿠야마부키 고교, 오기쿠보 고교 
    ＊ 하치오지타쿠신 고교, 스나가와 고교 및 아사쿠사 고교는 도립고등학교 공통 입학원서를 사용하지만 기입 방법에 대해서는 

직접 각 학교에 문의해 주십시오. 

  ○ 챌린지 스쿨 ※ 
롯폰기 고교, 오에도 고교, 세타가야이즈미 고교, 미노리가오카 고교, 기리가오카 고교,  
오다이바시 고교, 다치카와미도리 고교 

○ 통신제 과정(후기 선발)의 고등학교 
히토쓰바시 고교, 신주쿠야마부키 고교, 스나가와 고교 

○ 귀환 학생 대상의 고등학교 
후카가와 고교, 히카리가오카 고교, 후지모리 고교 

○ 도쿄 거주 외국인학생 대상의 고등학교 
다케다이 고교, 다가라 고교, 미나미카쓰시카 고교, 후추니시 고교, 아스카 고교, 로쿠고 공과고교, 
스기나미 종합고교, 히토쓰바시 고교, 아사쿠사 고교, 오기쿠보 고교, 스나가와 고교 

  
※  ‘학력검사에 의한 입시(제 1 차 모집 및 분할 전기 모집)’ 및 ‘통신제 과정(전기 선발)’을 수험하는 경우에는 인터넷 

출원을 실시하고 ‘학력검사에 의한 입시(분할 후기 모집 및 제 2 차 모집)’ 및 ‘통신제 과정(후기 선발)’을 수험하는 

경우에는 각 학교의 독자적인 입학원서를 사용합니다. 

  

Ｑ10 학력검사 실시일 직전에 갑자기 부상을 입거나 병에 걸린 경우는 어떤 절차를 취해야 합니까? 

Ａ10 우선, 건강 상태가 수험할 수 있는 상황인지, 의사나 중학교 선생님, 보호자와 상의해 
주십시오. 
수험할 수 있으며 특별한 조치가 필요한 경우는 재학하는 중학교를 통해서 출원한 

고등학교에 상담하여 ‘사고나 병 등에 의한 학력검사 등 실시상의 조치 신청서’ 등을 통해 
필요한 수속을 하십시오. (도내 중학교에 재학하고 있지 않는 경우는 조치 신청을 위한 수속 
등에 대해서 직접 출원한 고등학교에 상담해 주십시오) 
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ＱＱ１１１１ 都都内内
と な い

在在住住
ざいじゅう

でで都都外外
と が い

のの中中学学校校
ちゅうがっこう

にに通通
かよ

っってていいまますすがが、、全全日日制制
ぜんにちせい

のの都都立立
と り つ

高高校校
こうこう

にに応応募募
お う ぼ

ででききまますすかか。。  

ＡＡ１１１１ 保護者
ほ ご し ゃ

が父母
ふ ぼ

である場合
ば あ い

は、都内
と な い

で父母
ふ ぼ

と同居
どうきょ

していれば応募
お う ぼ

することができます。

父母
ふ ぼ

のどちらか一方
いっぽう

が志願者
しがんしゃ

と同居
どうきょ

できない場合
ば あ い

は、その理由
り ゆ う

が、介護
か い ご

や病気
びょうき

療養
りょうよう

等
とう

の

特別
とくべつ

な事情
じじょう

（Ａ１５の※２参照
さんしょう

）に該当
がいとう

する場合
ば あ い

は、応募
お う ぼ

することができます。また、

志願者
しがんしゃ

と保護者
ほ ご し ゃ

がやむを得
え

ず別
べっ

居中
きょちゅう

であると、志願者
しがんしゃ

の在学
ざいがく

する中学校
ちゅうがっこう

の校長
こうちょう

が認
みと

める

場合
ば あ い

は、具申書
ぐしんしょ

を提
てい

出
しゅつ

することにより特別
とくべつ

の事情
じじょう

がなくても応募
お う ぼ

することができます。 

ＱＱ１１２２ 中中
ちゅう

学学
がっ

校校
こう

をを卒卒
そつ

業業
ぎょう

後後
ご

、、都都
と

外外
がい

へへ引引
ひ

っっ越越
こ

すすここととがが決決
き

ままっってていいまますすがが、、全全
ぜん

日日
にち

制制
せい

のの都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

にに応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。

ＡＡ１１２２ 応応
おう

募
ぼ

することはできません。 
全
ぜん

日
にち

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

への応
おう

募
ぼ

は、都
と

内
ない

に保
ほ

護
ご

者
しゃ

（Ａ１５の※１参
さん

照
しょう

）と同
どう

居
きょ

し、 入
にゅう

学
がく

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き都
と

内
ない

から通
つう

学
がく

することが確
かく

実
じつ

であることが条
じょう

件
けん

です。 
中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、都
と

外
がい

へ引
ひ

っ越
こ

すことが決
き

まっていて公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

の受
じゅ

検
けん

を希
き

望
ぼう

する場
ば

合
あい

は、引
ひ

っ

越
こ

し先
さき

の道
どう

府
ふ

県
けん

の公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

することになります。 
なお、定

てい

時
じ

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

へは、志
し

願
がん

者
しゃ

が都
と

内
ない

に住
じゅう

所
しょ

又
また

は勤
きん

務
む

先
さき

があれば応
おう

募
ぼ

することができます。 

ＱＱ１１３３ 現現
げん

在在
ざい

、、一一
いっ

家家
か

でで都都
と

外外
がい

にに住住
す

んんででおおりり、、母母
はは

ととととももにに都都
と

内内
ない

にに転転
てん

入入
にゅう

（（父父
ちち

はは単単
たん

身身
しん

赴赴
ふ

任任
にん

でで別別
べっ

居居
きょ

（（都都
と

外外
がい

））））すするる予予
よ

定定
てい

でですすがが、、全全
ぜん

日日
にち

制制
せい

のの都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

にに応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。

ＡＡ１１３３ Ａ１５の「特
とく

別
べつ

の事
じ

情
じょう

（Ａ１５の※２参
さん

照
しょう

）」に該
がい

当
とう

しない場
ば

合
あい

には、保
ほ

護
ご

者
しゃ

（Ａ１５の※１参
さん

照
しょう

）と都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

しなければ、全
ぜん

日
にち

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

することはできません。 
なお、都

と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

する場
ば

合
あい

には、出
しゅつ

願
がん

時
じ

に、転
てん

居
きょ

前
まえ

の道
どう

府
ふ

県
けん

の公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

を志
し

願
がん

しないことを

証
しょう

明
めい

する書
しょ

類
るい

・転
てん

居
きょ

を証
しょう

明
めい

する書
しょ

類
るい

などの提
てい

出
しゅつ

が必
ひつ

要
よう

です。 
また、定

てい

時
じ

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

へは、志
し

願
がん

者
しゃ

が都
と

内
ない

に住
じゅう

所
しょ

又
また

は勤
きん

務
む

先
さき

があれば、応
おう

募
ぼ

することができます。

ＱＱ１１４４ 現現
げん

在在
ざい

海海
かい

外外
がい

にに住住
す

んんででいいまますすがが、、全全
ぜん

日日
にち

制制
せい

のの都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

にに応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。

ＡＡ１１４４ 日日
に

本本
ほん

人
じん

学
がっ

校
こう

（在
ざい

外
がい

教
きょう

育
いく

施
し

設
せつ

）や現
げん

地
ち

の学
がっ

校
こう

などにおいて、学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

における９年
ねん

の課
か

程
てい

を 修
しゅう

了
りょう

する見
み

込
こ

み又
また

は修
しゅう

了
りょう

した生
せい

徒
と

については、入
にゅう

学
がく

日
び

までに保
ほ

護
ご

者
しゃ

（Ａ１５の※１参
さん

照
しょう

）と都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

することが確
かく

実
じつ

な場
ば

合
あい

には、どの都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

にも応
おう

募
ぼ

することができます。 
また、三

み

田
た

高
こう

校
こう

、竹
たけ

早
はや

高
こう

校
こう

、日
ひ

野
の

台
だい

高
こう

校
こう

及
およ

び国
こく

際
さい

高
こう

校
こう

では、一
いっ

定
てい

の応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

のもと、海
かい

外
がい

帰
き

国
こく

生
せい

徒
と

等
とう

対
たい

象
しょう

の入
にゅう

試
し

（４月
がつ

入
にゅう

学
がく

・９月
がつ

入
にゅう

学
がく

）を実
じっ

施
し

しています。 
詳
くわ

しくは各
かく

高
こう

校
こう

又
また

は裏
うら

表
びょう

紙
し

に記
き

載
さい

してある都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

相
そう

談
だん

コーナーに問
と

い合
あ

わせてください。
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Ｑ11 도내에 거주하고 도외의 중학교에 다니는 경우, 전일제 도립고등학교에 지원할 수 있습니까? 
 
Ａ11 보호자가 부모인 경우는 도내에서 부모와 동거하고 있으면 지원할 수 있습니다. 부모의 

어느 한쪽이 지원자와 동거할 수 없는 경우는 그 이유가 개호나 질병 요양 등의 특별한 
사정(A15 의 ※ 2 참조)에 해당되는 경우는 지원할 수 있습니다. 또, 지원자가 재학하는 
중학교의 교장이 지원자와 보호자가 부득이하게 별거중이라고 인정하는 경우는 구신서를 
제출함으로써 특별한 사정이 없어도 지원할 수 있습니다. 

Ｑ12 중학교를 졸업 후 도외로 이사하는 것이 정해져 있는데 전일제의 도립고등학교에 지원할 수
있습니까?

Ａ12  지원할 수 없습니다. 
       전일제의 도립고등학교에 대한 지원은 도내에 보호자(A15 의 ※1 참조)와 동거하여 입학 

후에도 계속 도내에서 통학하는 것이 확실한 것이 조건입니다. 
  중학교를 졸업한 후 도외로 이사하는 것이 결정되어 있어서 공립 고등학교의 수험을 
희망하는 경우는 이사 후의 도부현의 공립 고등학교에 지원하게 됩니다. 
  또한, 정시제의 도립고등학교에는 지원자가 도내에 주소 또는 근무처가 있으면 지원할 수 
있습니다. 

Ｑ13 현재 가족 모두가 도외에 살고 있고 어머니와 함께 도내에 전입(아버지는 단신 부임으로 
별거(도외))할 예정인데, 전일제의 도립고등학교에 지원할 수 있습니까? 

Ａ13 A15 의 ‘특별한 사정(A15 의 ※2 참조)’에 해당되지 않는 경우에는 보호자(A15 의 ※1 참조)와 
도내에 전입하지 않으면 전일제의 도립고등학교에 지원할 수 없습니다. 
또한, 도립 고교에 지원하는 경우에는 출원시에 이사하기 전의 도부현의 공립고교를 

지원하지 않는 것을 증명하는 서류 및 전입을 증명하는 서류 등의 제출이 필요합니다. 
또, 정시제의 도립고등학교에는 지원자가 도내에 주소 또는 근무처가 있으면 지원할 수 

있습니다. 

Ｑ14 현재 해외에 살고 있는데, 전일제의 도립고등학교에 지원할 수 있습니까? 

Ａ14 일본인학교(재외교육시설)나 현지의 학교 등에서 학교교육에서의 9 년의 과정을 수료할 예정 
또는 수료한 학생에 대해서는 입학일까지 보호자(A15 의 ※1 참조)와 도내에 전입하는 것이 
확실한 경우에는 어느 도립고등학교에도 지원할 수 있습니다. 
또, 미타 고등학교, 다케하야 고등학교, 히노다이 고등학교 및 국제고등학교에서는 일정한 

지원 자격 하에서 해외 귀국학생 등 대상의 입시(4월 입학 및 9월 입학)를 실시하고 있습니다. 
자세한 내용은 각 고교 또는 뒷표지에 기재되어 있는 도립 고교 입시 상담 코너에 문의해 

주십시오. 
 

  

- 24 - - 24 -



Ｑ１５ 現
げん

在
ざい

都
と

外
がい

に住
す

んでいますが、全
ぜん

日
にち

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

できますか。

Ａ１５ 入
にゅう

学
がく

日
び

までに保
ほ

護
ご

者
しゃ

（※１）と都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

することが確
かく

実
じつ

な場
ば

合
あい

には、どの都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

にも応
おう

募
ぼ

する

ことができます。ただし、一
いち

時
じ

的
てき

に都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

することがあっても、入
にゅう

学
がく

後
ご

再
ふたた

び都
と

外
がい

に、志
し

願
がん

者
しゃ

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

又
また

は志
し

願
がん

者
しゃ

と保
ほ

護
ご

者
しゃ

が転
てん

居
きょ

する予
よ

定
てい

のある場
ば

合
あい

には、応
おう

募
ぼ

することはできません。

また、保
ほ

護
ご

者
しゃ

が父
ふ

母
ぼ

である場
ば

合
あい

であって、特
とく

別
べつ

の事
じ

情
じょう

（※２）により父母
ふ ぼ

のどちらか一
いっ

方
ぽう

が都
と

内
ない

に

転
てん

居
きょ

できない場
ば

合
あい

は、その理
り

由
ゆう

を明
めい

記
き

するとともに必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

を提
てい

出
しゅつ

して審
しん

査
さ

を受
う

けた上
うえ

で、応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

を認
みと

められることがあります。どのような場
ば

合
あい

でも認
みと

められるということではありません。

応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

や必
ひつ

要
よう

な手
て

続
つづき

の詳
しょう

細
さい

については、裏
うら

表
びょう

紙
し

に記
き

載
さい

してある都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

相
そう

談
だん

コーナー

に問
と

い合
あ

わせてください。

※１ 保
ほ

護
ご

者
しゃ

とは、本
ほん

人
にん

に対
たい

し親
しん

権
けん

を行
おこな

う者
もの

であって、原
げん

則
そく

として父
ふ

母
ぼ

のことを言
い

います。

※２ 特
とく

別
べつ

の事
じ

情
じょう

の考
かんが

え方
かた

「特
とく

別
べつ

の事
じ

情
じょう

」とは、次
つぎ

の ～ のいずれかに該
がい

当
とう

する場
ば

合
あい

です。

父母
ふ ぼ

のどちらか一方
いっぽう

の都内
と な い

に転入
てんにゅう

することができない理由
り ゆ う

が、介護
か い ご

、病気
びょうき

療養
りょうよう

（又
また

は出産
しゅっさん

）の

ためであり、志
し

願
がん

者
しゃ

にとって、都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

（在
ざい

住
じゅう

）する一
いっ

方
ぽう

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

した方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

けられる場
ば

合
あい

※病
びょう

気
き

療
りょう

養
よう

については、志
し

願
がん

者
しゃ

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

又
また

は志
し

願
がん

者
しゃ

の兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

が病
びょう

気
き

療
りょう

養
よう

中
ちゅう

である場
ば

合
あい

を対
たい

象
しょう

とし

ます。

父
ふ

母
ぼ

のどちらか一
いっ

方
ぽう

の都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

する理
り

由
ゆう

が、介
かい

護
ご

のためであり、志
し

願
がん

者
しゃ

にとって、都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

する一
いっ

方
ぽう

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

した方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

けられる場
ば

合
あい

※介
かい

護
ご

については、志
し

願
がん

者
しゃ

の２親
しん

等
とう

内
ない

の親
しん

族
ぞく

が、要
よう

介
かい

護
ご

２、３、４、５である場
ば

合
あい

を対
たい

象
しょう

とします。

要
よう

介
かい

護
ご

１、要
よう

支
し

援
えん

１、２である場
ば

合
あい

、対
たい

象
しょう

とはなりません。

父母
ふ ぼ

のどちらか一方
いっぽう

が都内
とない

に志願者
しがんしゃ

と同居
どうきょ

できない理由
りゆう

が、父
ちち

と母
はは

が離婚
りこん

調 停 中
ちょうていちゅう

のためであり、志願者
しがんしゃ

にとって、都内
とない

に転入
てんにゅう

（在住
ざいじゅう

）する一方
いっぽう

の保護者
ほ ご し ゃ

と同居
どうきょ

した方
ほう

が身上
しんじょう

監護
かんご

を受
う

けられる場合
ばあい

日本
に ほ ん

国籍
こくせき

を有
ゆう

する志願者
しがんしゃ

の父母
ふ ぼ

のどちらか一方
いっぽう

が都内
と な い

に志願者
しがんしゃ

と同居
どうきょ

できない理由
り ゆ う

が、海外
かいがい

勤務
き ん む

の継続
けいぞく

のためであり、志
し

願
がん

者
しゃ

にとって、海
かい

外
がい

から都
と

内
ない

に転
てん

入
にゅう

又
また

は都
と

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

する一
いっ

方
ぽう

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

した方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

けられる場
ば

合
あい

。ただし、父
ふ

母
ぼ

の両
りょう

方
ほう

が帰
き

国
こく

できない場
ば

合
あい

は、保
ほ

護
ご

者
しゃ

に代
か

わる都
と

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の身
み

元
もと

引
ひき

受
うけ

人
にん

がいること、保
ほ

護
ご

者
しゃ

（保
ほ

護
ご

者
しゃ

が父
ふ

母
ぼ

である場
ば

合
あい

は、父
ちち

又
また

は母
はは

の

一
いっ

方
ぽう

でよい。）が志
し

願
がん

者
しゃ

の入
にゅう

学
がく

後
ご

１年
ねん

以
い

内
ない

に帰
き

国
こく

し、都
と

内
ない

に志
し

願
がん

者
しゃ

と同
どう

居
きょ

することが必
ひつ

要
よう

です。
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Ｑ15 현재 도외에 살고 있는데, 전일제 도립고등학교에 지원할 수 있습니까?

Ａ15 입학일까지 보호자(※1)와 도내에 전입하는 것이 확실한 경우에는 모든 도립고등학교에 지원할
수 있습니다. 단, 일시적으로 도내에 전입하는 일이 있어도 입학 후 다시 지원자, 보호자 또는
지원자와 보호자가 도외에 이사할 예정이 있는 경우에는 지원할 수 없습니다.
또, 보호자가 부모인 경우로, 특별한 사정(※2)에 의해 부모의 어느 한쪽이 도내에 이사할 수

없는 경우는, 그 이유를 명기하고 필요한 서류를 제출해 심사를 받은 후에 지원 자격이
인정되는 경우가 있습니다. 어떠한 경우라도 인정되는 것은 아닙니다.
지원 자격이나 필요한 수속의 상세한 내용에 대해서는 뒷표지에 기재되어 있는 도립 고교

입시 상담 코너에 문의해 주십시오.
※1 보호자란 학생 본인에 대해 친권을 행사하는 사람으로, 원칙적으로 부모를 말합니다.
※2 특별한 사정의 개념

‘특별한 사정’이란 다음 (1)~(4)의 어느 하나에 해당하는 경우입니다.

(1) 부모의 어느 한쪽이 도내에 전입할 수 없는 이유가, 개호, 질병 요양(또는 출산)을 위한
것이며, 지원자가 도내에 전입(거주)하는 다른 한쪽의 보호자와 동거함으로써 신상감독과
보호를 받게 되는 경우

※질병 요양에 대해서는 지원자의 보호자 또는 지원자의 형제자매가 질병 요양중인 경우를
대상으로 합니다.

(2) 부모의 어느 한쪽이 도내에 전입하는 이유가 개호를 위한 것이며, 지원자가 도내에 전입하는
한쪽의 보호자와 동거함으로써 신상감독과 보호를 받게 되는 경우

※개호에 대해서는 지원자의 2 촌 내의 친족이 요개호 2, 3, 4, 5 인 경우를 대상으로 합니다.

요개호 1, 요지원 1, 2 인 경우에는 대상이 되지 않습니다.

(3) 부모 중 한쪽이 도쿄도 내에서 지원자와 동거할 수 없는 이유가 부모가 이혼 조정 중이기
때문이며, 지원자가 도내로 전입(거주)하여 다른 한쪽의 보호자와 동거함으로써 신상 감독 및
보호를 받을 수 있는 경우

(4) 일본 국적을 가진 지원자 부모의 어느 한쪽이 도내에서 지원자와 동거할 수 없는 이유가
해외 근무의 계속을 위한 것이며, 지원자가 해외에서 도내에 전입 또는 거주하는 다른
한쪽의 보호자와 동거함으로써 신상감독과 보호를 받게 되는 경우. 다만, 부모가 모두 귀국할
수 없는 경우는 보호자를 대신할 도내 거주의 신원보증인이 있어야 하며, 보호자(보호자가
부모인 경우는 아버지 또는 어머니 한쪽으로도 됨)가 지원자의 입학 후 1년 이내에 귀국하여
도내에서 지원자와 동거해야 합니다.
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◆ 応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

が認
みと

められる事
じ

例
れい

※応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

審
しん

査
さ

及
およ

び応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

審
しん

査
さ

に係
かか

る提
てい

出
しゅつ

書
しょ

類
るい

について、詳
くわ

しくは、９月
がつ

下
げ

旬
じゅん

に発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい

の「令
れい

和
わ

８年
ねん

度
ど

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

審
しん

査
さ

取
とり

扱
あつかい

要
よう

項
こう

」を確
かく

認
にん

してください。

ＱＱ１１６６ 島島
とう

ししょょのの中中
ちゅう

学学
がっ

校校
こう

かからら、、島島
とう

ししょょ以以
い

外外
がい

のの都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

（（全全
ぜん

日日
にち

制制
せい

））にに応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。

ＡＡ１１６６ 入入
にゅう

学
がく

日
び

までに、保
ほ

護
ご

者
しゃ

（保
ほ

護
ご

者
しゃ

が父
ふ

母
ぼ

である場
ば

合
あい

は父
ふ

母
ぼ

又
また

は父
ふ

母
ぼ

のどちらか一
いっ

方
ぽう

）とともに転
てん

居
きょ

するか、保
ほ

護
ご

者
しゃ

に代
か

わる島
とう

しょ以
い

外
がい

の都
と

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

の身
み

元
もと

引
ひき

受
うけ

人
にん

（成
せい

人
じん

の親
しん

族
ぞく

等
とう

）のもとに転
てん

居
きょ

する

ことが確
かく

実
じつ

な場
ば

合
あい

には、島
とう

しょ以
い

外
がい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

することができます。

なお、身
み

元
もと

引
ひき

受
うけ

人
にん

には学
がく

生
せい

寮
りょう

等
とう

の寮
りょう

長
ちょう

（寮
りょう

に常
じょう

駐
ちゅう

しており、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の役
やく

割
わり

をになえる者
もの

）

も含
ふく

みます。 

ＱＱ１１７７ 島島
とう

ししょょ以以
い

外外
がい

のの中中
ちゅう

学学
がっ

校校
こう

かからら、、島島
とう

ししょょのの都都
と

立立
りつ

高高
こう

校校
こう

（（全全
ぜん

日日
にち

制制
せい

））にに応応
おう

募募
ぼ

ででききまますすかか。。

ＡＡ１１７７ 島
とう

しょ以
い

外
がい

の都内
と な い

在住
ざいじゅう

の方
かた

については、入学
にゅうがく

日
び

までに、保護者
ほ ご し ゃ

の１人
にん

以上
いじょう

とともに島
とう

しょに転
てん

居
きょ

するか、保護者
ほ ご し ゃ

に代
か

わる島
とう

しょに在住
ざいじゅう

の身元
み も と

引受人
ひきうけにん

のもとに転居
てんきょ

することが確実
かくじつ

な場合
ば あ い

には、

島
とう

しょの都立
と り つ

高校
こうこう

に応募
お う ぼ

することができます。都外
と が い

在住
ざいじゅう

の方
かた

については、入学
にゅうがく

日
び

までに、保護者
ほ ご し ゃ

の１人
にん

以上
いじょう

とともに島
とう

しょに転
てん

居
きょ

することが確実
かくじつ

な場合
ば あ い

には、島
とう

しょの都立
と り つ

高校
こうこう

に応募
お う ぼ

することが

できます。

また、島
とう

しょの町村
ちょうそん

が独自
ど く じ

に実施
じ っ し

する島外
とうがい

生徒
せ い と

受入
うけいれ

選考
せんこう

に合格
ごうかく

した場合
ば あ い

についても、島
とう

しょの

都立
と り つ

高校
こうこう

に応募
お う ぼ

することができます。

なお、一部
い ち ぶ

の島
とう

しょの町村
ちょうそん

において、入学前
にゅうがくまえ

に島
とう

しょの学生寮
がくせいりょう

や高校
こうこう

見学
けんがく

ができる中学生
ちゅうがくせい

対象
たいしょう

の島
とう

しょ見
けん

学会
がくかい

を実施
じ っ し

します。募集
ぼしゅう

の詳細
しょうさい

は東京都
とうきょうと

教育
きょういく

委員会
いいんかい

ホームページや各町村
かくちょうそん

教育
きょういく

委員会
いいんかい

ホームページで公表
こうひょう

しています。 

事
じ

例
れい

１ 中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

である志
し

願
がん

者
しゃ

は、一
いっ

家
か

でＡ県
けん

に在
ざい

住
じゅう

しており、要
よう

介
かい

護
ご

５の認
にん

定
てい

を受
う

けている祖
そ

父
ふ

と同
どう

居
きょ

している。父
ちち

に都
と

内
ない

勤
きん

務
む

の命
めい

令
れい

が出
だ

され、Ａ県
けん

からの通
つう

勤
きん

が困
こん

難
なん

なことから父
ちち

のみが都
と

内
ない

に転
てん

居
きょ

す

ることになった。母
はは

は、引
ひ

き続
つづ

き、祖
そ

父
ふ

の介
かい

護
ご

に専
せん

念
ねん

する必
ひつ

要
よう

があることから、父
ちち

及
およ

び母
はは

は、志
し

願
がん

者
しゃ

が父
ちち

と同
どう

居
きょ

する方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

けられると判
はん

断
だん

し、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

を機
き

に、志
し

願
がん

者
しゃ

は父
ちち

と都
と

内
ない

で同
どう

居
きょ

することとした。

事
じ

例
れい

２ 中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

である志
し

願
がん

者
しゃ

は、一
いっ

家
か

でＢ県
けん

に在
ざい

住
じゅう

している。都
と

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

する母
はは

方
かた

の祖
そ

母
ぼ

が要
よう

介
かい

護
ご

３

の認
にん

定
てい

を受
う

けたので、母
はは

は祖
そ

母
ぼ

を介
かい

護
ご

するため、都
と

内
ない

の祖
そ

母
ぼ

宅
たく

で同
どう

居
きょ

することとした。父
ちち

は仕
し

事
ごと

の関
かん

係
けい

でＢ県
けん

に残
のこ

らなければならないことから、父
ちち

及
およ

び母
はは

は、志
し

願
がん

者
しゃ

が母
はは

と同
どう

居
きょ

する方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

け

られると判
はん

断
だん

し、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

を機
き

に、志
し

願
がん

者
しゃ

は母
はは

と都
と

内
ない

の祖
そ

母
ぼ

宅
たく

で同
どう

居
きょ

することとした。

事
じ

例
れい

３ 中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

である志
し

願
がん

者
しゃ

は、一
いっ

家
か

でＣ県
けん

に在
ざい

住
じゅう

し、祖
そ

母
ぼ

と同
どう

居
きょ

している。母
はは

が病
びょう

気
き

療
りょう

養
よう

中
ちゅう

でＣ

県
けん

内
ない

の病
びょう

院
いん

に入
にゅう

院
いん

している中
なか

で、父
ちち

に都
と

内
ない

転
てん

勤
きん

の命
めい

令
れい

が出
だ

され、Ｃ県
けん

からの通
つう

勤
きん

が困
こん

難
なん

なことから

父
ちち

のみが先
さき

に都
と

内
ない

へ転
てん

居
きょ

した。母
はは

は令
れい

和
わ

８年
ねん

４月
がつ

１日
にち

以
い

降
こう

も、Ｃ県
けん

内
ない

の病
びょう

院
いん

に入
にゅう

院
いん

する予
よ

定
てい

である

ことから、父
ちち

及
およ

び母
はは

は、志
し

願
がん

者
しゃ

が父
ちち

と同
どう

居
きょ

する方
ほう

が身
しん

上
じょう

監
かん

護
ご

を受
う

けられると判
はん

断
だん

し、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

を

機
き

に、志
し

願
がん

者
しゃ

は父
ちち

と都
と

内
ない

で同
どう

居
きょ

することとした。母
はは

は、病
びょう

気
き

が回
かい

復
ふく

し次
し

第
だい

、都
と

内
ない

に転
てん

居
きょ

する予
よ

定
てい

で

ある。
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◆ 지원 자격이 인정되는 사례

※ 지원 자격 심사 및 지원 자격 심사 관련 제출 서류에 대해서 자세한 내용은 9 월 하순에 발행 
예정인 「2026 년도 도쿄도립고등학교 응모 자격 심사 취급 요항」을 확인해 주십시오. 

 

Ｑ16 도서 지역 중학교에서 도서 지역 이외의 도립고등학교(전일제)에 지원할 수 있습니까? 

Ａ16 입학일까지 보호자(보호자가 부모인 경우는 양쪽 부모 또는 한쪽 부모)와 함께 전입하거나, 
보호자를 대신하는 도서 지역 이외의 도내에 거주하는 신원보증인(성인의 친족 등)이 거주하는 
곳으로 이사하는 것이 확실한 경우에는 도서 지역 이외의 도립고등학교에 지원할 수 있습니다. 
또한, 신원보증인에는 학생 기숙사 등의 책임자(기숙사에 상주하고 있으며 보호자의 역할을 

할 수 있는 사람)도 포함됩니다. 

Ｑ17 도서 지역 이외의 중학교에서 도서 지역 도립고등학교(전일제)에 지원할 수 있습니까? 

Ａ17 도서 지역 이외의 도내 거주자는 입학일까지 보호자의 1 인 이상과 함께 도서 지역에 
전입하거나, 보호자를 대신하는 도서에 거주하는 신원보증인이 거주하는 곳으로 이사하는 것이 
확실한 경우에는 도서 지역의 도립고등학교에 지원할 수 있습니다. 도쿄도 외 거주자는 
입학일까지 보호자의 1 인 이상과 함께 도서 지역에 전입하는 것이 확실한 경우에는 도서 지역 
도립고등학교에 지원할 수 있습니다. 
또, 도서 지역의 관청이 독자적으로 실시하는 도서 지역 외 학생 수용 전형에 합격한 경우도 

도서 지역의 도립고등학교에 지원할 수 있습니다. 
또한, 일부 도서 지역의 정촌(町村)에서는 고등학교 입학 전에 도서 지역의 학생 기숙사와 

학교를 견학할 수 있는 중학생 대상 ‘도서 지역 견학회’를 실시합니다. 모집에 대한 상세한 
내용은 도쿄도 교육위원회 홈페이지 및 각 정촌 교육위원회 홈페이지에 공표되어 있습니다. 

 

 

 

사례 １ 중학교 3 학년인 지원자는 가족 모두가 A 현에 거주하고 있으며 요개호 5 의 인정을 받은 

할아버지와 동거하고 있다. 도내 근무 명령이 내려진 아버지는 A 현으로부터의 통근이 곤란해서 

아버지만 도내로 이사하게 되었다. 어머니는 계속해서 할아버지의 개호에 전념할 필요가 있기 
때문에 아버지와 어머니는 지원자가 아버지와 동거하는 것이 신상감독과 보호를 받게 된다고 

판단하여 중학교 졸업을 계기로 지원자는 아버지와 도내에서 동거하기로 했다. 

사례 ２ 중학교 3 학년인 지원자는 가족 모두가 B 현에 거주하고 있다. 도내에 거주하는 외할머니가 
요개호 3 의 인정을 받았기 때문에 어머니는 할머니를 개호하기 위해 도내의 할머니 집에서 

동거하기로 했다. 아버지는 일의 관계로 B 현에 남아야 하기 때문에 아버지와 어머니는 지원자가 

어머니와 동거하는 것이 신상감독과 보호를 받게 된다고 판단하여 중학교 졸업을 계기로 
지원자는 어머니와 도내의 할머니 집에서 동거하기로 했다. 

사례 ３ 중학교 3학년인 지원자는 가족 모두가 C현에 거주해 할머니와 동거하고 있다. 어머니가 질병 
요양 중이어서 C 현내의 병원에 입원하고 있는데, 아버지에게 도내 전근 명령이 내려져, 

C 현으로부터의 통근이 곤란해서 아버지만이 먼저 도내에 이사했다. 어머니는 2026 년 4 월 1 일 

이후에도 C현내 병원에 입원할 예정이기 때문에 아버지와 어머니는 지원자가 아버지와 동거하는 
것이 신상감독과 보호를 받게 된다고 판단하여 중학교 졸업을 계기로 지원자는 아버지와

도내에서 동거하기로 했다 어머니는 병이 회복되는 대로 도내로 이사할 예정이다
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資
し

格
かく

・検
けん

定
てい

学
がっ

校
こう

行
ぎょう

事
じ

・

学
がっ

級
きゅう

活
かつ

動
どう

各
かく

教
きょう

科
か

等
とう

の

学
がく

習
しゅう

活
かつ

動
どう

生
せい

徒
と

会
かい

活
かつ

動
どう

総
そう

合
ごう

的
てき

な

学
がく

習
しゅう

の時
じ

間
かん

部
ぶ

活
かつ

動
どう

・

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活
かつ

動
どう その他

た

の活
かつ

動
どう

Ｑ１８ 定
てい

時
じ

制
せい

又
また

は通
つう

信
しん

制
せい

の都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に応
おう

募
ぼ

するには、どのような条
じょう

件
けん

がありますか。

Ａ１８ 定
てい

時
じ

制
せい

に応
おう

募
ぼ

するには、まず、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

する見
み

込
こ

みであるか既
すで

に卒
そつ

業
ぎょう

したことが必
ひつ

要
よう

で

す。その上
うえ

で、都
と

内
ない

に住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

し、入
にゅう

学
がく

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き都
と

内
ない

に 住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

することが確
かく

実
じつ

な方
かた

又
また

は入
にゅう

学
がく

日
び

までに都
と

内
ない

に住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

することが確
かく

実
じつ

で、

入
にゅう

学
がく

後
ご

も引
ひ

き続
つづ

き都
と

内
ない

に住
じゅう

所
しょ

もしくは勤
きん

務
む

先
さき

を有
ゆう

することが確
かく

実
じつ

な方
かた

が応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

を有
ゆう

します。

通
つう

信
しん

制
せい

の応
おう

募
ぼ

資
し

格
かく

は、上
じょう

記
き

に該
がい

当
とう

し、かつ当
とう

該
がい

都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

が実
じっ

施
し

する面
めん

接
せつ

指
し

導
どう

（スクーリング）

に対
たい

応
おう

（出
しゅっ

席
せき

）可
か

能
のう

な方
かた

となります。

Ｑ１９ 都立
と り つ

高校
こうこう

に理解
り か い

してほしい事情
じじょう

を都立
と り つ

高校
こうこう

に説明
せつめい

できると聞
き

きましたが、どのような方法
ほうほう

がありますか。

Ａ１９ 伝
つた

えたい事
じ

情
じょう

を「自
じ

己
こ

申
しん

告
こく

書
しょ

」の用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

し、出
しゅつ

願
がん

時
じ

に志
し

願
がん

する高
こう

校
こう

へ提
てい

出
しゅつ

することで、

事
じ

情
じょう

を説
せつ

明
めい

することができます。「自己
じ こ

申告書
しんこくしょ

」の用紙
よ う し

は、東京都
とうきょうと

教育
きょういく

委員会
いいんかい

ホームページからダ

ウンロードできます。また、都立
と り つ

高校
こうこう

等
とう

の窓口
まどぐち

でも配布
は い ふ

します。中学校
ちゅうがっこう

からの配布
は い ふ

を希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

は、中学校
ちゅうがっこう

の先生
せんせい

に相談
そうだん

してください。

自
じ

己
こ

申
しん

告
こく

書
しょ

は、志
し

願
がん

者
しゃ

及
およ

び保
ほ

護
ご

者
しゃ

が記
き

入
にゅう

し、厳
げん

封
ぷう

して、入
にゅう

学
がく

願
がん

書
しょ

等
とう

の 出
しゅつ

願
がん

書
しょ

類
るい

とともに志
し

願
がん

す

る都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

に提
てい

出
しゅつ

することになります。

Ｑ２０ 自
じ

己
こ

ＰＲカードとはどのようなものですか。

Ａ２０ 自
じ

己
こ

ＰＲカードは、志
し

望
ぼう

理
り

由
ゆう

や皆
みな

さんが

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で取
と

り組
く

んできた学
がく

習
しゅう

や様
さま

々
ざま

な活
かつ

動
どう

から得
え

たことなど、志
し

望
ぼう

校
こう

に最
もっと

も伝
つた

えた

いことを記
き

入
にゅう

して提
てい

出
しゅつ

するものです。

自
じ

己
こ

ＰＲカードを点
てん

数
すう

化
か

することはあり

ませんが、面
めん

接
せつ

を行
おこな

う場
ば

合
あい

の面
めん

接
せつ

資
し

料
りょう

や

入
にゅう

試
し

の合
ごう

格
かく

判
はん

定
てい

資
し

料
りょう

の一
いち

部
ぶ

として活
かつ

用
よう

し

たり、学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

に対
たい

する意
い

欲
よく

等
とう

を確
かく

認
にん

した

りする資
し

料
りょう

になります。

面
めん

接
せつ

を実
じっ

施
し

する高
こう

校
こう

を志
し

願
がん

する場
ば

合
あい

は、

この自
じ

己
こ

ＰＲカードを出
しゅつ

願
がん

時
じ

に志
し

願
がん

する高
こう

校
こう

へ提
てい

出
しゅつ

します。

面
めん

接
せつ

を実
じっ

施
し

しない高
こう

校
こう

を志
し

願
がん

する場
ば

合
あい

は、入
にゅう

学
がく

手
て

続
つづき

後
ご

に入
にゅう

学
がく

する高
こう

校
こう

へ提
てい

出
しゅつ

し、入
にゅう

学
がく

後
ご

の個
こ

人
じん

面
めん

談
だん

等
とう

で使
し

用
よう

します。

※チャレンジスクールの各
かく

学
がっ

校
こう

に出
しゅつ

願
がん

する場
ば

合
あい

は、自
じ

己
こ

ＰＲカー

ドの代
か

わりに、所
しょ

定
てい

の「志
し

願
がん

申
しん

告
こく

書
しょ

」を提
てい

出
しゅつ

します。

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

での学
がく

習
しゅう

状
じょう

況
きょう

や

活
かつ

動
どう

状
じょう

況
きょう

を整
せい

理
り

しましょう。
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Ｑ18 정시제 또는 통신제 도립고등학교에 지원하려면 어떤 조건이 있습니까?

Ａ18 정시제에 지원하기 위해서는 우선 중학교를 졸업할 예정이거나 이미 졸업한 상태이어야
합니다. 그 다음 도내에 주소지 혹은 근무지가 있어야 하며 입학 후에도 계속해서 도내에
주소지 혹은 근무지를 가지고 있는 것이 확실한 사람, 또는 입학일까지 도내에 주소지 혹은
근무지를 가질 것이 확실하며 입학 후에도 계속 도내에 주소지 혹은 근무지를 가지고 있는
것이 확실한 사람이 지원 자격을 가지게 됩니다.
통신제 응모 자격은 상기에 해당하면서 또 해당 도립고등학교가 실시하는 면접

지도(스쿨링)에 대응(출석) 가능한 사람입니다.

Ｑ19 이해해 주길 바라는 사정이 있을 경우 그것을 도립고등학교에 설명할 수 있다고 들었는데 어떤
방법이 있습니까?

Ａ19 전하고 싶은 사정을 ‘자기신고서’에 기입하여 출원시에 지원하고자 하는 고등학교에
제출함으로써 사정을 설명할 수 있습니다. ‘자기신고서’ 용지는 도쿄도 교육위원회
홈페이지에서 다운로드할 수 있습니다. 또, 도립고등학교 등의 창구에서도 배포되고 있습니다. 
중학교에서 배포를 희망하는 경우는 중학교 선생님과 상담해 주십시오.
자기신고서는 지원자 및 보호자가 기입하여 밀봉하고 입학원서 등의 출원 서류와 함께

지원하는 도립고등학교에 제출하게 됩니다.          

Ｑ20 자기 PR 카드란 어떤 것입니까?

Ａ20 자기 PR 카드는 지원 이유와 여러분이
중학교에서 해온 학습이나 다양한
활동에서 얻은 것 등 지원 학교에 가장
전하고 싶은 사항을 기재해서 제출하는
카드입니다.
자기 PR 카드를 점수화하지는 않지만, 

면접을 할 때의 면접 자료나 입시의 합격
판정 자료의 일부로서 활용하거나, 학교
생활에 대한 의욕 등을 확인하거나 하는
자료가 됩니다.
면접을 실시하는 고등학교를 지원하는

경우, 이 자기 PR 카드를 출원시에
지원하는 고등학교에 제출합니다.
면접을 실시하지 않는 고등학교를

지원하는 경우는, 입학 수속 후에 입학하는
고등학교에 제출하고 입학 후의 개인 면담
등에서 사용됩니다.

※챌린지 스쿨의 각 학교에 출원하는 경우는 자기 PR 카드

대신에 소정의 ‘지원신고서’를 제출합니다.

학생회

중학교에서의 학습 상황과 활동 상황을 정리합시다.
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ＱＱ２２１１ 合合
ごう

格格
かく

発発
はっ

表表
ぴょう

後後
ご

、、学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

等等
とう

のの得得
とく

点点
てん

をを知知
し

りりたたいい場場
ば

合合
あい

やや、、学学
がく

力力
りょく

検検
けん

査査
さ

ににおおけけるる自自
じ

分分
ぶん

自自
じ

身身
しん

のの答答
とう

案案
あん

をを見見
み

たたいい場場
ば

合合
あい

はは、、どどののよよううににすすれればばよよいいでですすかか。。 

ＡＡ２２１１ 入
にゅう

試
し

における透
とう

明
めい

性
せい

の確
かく

保
ほ

を目
もく

的
てき

として、「本
ほん

人
にん

得
とく

点
てん

の開
かい

示
じ

」及
およ

び「学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

における答
とう

案
あん

の

開
かい

示
じ

」の制
せい

度
ど

があります。

開
かい

示
じ

請
せい

求
きゅう

の受
うけ

付
つけ

は、３月
がつ

から（合
ごう

格
かく

者
しゃ

は５月
がつ

から）８月
がつ

末
まつ

までの期
き

間
かん

となります。開
かい

示
じ

請
せい

求
きゅう

書
しょ

を受
じゅ

検
けん

した高
こう

校
こう

に提
てい

出
しゅつ

し、本
ほん

人
にん

確
かく

認
にん

ができるもの（受
じゅ

検
けん

票
ひょう

や身
み

分
ぶん

証
しょう

明
めい

書
しょ

など）を提
てい

示
じ

するこ

とにより、学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

等
とう

の得
とく

点
てん

が記
き

載
さい

された表
ひょう

や学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

における答
とう

案
あん

の写
うつ

しを受
う

け取
と

ることが

できます（保
ほ

護
ご

者
しゃ

が開
かい

示
じ

請
せい

求
きゅう

する場
ば

合
あい

は、受
じゅ

検
けん

票
ひょう

と保
ほ

護
ご

者
しゃ

の本
ほん

人
にん

確
かく

認
にん

ができるもの及
およ

び受検者
じゅけんしゃ

と保護者
ほ ご し ゃ

との関係
かんけい

を証明
しょうめい

するものの提示
て い じ

が必要
ひつよう

です。）。また、窓
まど

口
ぐち

での申
しん

請
せい

に加
くわ

えて、電
でん

子
し

での

申
しん

請
せい

も行
おこな

えます。

手
て

続
つづ

きの方
ほう

法
ほう

などについては、１１月
がつ

上
じょう

旬
じゅん

に発
はっ

行
こう

予
よ

定
てい

の「令
れい

和
わ

８年
ねん

度
ど

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

募集案内
ぼしゅうあんない

」で確
かく

認
にん

してください。
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Ｑ21 합격자 발표 후, 학력검사 등의 점수를 알고 싶은 경우나 자신의 답안을 보고 싶은 경우는 어떻게 
하면 좋습니까? 

  

Ａ21 입시의 투명성을 확보하기 위해 ‘본인 점수 개시’ 및 ‘학력검사의 답안 개시’의 제도가 있습니다. 

개시 청구의 접수는 3 월부터(합격자는 5 월부터) 8 월말까지입니다. 개시 청구서를 수험한 
고등학교에 제출하고, 본인 확인을 할 수 있는 것(수험표나 신분증 등)을 제시하면 학력검사 등의 
점수가 기재된 표나 답안 사본을 받을 수 있습니다. (보호자가 개시 청구하는 경우는 수험표와 
보호자의 본인 확인을 할 수 있는 것 외에 수험자와 보호자 간의 관계를 증명할 수 있는 것을 
모두 제시할 필요가 있습니다)   또, 창구에서의 신청 외에 전자 신청도 할 수 있습니다. 

수속의 방법 등에 대해서는 11 월 초순에 발행 예정인 「2026 년도 도쿄도립고등학교 모집 
안내」에서 확인해 주십시오. 
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入入
にゅう

学学
がく

考考
こう

査査
さ

料料
りょう

及及
およ

びび授授
じゅ

業業
ぎょう

料料
りょう

等等
とう

ににつついいてて

（１）入
にゅう

学
がく

考
こう

査
さ

料
りょう

・入
にゅう

学
がく

料
りょう

・授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

（令
れい

和
わ

７年
ね ん

４月
が つ

１日
にち

現
げ ん

在
ざ い

） 

区
く

分
ぶん

 入
にゅう

学
がく

考
こう

査
さ

料
りょう

入
にゅう

学
がく

 料
りょう

授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

（注
ちゅう

１） 
（通

つう

信
しん

制
せい

課
か

程
てい

は通
つう

信
しん

教
きょう

育
いく

受
じゅ

講
こう

料
りょう

） 

年
ねん

額
がく

 納
のう

入
にゅう

回
かい

数
すう

 １回
かい

の納
のう

入
にゅう

額
がく

 

全
ぜん

日
にち

制
せい

課
か

程
てい

 円
えん

円
えん

円
えん

２回
かい

注
ちゅう

３

第
だい

１回
かい

：

年
ねん

額
がく

の３ １

第
だい

２回
かい

：

年
ねん

額
がく

の９ １

定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

 円
えん

円
えん

円
えん

定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

 
（ 単

たん

位
い

制
せい

） 
円
えん

円
えん １単

たん

位
い

当
あ

たり 円
えん

×履
り

修
しゅう

単
たん

位
い

数
すう

通
つう

信
しん

制
せい

課
か

程
てい

 円
えん

円
えん １単

たん

位
い

当
あ

たり 円
えん

×履
り

修
しゅう

単
たん

位
い

数
すう

（注
ちゅう

１） 現現在在
げんざい

、、高高等等
こうとう

学学校校
がっこう

等等
とう

就就学学
しゅうがく

支支援援
し え ん

金金
きん

制制度度
せ い ど

がが導導入入
どうにゅう

さされれてていいまますす。。就
しゅう

学
がく

支
し

援
えん

金
きん

制
せい

度
ど

とは、区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

の課
か

税
ぜい

標
ひょう

準
じゅん

額
がく

×６％－区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

の調
ちょう

整
せい

控
こう

除
じょ

の額
がく

（※）が３０４,２００円
えん

未
み

満
まん

（年
ねん

収
しゅう

目
め

安
やす

約
やく

９１０万
まん

円
えん

未
み

満
まん

）の世
せ

帯
たい

の生
せい

徒
と

が申
しん

請
せい

を行
おこな

い、受
じゅ

給
きゅう

認
にん

定
てい

された場
ば

合
あい

、学
がっ

校
こう

に就
しゅう

学
がく

支
し

援
えん

金
きん

を支
し

給
きゅう

することで、その生
せい

徒
と

の授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

等
とう

が無
む

料
りょう

になる制
せい

度
ど

です。返
へん

済
さい

の必
ひつ

要
よう

はあ

りません。たただだしし、、支支
し

給給
きゅう

手手
て

続続
つづき

をを行行
おこな

わわなないい場場
ば

合合
あい

はは、、授授
じゅ

業業
ぎょう

料料
りょう

ををごご負負
ふ

担担
たん

いいたただだくくここととととななりりまますす。。 
また、既

すで

に高
こう

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

したことがある方
かた

及
およ

び修
しゅう

業
ぎょう

年
ねん

限
げん

（全
ぜん

日
にち

制
せい

３６か月
げつ

、定
てい

時
じ

制
せい

４８か月
げつ

）

を超
こ

えて在
ざい

学
がく

している方
かた

については、就
しゅう

学
がく

支
し

援
えん

金
きん

の対
たい

象
しょう

者
しゃ

とならないため、原
げん

則
そく

として授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

を徴
ちょう

収
しゅう

します。 
※ 政

せい

令
れい

指
し

定
てい

都
と

市
し

の場
ば

合
あい

は、調
ちょう

整
せい

控
こう

除
じょ

の額
がく

に３／４を乗
じょう

じて計
けい

算
さん

します。 
（注

ちゅう

２） 令和
れ い わ

７年度
ね ん ど

は、高校生
こうこうせい

等
とう

臨時
り ん じ

支援
し え ん

金
きん

制度
せ い ど

が導入
どうにゅう

され、所得
しょとく

制限
せいげん

により就学
しゅうがく

支援
し え ん

金
きん

の適用外
てきようがい

と

なった生徒
せ い と

についても、臨時
り ん じ

支援
し え ん

金
きん

の申請
しんせい

により授 業 料
じゅぎょうりょう

が無料
むりょう

となります。 
令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

以降
い こ う

は、国
くに

がいわゆる「高校
こうこう

授 業 料
じゅぎょうりょう

の無償化
むしょうか

」を検討
けんとう

していますので、その詳細
しょうさい

については入学
にゅうがく

が決定
けってい

した後
あと

にご案内
あんない

します。 
※ 所

しょ

得
とく

制
せい

限
げん

以
い

外
がい

の理
り

由
ゆう

（在
ざい

学
がく

期
き

間
かん

等
とう

）により就
しゅう

学
がく

支
し

援
えん

金
きん

が適
てき

用
よう

外
がい

となった場
ば

合
あい

は免
めん

除
じょ

の対
たい

象
しょう

外
がい

です。 
（注

ちゅう

３） 在学
ざいがく

期間
き か ん

の超過
ちょうか

等
とう

で「高校
こうこう

授 業 料
じゅぎょうりょう

の無償化
むしょうか

」の対象外
たいしょうがい

となる場合
ば あ い

、授 業 料
じゅぎょうりょう

の納入
のうにゅう

回数
かいすう

は２回
かい

ですが、分割払
ぶんかつばら

いとすることも可能
か の う

です。 
※ 入入 学学 料料

にゅうがくりょう

及及
およ

びび授授 業業 料料
じゅぎょうりょう

のの納納入入
のうにゅう

がが経経済済的的
けいざいてき

にに困困難難
こんなん

なな家家庭庭
か て い

ににつついいててはは、、免免除除
めんじょ

又又
また

はは２２分分
ぶん

のの１１にに減減額額
げんがく

すするる制制度度
せ い ど

ががあありりまますす。。  
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10 입학전형료  및  수업료  등에  대하여  
（１） 입학전형료・입학료・수업료  （2025 년 4 월 1 일 현재 ） 

구     분 입학전형료 입학금 
수 업 료 (주 1) 

（ 통신제 과정은 통신교육 수강료 ） 

연 간 금 액 납부 횟수 1 회 납부액 

전 일 제  과 정 2,200 엔 5,650 엔    118,800 엔 

２회 
(주 ) 

제 1 회： 
연간금액의 

3/12 
제 2 회： 
연간금액의 

9/12 

정 시 제  과 정 950 엔 2,100 엔    32,400 엔 

정 시 제  과 정 
( 단 위 제 ) 

950 엔 2,100 엔 
１단위 당 1,740 엔 

× 이수 단위수 

통 신 제  과 정 950 엔 500 엔 
１단위 당 336 엔 

× 이수 단위수 

（주１） 현재 고등학교 등 취학지원금 제도가 도입되어 있습니다. 취학지원금 제도란 
구시정촌민세의 과세표준액 × 6% - 구시정촌민세의 조정 공제액(※)이 304,200 엔 
미만(연수입 기준 약 910 만엔 미만)의 세대 학생이 신청하여 수급이 인정되면, 학교에 
취학지원금을 지급함으로써 그 학생의 수업료 등이 무료가 되는 제도입니다. 상환할 
필요는 없습니다. 단, 지급 수속을 하지 않는 경우는 수업료를 부담해야 합니다. 
또, 이미 고등학교를 졸업한 적이 있는 사람 및 수업 연한(전일제 36 개월, 정시제 

48 개월)을 초과해서 재학하고 있는 사람은 취학지원금의 대상자가 되지 않으므로 
원칙적으로 수업료를 징수합니다. 
※ 정령지정도시의 경우는 조정 공제액에 3/4 을 곱하여 계산합니다. 

（주２） 2025 년도는 고교생 등 임시지원금 제도가 도입되어 소득 제한에 의해 취학지원금의 적용 
대상이 되지 못한 학생도 임시지원금 신청을 함으로써 수업료가 무료가 됩니다.  

2026 년도 이후에는 중앙정부가 이른바 ‘고교 수업료의 무상화’를 검토하고 있으므로 
자세한 내용은 입학이 결정된 후에 안내해 드립니다. 
※ 소득 제한 이외의 이유(재학 기간 등)에 의해 취학지원금이 적용 대상이 되지 못했을 
경우는 면제의 대상이 아닙니다. 

（주３） 재학 기간의 초과 등으로 ‘고교 수업료의 무상화’ 대상이 되지 못했을 경우 수업료의 납입 
횟수는 2 회로 되어 있으나 분할 납부도 가능합니다. 

※입학금 및 수업료 납부가 경제적으로 곤란한 가정에 대해서는 면제 또는 1/2 로 감액하는 제도가 
있습니다. 

 

- 29 - - 29 -



（２）奨
しょう

学
がく

のための給
きゅう

付
ふ

金
きん

について

高
こう

校
こう

では、入
にゅう

学
がく

料
りょう

及
およ

び授
じゅ

業
ぎょう

料
りょう

とは別
べつ

に、学
がっ

校
こう

ごとに決
けっ

定
てい

した修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

等
とう

積
つみ

立
たて

金
きん

、生
せい

徒
と

会
かい

費
ひ

等
とう

の学
がっ

校
こう

徴
ちょう

収
しゅう

金
きん

の徴
ちょう

収
しゅう

があります。

奨学
しょうがく

のための給付
きゅうふ

金
きん

は、授 業 料
じゅぎょうりょう

・通信
つうしん

教育
きょういく

受講料
じゅこうりょう

以外
い が い

の教育
きょういく

に必要
ひつよう

な経費
け い ひ

（教科書費
きょうかしょひ

、教材費
きょうざいひ

、

学用品費
がくようひんひ

、通学
つうがく

用品費
ようひんひ

、教科外
きょうかがい

活動費
かつどうひ

、生徒
せ い と

会費
か い ひ

等
とう

）の負担
ふ た ん

を軽減
けいげん

するため、高校生等
こうこうせいとう

がいる生活保護
せ い か つ ほ ご

受給世帯
じゅきゅうせたい

又
また

は都道府県民税
とどうふけんみんぜい

所得割
しょとくわり

額
がく

及
およ

び区
く

市町
しちょう

村民
そんみん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

額
がく

が非課税
ひ か ぜ い

の世帯
せ た い

を対象
たいしょう

に奨学
しょうがく

のた

めの給付
きゅうふ

金
きん

の認定
にんてい

を受
う

けた方
ほう

に給付
きゅうふ

金
きん

を支給
しきゅう

する制度
せ い ど

です。返済
へんさい

の必要
ひつよう

はありません。

世
せ

帯
たい

区
く

分
ぶん

課
か

程
てい

等
とう

給
きゅう

付
ふ

額
がく

（年
ねん

額
がく

）

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

受
じゅ

給
きゅう

世
せ

帯
たい

全
ぜん

日
にち

制
せい

課
か

程
てい

円
えん

定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

通
つう

信
しん

制
せい

課
か

程
てい

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

及
およ

び

区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

が非
ひ

課
か

税
ぜい

の世
せ

帯
たい

全
ぜん

日
にち

制
せい

課
か

程
てい

円
えん

定
てい

時
じ

制
せい

課
か

程
てい

通
つう

信
しん

制
せい

課
か

程
てい

円
えん

（３）給
きゅう

付
ふ

型
がた

奨
しょう

学
がく

金
きん

について

家庭
か て い

の経済
けいざい

状 況
じょうきょう

にかかわらず、誰
だれ

もが安心
あんしん

して学
まな

び、もてる可能性
かのうせい

を最大限
さいだいげん

伸
の

ばすことができるよ

う、学習
がくしゅう

の成果
せ い か

を明
あき

らかにする資格
し か く

試験
し け ん

や学校
がっこう

における勉強
べんきょう

合宿
がっしゅく

・語学合宿等
ごがくがっしゅくとう

の教育
きょういく

活動
かつどう

にかかる

経費
け い ひ

等
とう

を、保護者
ほ ご し ゃ

の代
か

わりに負担
ふ た ん

する都
と

独自
ど く じ

の現物
げんぶつ

給付
きゅうふ

方式
ほうしき

の奨学
しょうがく

金
きん

です。

支
し

給
きゅう

対
たい

象
しょう

者
しゃ

は、都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

等
とう

に在
ざい

籍
せき

する生
せい

徒
と

のうち、以
い

下
か

の条
じょう

件
けん

に該
がい

当
とう

する方
かた

です。

世
せ

帯
たい

区
く

分
ぶん

給
きゅう

付
ふ

限
げん

度
ど

額
がく

（上
じょう

限
げん

）

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

受
じゅ

給
きゅう

世
せ

帯
たい

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

及
およ

び区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

が

非
ひ

課
か

税
ぜい

の世
せ

帯
たい

家計
か け い

急変
きゅうへん

により都道府県
と ど う ふ け ん

民
みん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

額
がく

及
およ

び区
く

市町
しちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

額
がく

が非課税
ひ か ぜ い

相当
そうとう

となる世帯
せ た い

５００００円
えん

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

及
およ

び区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

所
しょ

得
とく

割
わり

額
がく

の

合
がっ

算
さん

が８５５００円
えん

未
み

満
まん

の世
せ

帯
たい

家計
か け い

急変
きゅうへん

により都道府県
と ど う ふ け ん

民
みん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

額
がく

及
およ

び区
く

市町
しちょう

村
そん

民
みん

税
ぜい

所得割
しょとくわり

額
がく

の合算
がっさん

が 円
えん

未満
み ま ん

相当
そうとう

となる世帯
せ た い

３００００円
えん

※ 上
じょう

記
き

世
せ

帯
たい

の生
せい

徒
と

が申
しん

請
せい

を行
おこな

い、受
じゅ

給
きゅう

認
にん

定
てい

されることにより、生
せい

徒
と

が通
かよ

う学
がっ

校
こう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

にか

かる経
けい

費
ひ

にあてるものとして支
し

給
きゅう

する制
せい

度
ど

です。返
へん

済
さい

の必
ひつ

要
よう

はありません。ただし、学
がっ

校
こう

の教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

しない場
ば

合
あい

は支
し

給
きゅう

対
たい

象
しょう

となりません。

具
ぐ

体
たい

的
てき

な対
たい

象
しょう

経
けい

費
ひ

については学
がっ

校
こう

によって異
こと

なりますので、詳
しょう

細
さい

は入
にゅう

学
がく

が決
けっ

定
てい

した際
さい

に、入
にゅう

学
がく

予
よ

定
てい

の学
がっ

校
こう

に問
と

い合
あ

わせてください。

（ ）から（３）まで、また、制
せい

度
ど

全
ぜん

般
ぱん

については、以
い

下
か

に問
と

い合
あ

わせてください。

東
とう

京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

庁
ちょう

都
と

立
りつ

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

部
ぶ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

経
けい

理
り

担
たん

当
とう

電
でん

話
わ

０３（５３２０）７８６２（直
ちょく

通
つう

）

30 30

（２） 장학을 위한 급부금 제도에 대하여
고등학교에서는 입학금 및 수업료와는 별도로 학교별로 결정한 수학 여행 등 적립금, 

학생회비 등의 학교 징수금이 있습니다.
수업료, 통신 교육 수강료 이외의 교육에 필요한 경비(교과서비, 교재비, 학용품비, 

통학용품비, 교과 외 활동비, 학생회비 등)의 부담을 경감하기 위해, 고등학생 등이 있는
생활보호 수급세대 또는 도도부현민세 소득할액 및 구시정촌민세 소득할액 비과세
세대를 대상으로 장학 급부금 인정을 받은 사람에게 급부금을 지급하는 제도입니다. 
상환할 필요는 없습니다.

세 대 구 분 과 정 등 급부액(연간)

생활보호 수급 세대
전일제 과정

32,300 엔정시제 과정
통신제 과정

도도부현민세 소득할액 및
구시정촌민세 소득할액
비과세 세대

전일제 과정
143,700 엔

정시제 과정

통신제 과정
50,500 엔

（３） 급여형 장학금에 대하여

가정의 경제 상황과 관계없이 누구나 안심하고 배우며 자신의 가능성을 최대한 신장시킬 수
있도록 학습 성과를 명확하게 알 수 있는 자격시험이나 학교의 공부 합숙 및 어학 합숙 등의
교육 활동에 들어가는 경비 등을 보호자 대신 부담하는 도쿄도의 독자적인 현물 급부 방식의
장학금입니다.
지급 대상자는 도립고등학교 등에 재적하는 학생 중 다음 조건에 해당하는 사람입니다.

세 대 구 분 급부 한도액 (상한)
생활보호 수급 세대
도도부현민세 소득할액 및 구시정촌민세 소득할액
비과세 세대
가계 상황의 급격한 변화로 인해 도도부현민세
소득할액 및 구시정촌민세 소득할액이 비과세에
해당되는 세대

５０,０００엔

도도부현민세 소득할액 및 구시정촌민세 소득할액의
합계가 85,500 엔 미만인 세대
가계 상황의 급격한 변화로 인해 도도부현민세
소득할액 및 구시정촌민세 소득할액의 합계가
85,500 엔 미만이 되는 세대

３０,０００엔

※ 상기 세대의 학생이 신청하여 수급 인정되면 학생이 다니는 학교의 교육 활동에 들어가는
경비에 충당할 목적으로 지급하는 제도입니다. 상환할 필요는 없습니다. 다만, 학교의 교육
활동에 참가하지 않는 경우는 지급 대상이 되지 않습니다.
구체적인 대상 경비에 대해서는 학교에 따라 다르므로 자세한 내용은 입학이 결정되었을 때

입학 예정 학교에 문의해 주십시오.

(1)부터 (3)까지, 또 제도 전반에 대해서는 이하에 문의하시기 바랍니다.
도쿄도 교육청 도립학교교육부 고등학교교육과 경리담당 전화 03(5320) 7862(직통)

- 30 - - 30 -



本
ほん

事
じ

業
ぎょう

の詳
しょう

細
さい

及
およ

びお住
す

まいの区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

の窓
まど

口
ぐち

の連
れん

絡
らく

先
さき

については、以
い

下
か

に問
と

い合
あ

わせてください。

東
とう

京
きょう

都
と

福
ふく

祉
し

局
きょく

生
せい

活
かつ

福
ふく

祉
し

部
ぶ

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

課
か

生
せい

活
かつ

援
えん

助
じょ

担
たん

当
とう

電
でん

話
わ

０３（５３２０）４０７２（直
ちょく

通
つう

）

◎ 受
じゅ

験
けん

生
せい

チャレンジ支
し

援
えん

貸
かし

付
つけ

事
じ

業
ぎょう

のご案
あん

内
ない

中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

等
とう

の受
じゅ

験
けん

生
せい

を養
よう

育
いく

する一
いっ

定
てい

所
しょ

得
とく

以
い

下
か

の世
せ

帯
たい

を対
たい

象
しょう

に、学
がく

習
しゅう

塾
じゅく

代
だい

や受
じゅ

験
けん

料
りょう

に必
ひつ

要
よう

な

資
し

金
きん

を貸
か

し付
つ

けることにより、子
こ

供
ども

たちの進
しん

学
がく

を支
し

援
えん

します。

＜概
がい

要
よう

＞

１ 対
たい

象
しょう

中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

又
また

はこれに準
じゅん

じる方
かた

を養
よう

育
いく

する一
いっ

定
てい

所
しょ

得
とく

以
い

下
か

の世
せ

帯
たい

の生
せい

計
けい

中
ちゅう

心
しん

者
しゃ

２ 貸
かし

付
つけ

内
ない

容
よう

塾
じゅく

代
だい

及
およ

び受
じゅ

験
けん

料
りょう

の貸
かし

付
つけ

を行
おこな

い、進
しん

学
がく

（入
にゅう

学
がく

）した場
ば

合
あい

は償
しょう

還
かん

を免
めん

除
じょ

します。

３ 貸
かし

付
つけ

金
きん

額
がく

等
とう

塾
じゅく

代
だい

上
じょう

限
げん

３００，０００円
えん

、 受
じゅ

験
けん

料
りょう

上
じょう

限
げん

２７，４００円
えん

※ 受
じゅ

験
けん

料
りょう

は、都
と

立
りつ

高
こう

校
こう

入
にゅう

学
がく

考
こう

査
さ

料
りょう

のほか、私
し

立
りつ

高
こう

校
こう

等
とう

の受
じゅ

験
けん

料
りょう

も対
たい

象
しょう

です。

４ 貸
かし

付
つけ

利
り

率
りつ

無
む

利
り

子
し

５ 申
もうし

込
こみ

方
ほう

法
ほう

お住
す

まいの区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

の窓
まど

口
ぐち

にお問
と

い合
あ

わせの上
うえ

、お申
もう

し込
こ

みください。

＜貸
かし

付
つけ

要
よう

件
けん

＞

〇世
せ

帯
たい

（父
ふ

母
ぼ

等
とう

養
よう

育
いく

者
しゃ

）の総
そう

収
しゅう

入
にゅう

又
また

は合
ごう

計
けい

所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

が一
いっ

定
てい

の基
き

準
じゅん

以
い

下
か

であること

（収
しゅう

入
にゅう

基
き

準
じゅん

の一
いち

例
れい

）※総
そう

収
しゅう

入
にゅう

の場
ば

合
あい

世
せ

帯
たい

人
にん

数
ずう

２人
にん

３人
にん

４人
にん

一
いっ

般
ぱん

世
せ

帯
たい

円
えん

円
えん

ひとり親
おや

世
せ

帯
たい

円
えん

円
えん

円
えん

〇そのほかにも貸
かし

付
つけ

の要
よう

件
けん

があります。

〇詳
しょう

細
さい

は専
せん

用
よう

サイト（ ）をご確
かく

認
にん

ください。

事
じ

業
ぎょう

キャラクター

「チャレニャン」
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본 사업의 자세한 내용 및 거주하는 구시정촌 창구의 연락처는 이하에 문의하시기 바랍니다.
도쿄도복지국 생활복지부 지역복지과 생활원조 담당 전화 03(5320) 4072(직통)

◎ 수험생 챌린지 지원 대출 사업 안내
중학교 3 학년 등 수험생을 양육하는 일정 소득 이하의 세대를 대상으로, 학원비나 수험료에

필요한 자금을 대출함으로써 아이들의 진학을 지원합니다.
<개요>

1 대상        중학교 3 학년 또는 이에 준하는 사람을 양육하는 일정 소득 이하 세대의 생계
중심자

2 대출 내용 학원비 및 수험료의 대출를 실시해, 진학(입학)한 경우는 상환을 면제합니다.
3 대출 금액 등 학원비 상한 300,000 엔, 수험료 상한 27,400 엔

※ 수험료는 도립 고교 입학전형료 외에 사립 고교 등의 전형료도 대상입니다.
4 대출 이율 무이자
5 신청 방법 거주하는 구시정촌 창구에 문의한 후, 신청해 주십시오.

＜ 대출 요건 ＞
○ 세대(부모 등 양육자)의 총 수입 또는 합계 소득 금액이 일정한 기준 이하인 것

(수입 기준의 일례) ※총 수입의 경우
세대 인원 ２명 ３명 ４명
일반 세대 4,410,000 엔 5,049,000 엔
한 부모 세대 4,057,000 엔 4,966,000 엔 5,772,000 엔

〇 그 외에도 대출 요건이 있습니다.
〇 자세한 내용은 전용 웹사이트（ ）를 확인하십시오.

사업 캐릭터

「챠레냥」
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11 도립고등학교 일람
2026년도 입시에서 모집을 실시할 예정인 학교를 게재하고 있습니다. 

또한, 2026년도 입시의 모집 학교 등에 대해서는 2025년 10월경에 정식으로 발표할 예정입니다. 

◎표시의 고등학교는 주야간 정시제로, 주간에도 배울 수 있는 정시제 고등학교입니다.

【 전일제과정・・정시제과정 】 

고교명 
전일제 정시제 

소재지 전화 
학과 등 코스명 또는 과명 학과 과명 

◎ 히토쓰바시 보통 (단위제1～3부) 지요다구 히가시칸다 1-12-13 03(3862)6061 

히비야 보통 지요다구 나가타초 2-16-1 03(3581)0808 

하루미 종합 종합 (단위제) 주오구 하루미 1-2-1 03(3531)5021 

미타 보통 미나토구 미탙 1-4-46 03(3453)1991 

시바 상업 상업 비즈니스 미나토구 가이간 1-8-25 03(3431)0760 

◎ 롯폰기 종합 (단위제1～3부) 미나토구 롯폰기 6-16-36 03(5411)7327 

신주쿠 보통 (단위제) 신주쿠구 나이토마치 11-4 03(3354)7411 

◎ 신주쿠야마부키 보통 (단위제1～4부) 신주쿠구 야마부키초 81 03(5261)9771 

정보 (단위제2부・4부) 

도야마 보통 신주쿠구 도야마 3-19-1 03(3202)4301 

종합예술 예술 음악, 미술 신주쿠구 도미히사초 22-1 03(3354)5288 

무대표현 (단위제) 

다케하야 보통 분쿄구 고이시카와 4-2-1 03(3811)6961 

무코가오카 보통 분쿄구 무코가오카 1-11-18 03(3811)2022 

공예 공업 머신 공예 공업 머신 공예 분쿄구 혼고 1-3-9 03(3814)8755 

아트 공예 아트 공예 

인테리어 디자인 인테리어 

그래픽 아트 그래픽 아트 

◎ 아사쿠사 보통 (단위제1～3부) 다이토구 이마도 1-8-13 03(3874)3182 

우에노 보통 다이토구 우에노코엔 10-14 03(3821)3706 

시노부가오카 보통 (단위제) 다이토구 아사쿠사바시 5-1-24 03(3863)3131 

가정 생활과학(단위제) 

구라마에 공과 공업 기계, 전기, 건축, 설비공업 다이토구 구라마에 1-3-57 03(3862)4488 

스미다가와 보통 (단위제) 스미다구 히가시무코지마 3-34-14 03(3611)2125 

니혼바시 보통 스미다구 야히로 1-28-21 03(3617)1811 

혼조 보통 스미다구 무코지마 3-37-25 03(3622)0344 

다치바나 산업 산업 산업 산업 스미다구 다치바나 4-29-7 03(3617)8311 

조토 보통 고토구 오지마 3-22-1 03(3637)3561 

히가시 보통 고토구 히가시스나 7-19-24 03(3644)7176 

후카가와 보통 고토구 도요 5-32-19 03(3649)2101 

코스 외국어 

과학기술 과학기술 과학기술 고토구 오지마 1-2-31 03(5609)0227 

이수 창조 이수(理數) 

스미다 공과 공업 기계, 자동차, 전기, 건축 공업 종합기술 고토구 모리시타 5-1-7 03(3631)4928 

고토 상업 상업 비즈니스 고토구 가메이도 4-50-1 03(3685)1711 

다이산 상업 상업 비즈니스 상업 상업 고토구 엣추지마 3-3-1 03(3641)0380 

◎ 오에도 종합 (단위제1～3부) 고토구 센고쿠 3-2-11 03(5606)9500 

오사키 보통 보통 시나가와구 유타카초 2-1-7 03(3786)3355 

고야마다이 보통 시나가와구 고야마 3-3-32 03(3714)8155 

야시오 보통 시나가와구 히가시시나가와 3-27-22 03(3471)7384 

고마바 보통 메구로구 오하시 2-18-1 03(3466)2481 

체육 보건체육 

메구로 보통 메구로구 유텐지 2-7-15 03(3792)5541 

국제 국제 국제 메구로구 고마바 2-19-59 03(3468)6811 

오모리 보통 보통 오타구 니시카마타 2-2-1 03(3753)3161 

가마타 보통 오타구 가마타혼초 1-1-30 03(3737)1331 

덴엔초후 보통 오타구 덴엔초후미나미 27-1 03(3750)4346 

미하라 보통 (단위제) 오타구 오모리히가시 1-33-1 03(3764)3883 

유키가야 보통 오타구 구가하라 1-14-1 03(3753)0115 
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か

科
か

名
めい

六
ろく

郷
ごう

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

ものづくり工学
こうがく

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

大
おお

田
た

区
く

東
ひがし

六
ろく

郷
ごう

工
こう

業
ぎょう

生
せい

産
さん

工
こう

学
がく

単
たん

位
い

制
せい

大
おお

田
た

桜
さくら

台
だい

商
しょう

業
ぎょう

ビジネスコミュニケーション 大
おお

田
た

区
く

中
なか

馬
ま

込
ごめ

つばさ総
そう

合
ごう

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

大
おお

田
た

区
く

本
ほん

羽
はね

田
だ

桜
さくら

町
まち

普
ふ

通
つう

世
せ

田
た

谷
がや

区
く

用
よう

賀
が

千
ち

歳
とせが

丘
おか

普
ふ

通
つう

世
せ

田
た

谷
がや

区
く

船
ふな

橋
ばし

深
ふか

沢
さわ

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

世
せ

田
た

谷
がや

区
く

深
ふか

沢
さわ

松
まつ

原
ばら

普
ふ

通
つう

普
ふ

通
つう

世
せ

田
た

谷
がや

区
く

桜
さくら

上
じょう

水
すい

芦
ろ

花
か

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

世
せ

田
た

谷
がや

区
く

粕
かす

谷
や

園
えん

芸
げい

農
のう

業
ぎょう

園
えん

芸
げい

食
しょく

品
ひん

動
どう

物
ぶつ

農
のう

業
ぎょう

園
えん

芸
げい

世
せ

田
た

谷
がや

区
く

深
ふか

沢
さわ

総
そう

合
ごう

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

機
き

械
かい

・自
じ

動
どう

車
しゃ

工
こう

業
ぎょう

総
そう

合
ごう

技
ぎ

術
じゅつ

世
せ

田
た

谷
がや

区
く

成
せい

城
じょう

電
でん

気
き

・情
じょう

報
ほう

デザイン

建
けん

築
ちく

・都
と

市
し

工
こう

学
がく

◎ 世
せ

田
た

谷
がや

泉
いずみ

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

～ 部
ぶ

世
せ

田
た

谷
がや

区
く

北
きた

烏
からす

山
やま

世
せ

田
た

谷
がや

総
そう

合
ごう

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

世
せ

田
た

谷
がや

区
く

岡
おか

本
もと

青
あお

山
やま

普
ふ

通
つう

渋
しぶ

谷
や

区
く

神
じん

宮
ぐう

前
まえ

広
ひろ

尾
お

普
ふ

通
つう

渋
しぶ

谷
や

区
く

東
ひがし

第
だい

一
いち

商
しょう

業
ぎょう

商
しょう

業
ぎょう

ビジネス 渋
しぶ

谷
や

区
く

鉢
はち

山
やま

町
ちょう

鷺
さぎの

宮
みや

普
ふ

通
つう

中
なか

野
の

区
く

若
わか

宮
みや

武
む

蔵
さしが

丘
おか

普
ふ

通
つう

中
なか

野
の

区
く

上
かみ

鷺
さぎの

宮
みや

中
なか

野
の

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

食
しょく

品
ひん

サイエンス 工
こう

業
ぎょう

総
そう

合
ごう

技
ぎ

術
じゅつ

中
なか

野
の

区
く

野
の

方
がた

◎ 稔
みのり

ヶ
が

丘
おか

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

～ 部
ぶ

中
なか

野
の

区
く

上
かみ

鷺
さぎの

宮
みや

◎ 荻
おぎ

窪
くぼ

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

～ 部
ぶ

杉
すぎ

並
なみ

区
く

荻
おぎ

窪
くぼ

杉
すぎ

並
なみ

普
ふ

通
つう

杉
すぎ

並
なみ

区
く

成
なり

田
た

西
にし

豊
とよ

多
た

摩
ま

普
ふ

通
つう

杉
すぎ

並
なみ

区
く

成
なり

田
た

西
にし

西
にし

普
ふ

通
つう

杉
すぎ

並
なみ

区
く

宮
みや

前
まえ

農
のう

芸
げい

農
のう

業
ぎょう

園
えん

芸
げい

科
か

学
がく

食
しょく

品
ひん

科
か

学
がく

農
のう

業
ぎょう

農
のう

芸
げい

杉
すぎ

並
なみ

区
く

今
いま

川
がわ

緑
りょく

地
ち

環
かん

境
きょう

杉
すぎ

並
なみ

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

ＩＴ・環
かん

境
きょう

杉
すぎ

並
なみ

区
く

上
かみ

井
い

草
ぐさ

杉
すぎ

並
なみ

総
そう

合
ごう

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

杉
すぎ

並
なみ

区
く

下
しも

高
たか

井
い

戸
ど

豊
と

島
しま

普
ふ

通
つう

普
ふ

通
つう

豊
と

島
しま

区
く

千
ち

早
はや

文
ぶん

京
きょう

普
ふ

通
つう

豊
と

島
しま

区
く

西
にし

巣
す

鴨
がも

千
ち

早
はや

商
しょう

業
ぎょう

ビジネスコミュニケーション 豊
と

島
しま

区
く

千
ち

早
はや

飛
あす

鳥
か

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

北
きた

区
く

王
おう

子
じ

赤
あか

羽
ばね

北
ほく

桜
おう

家
か

庭
てい

保
ほ

育
いく

・栄
えい

養
よう

調
ちょう

理
り

北
きた

区
く

西
にし

が丘
おか

福
ふく

祉
し

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

王
おう

子
じ

総
そう

合
ごう

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

北
きた

区
く

滝
たき

野
の

川
がわ

◎ 桐
きり

ヶ
が

丘
おか

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

～ 部
ぶ

北
きた

区
く

赤
あか

羽
ばね

北
きた

竹
たけの

台
だい

普
ふ

通
つう

荒
あら

川
かわ

区
く

東
ひがし

日
にっ

暮
ぽ

里
り

荒
あら

川
かわ

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

電
でん

気
き

電
でん

子
し

情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ

工
こう

業
ぎょう

電
でん

気
き

電
でん

子
し

荒
あら

川
かわ

区
く

南
みなみ

千
せん

住
じゅ

板
いた

橋
ばし

普
ふ

通
つう

板
いた

橋
ばし

区
く

大
おお

谷
や

口
ぐち

板
いた

橋
ばし

有
ゆう

徳
とく

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

板
いた

橋
ばし

区
く

徳
とく

丸
まる

大
おお

山
やま

普
ふ

通
つう

板
いた

橋
ばし

区
く

小
こ

茂
も

根
ね

北
きた

園
ぞの

普
ふ

通
つう

板
いた

橋
ばし

区
く

板
いた

橋
ばし

高
たか

島
しま

普
ふ

通
つう

板
いた

橋
ばし

区
く

高
たか

島
しま

平
だいら

北
きた

豊
と

島
しま

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

都
と

市
し

防
ぼう

災
さい

技
ぎ

術
じゅつ

板
いた

橋
ばし

区
く

富
ふ

士
じ

見
み

町
ちょう

井
い

草
ぐさ

普
ふ

通
つう

練
ねり

馬
ま

区
く

上
かみ

石
しゃく

神
じ

井
い

大
おお

泉
いずみ

桜
さくら

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

練
ねり

馬
ま

区
く

大
おお

泉
いずみ

町
まち

石
しゃく

神
じ

井
い

普
ふ

通
つう

練
ねり

馬
ま

区
く

関
せき

町
まち

北
きた

田
た

柄
がら

普
ふ

通
つう

練
ねり

馬
ま

区
く

光
ひかり

が丘
おか

練
ねり

馬
ま

普
ふ

通
つう

練
ねり

馬
ま

区
く

春
かす

日
が

町
ちょう

光
ひかりが

丘
おか

普
ふ

通
つう

練
ねり

馬
ま

区
く

旭
あさひ

町
ちょう

練
ねり

馬
ま

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

キャリア技
ぎ

術
じゅつ

練
ねり

馬
ま

区
く

早
はや

宮
みや

第
だい

四
よん

商
しょう

業
ぎょう

商
しょう

業
ぎょう

ビジネス 練
ねり

馬
ま

区
く

貫
ぬく

井
い

青
あお

井
い

普
ふ

通
つう

足
あ

立
だち

区
く

青
あお

井
い

足
あ

立
だち

普
ふ

通
つう

普
ふ

通
つう

足
あ

立
だち

区
く

中
ちゅう

央
おう

本
ほん

町
ちょう

商
しょう

業
ぎょう

商
しょう

業
ぎょう

足
あ

立
だち

新
しん

田
でん

普
ふ

通
つう

足
あ

立
だち

区
く

新
しん

田
でん

33

고교명 
전일제 정시제 

소재지 전화 
학과 등 코스명 또는 과명 학과 과명 

로쿠고 공과 공업 제조 공학 보통 (단위제) 오타구 히가시로쿠고 2-18-2 03(3737)6565 

공업 생산 공학(단위제) 

오타사쿠라다이 상업 비즈니스 커뮤니케이션 오타구 나카마고메 3-11-10 03(6303)7980 

쓰바사 종합 종합 (단위제) 오타구 혼하네다 3-11-5 03(5737)0151 

사쿠라마치 보통 세타가야구 요가 2-4-1 03(3700)4330 

지토세가오카 보통 세타가야구 후나바시 3-18-1 03(3429)7271 

후카자와 보통 (단위제) 세타가야구 후카사와 7-3-14 03(3702)4145 

마쓰바라 보통 보통 세타가야구 사쿠라조수이 4-3-5 03(3303)5381 

로카 보통 (단위제) 세타가야구 가스야 3-8-1 03(5315)3322 

원예 농업 원예, 식품, 동물 농업 원예 세타가야구 후카사와 5-38-1 03(3705)2154 

종합공과 공업 기계・자동차 공업 종합기술 세타가야구 세이조 9-25-1 03(3483)0204 

전기・정보 디자인 

건축・도시 공학 

◎ 세타가야이즈미 종합 (단위제1～3부) 세타가야구 기타카라스야마 9-22-1 03(3300)6131 

세타가야 종합 종합 (단위제) 세타가야구 오카모토 2-9-1 03(3700)4771 

아오야마 보통 시부야구 진구마에 2-1-8 03(3404)7801 

히로오 보통 시부야구 히가시 4-14-14 03(3400)1761 

다이이치 상업 상업 비즈니스 시부야구 하치야마초 8-1 03(3463)2606 

사기노미야 보통 나카노구 와카미야 3-46-8 03(3330)0101 

무사시가오카 보통 나카노구 가미사기노미야 2-14-1 03(3999)9308 

나카노 공과 공업 식품 사이언스 공업 종합기술 나카노구 노가타 3-5-5 03(3385)7445 

◎ 미노리가오카 종합 (단위제1～3부) 나카노구 가미사기노미야 5-11-1 03(3990)4226 

◎ 오기쿠보 보통 (단위제1～3부) 스기나미구 오기쿠보 5-7-20 03(3392)6436 

스기나미 보통 스기나미구 나리타니시 4-15-15 03(3391)6530 

도요타마 보통 스기나미구 나리타니시 2-6-18 03(3393)1331 

니시 보통 스기나미구 미야마에 4-21-32 03(3333)7771 

농예 농업 원예 과학, 식품 과학 농업 농예 스기나미구 이마가와 3-25-1 03(3399)0191 

녹지 환경 

스기나미 공과 공업 ＩＴ・환경 스기나미구 가미이구사 4-13-31 03(3394)2471 

스기나미 종합 종합 (단위제) 스기나미구 시모타카이도 5-17-1 03(3303)1003 

도시마 보통 보통 도시마구 지하야 4-9-21 03(3958)0121 

분쿄 보통 도시마구 니시스가모 1-1-5 03(3910)8231 

지하야 상업 비즈니스 커뮤니케이션 도시마구 지하야 3-46-21 03(5964)1721 

아스카 보통 (단위제) 보통 (단위제) 기타구 오지 6-8-8 03(3913)5071 

아카바네호쿠오 가정 보육・영양 조리 기타구 니시가오카 3-14-20 03(5948)4390 

복지 개호 복지 

오지 종합 종합 (단위제) 기타구 다키노가와 3-54-7 03(3576)0602 

◎ 기리가오카 종합 (단위제1～3부) 기타구 아카바네키타 3-5-22 03(3906)2173 

다케다이 보통 아라카와구 히가시닛포리 5-14-1 03(3891)1515 

아라카와 공과 공업 전기, 전자, 정보기술 공업 전기, 전자 아라카와구 미나미센주 6-42-1 03(3802)1178 

이타바시 보통 이타바시구 오야구치 1-54-1 03(3973)3150 

이타바시유토쿠 보통 (단위제) 보통 (단위제) 이타바시구 도쿠마루 2-17-1 03(3937)6911 

오야마 보통 이타바시구 고모네 5-18-1 03(3958)2121 

기타조노 보통 이타바시구 이타바시 4-14-1 03(3962)7885 

다카시마 보통 이타바시구 다카시마다이라 3-7-1 03(3938)3125 

기타토시마 공과 공업 도시 방재 기술 이타바시구 후지미초 28-1 03(3963)4331 

이구사 보통 네리마구 가미샤쿠지이 2-2-43 03(3920)0319 

오이즈미사쿠라 보통 (단위제) 네리마구 오이즈미마치 3-5-7 03(3978)1180 

샤쿠지이 보통 네리마구 세키마치키타 4-32-48 03(3929)0831 

다가라 보통 네리마구 히카리가오카 2-3-1 03(3977)2555 

네리마 보통 네리마구 가스가초 4-28-25 03(3990)8643 

히카리가오카 보통 네리마구 아사히초 2-1-35 03(3977)1501 

네리마 공과 공업 커리어 기술 네리마구 하야미야 2-9-18 03(3932)9251 

다이욘 상업 상업 비즈니스 네리마구 누쿠이 3-45-19 03(3990)4221 

아오이 보통 아다치구 아오이 1-7-35 03(3848)2781 

아다치 보통 보통 아다치구 주오혼초 1-3-9 03(3889)2204 

상업 상업 

아다치신덴 보통 아다치구 신덴 2-10-16 03(3914)4211 
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고교명 
전일제 정시제 

소재지 전화 
학과 등 코스명 또는 과명 학과 과명 

아다치니시 보통 아다치구 고호쿠 5-7-1 03(3898)7020 

아다치히가시 보통 아다치구 오야타 2-3-5 03(3620)5991 

고호쿠 보통 아다치구 니시아야세 4-14-30 03(3880)3411 

후치에 보통 아다치구 히가시호키마 2-10-1 03(3885)6971 

아다치 공과 공업 종합기술 아다치구 니시아라이 4-30-1 03(3899)1196 

◎ 오다이바시 종합 (단위제1～3부) 아다치구 오다이 2-1-31 03(3913)1111 

가쓰시카노 보통 가쓰시카구 가메아리 1-7-1 03(3602)7131 

미나미카쓰시카 보통 보통 가쓰시카구 다테이시 6-4-1 03(3691)8476 

농산 농업 원예 디자인, 식품 농업 농산 가쓰시카구 니시카메아리 1-28-1 03(3602)2865 

본조 공과 공업 종합기술 가쓰시카구 미나미미즈모토 4-21-1 03(3607)4500 

가쓰시카 상업 상업 비즈니스 가쓰시카구 신주쿠 3-14-1 03(3607)5178 

가쓰시카 종합 종합 (단위제) 가쓰시카구 미나미미즈모토 4-21-1 03(3607)3878 

에도가와 보통 보통 에도가와구 마쓰시마 2-38-1 03(3651)0297 

가사이미나미 보통 보통 에도가와구 미나미카사이 1-11-1 03(3687)4491 

고이와 보통 에도가와구 혼잇시키 3-10-1 03(3651)2250 

고마쓰가와 보통 에도가와구 히라이 1-27-10 03(3685)1010 

시노자키 보통 에도가와구 히가시시노자키 1-10-1 03(3678)9331 

모미지가와 보통 에도가와구 린카이초 2-1-1 03(3878)3021 

가사이 공과 공업 기계, 전자, 건축 에도가와구 이치노에 7-68-1 03(3653)4111 

듀얼 시스템 

가타쿠라 보통 하치오지시 가타쿠라마치 1643 042(635)3621 

코스 조형 미술 

쇼요 보통 (단위제) 하치오지시 다테마치 1097-136 042(663)3318 

하치오지키타 보통 하치오지시 나라하라마치 601 042(626)3787 

◎ 하치오지타쿠신 보통 일반 전형 

(단위제 1～3부) 

하치오지시 다이마치 3-25-1 042(622)7563 

챌린지 전형 

(단위제 1･２부) 

하치오지히가시 보통 하치오지시 다카쿠라마치 68-1 042(644)6996 

후지모리 보통 하치오지시 나가부사마치 420-2 042(661)0444 

마쓰가야 보통 하치오지시 마쓰가야 1772 042(676)1231 

코스 외국어 

하치오지소시 산업 디자인 분야, 공예 분야 하치오지시 센닌초 4-8-1 042(663)5970 

시스템 정보 분야 

비즈니스 정보 분야 

◎ 스나가와 보통 (단위제 1～3부) 다치카와시 이즈미초 935-4 042(537)4611 

다치카와 보통 다치카와시 니시키초 2-13-5 042(524)8195 

이수 창조 이수 

◎ 다치카와미도리 종합 (단위제 1～3부) 다치카와시 니시키초 6-3-1 042(529)3080 

무사시노키타 보통 무사시노시 야하타초 2-3-10 0422(55)2071 

다마 보통 오메시 우라주쿠초 580 0428(23)2151 

오메 종합 종합 (단위제) 종합 (단위제) 오메시 가쓰누마 1-60-1 0428(22)7604 

후추 보통 후추시 사카에초 3-3-1 042(364)8411 

후추니시 보통 후추시 닛신초 4-6-7 042(365)5933 

후추히가시 보통 후추시 오시타테초 4-21 042(365)7611 

농업 농업 도시 원예, 식품 과학 보통 후추시 고토부키초 1-10-2 042(362)2211 

녹지 계획 농업 식품 화학 

가정 복식, 음식물 

후추 공과 공업 기계, 공업기술, 정보기술 후추시 와카마쓰초 2-19-1 042(362)7237 

전기 

쇼와 보통 아키시마시 아즈마초 2-3-21 042(541)0222 

하이지마 보통 아키시마시 하이지마초 4-13-1 042(543)1772 

진다이 보통 보통 조후시 와카바초 1-46-1 03(3300)8261 

조후키타 보통 조후시 진다이지키타마치 5-39-1 042(487)1860 

조후미나미 보통 조후시 다마가와 6-2-1 042(483)0765 

오가와 보통 마치다시 오가와 2-1002-1 042(796)9301 

나루세 보통 마치다시 나루세 7-4-1 042(725)1533 
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そう

合
ごう

情
じょう

報
ほう

町
まち

田
だ

市
し

忠
ただ

生
お

町
まち

田
だ

総
そう

合
ごう

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

町
まち

田
だ

市
し

木
き

曽
そ

西
にし

小
こ

金
がね

井
い

北
きた

普
ふ

通
つう

小
こ

金
がね

井
い

市
し

緑
みどり

町
ちょう

小
こ

金
がね

井
い

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

機
き

械
かい

電
でん

気
き

電
でん

子
し

小
こ

金
がね

井
い

市
し

本
ほん

町
ちょう

多
た

摩
ま

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

小
こ

金
がね

井
い

市
し

本
ほん

町
ちょう

小
こ

平
だいら

普
ふ

通
つう

小
こ

平
だいら

市
し

仲
なか

町
まち

コース 外
がい

国
こく

語
ご

小
こ

平
だいら

西
にし

普
ふ

通
つう

小
こ

平
だいら

市
し

小
お

川
がわ

町
ちょう

小
こ

平
だいら

南
みなみ

普
ふ

通
つう

小
こ

平
だいら

市
し

上
じょう

水
すい

本
ほん

町
ちょう

日
ひ

野
の

普
ふ

通
つう

日
ひ

野
の

市
し

石
いし

田
だ

日
ひ

野
の

台
だい

普
ふ

通
つう

日
ひ

野
の

市
し

大
おお

坂
さか

上
うえ

南
みなみ

平
だいら

普
ふ

通
つう

日
ひ

野
の

市
し

南
みなみ

平
だいら

東
ひがし

村
むら

山
やま

普
ふ

通
つう

東
ひがし

村
むら

山
やま

市
し

恩
おん

多
た

町
ちょう

東
ひがし

村
むら

山
やま

西
にし

普
ふ

通
つう

東
ひがし

村
むら

山
やま

市
し

富
ふ

士
じ

見
み

町
ちょう

国
こく

分
ぶん

寺
じ

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

国
こく

分
ぶん

寺
じ

市
し

新
しん

町
まち

国
くに

立
たち

普
ふ

通
つう

国
くに

立
たち

市
し

東
ひがし

第
だい

五
ご

商
しょう

業
ぎょう

商
しょう

業
ぎょう

ビジネス 商
しょう

業
ぎょう

商
しょう

業
ぎょう

国
くに

立
たち

市
し

中
なか

福
ふっ

生
さ

普
ふ

通
つう

普
ふ

通
つう

福
ふっ

生
さ

市
し

北
きた

田
でん

園
えん

多
た

摩
ま

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

機
き

械
かい

電
でん

気
き

環
かん

境
きょう

化
か

学
がく

福
ふっ

生
さ

市
し

熊
くま

川
がわ

デュアルシステム

狛
こま

江
え

普
ふ

通
つう

狛
こま

江
え

市
し

元
もと

和
いずみ

泉

東
ひがし

大
やま

和
と

普
ふ

通
つう

東
ひがし

大
や

和
まと

市
し

中
ちゅう

央
おう

東
ひがし

大
やま

和
と

南
みなみ

普
ふ

通
つう

東
ひがし

大
や

和
まと

市
し

桜
さくら

が丘
おか

清
きよ

瀬
せ

普
ふ

通
つう

清
きよ

瀬
せ

市
し

松
まつ

山
やま

久
く

留
る

米
め

西
にし

普
ふ

通
つう

東
ひがし

久
く

留
る

米
め

市
し

野
の

火
び

止
とめ

東
ひがし

久
く

留
る

米
め

総
そう

合
ごう

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

東
ひがし

久
く

留
る

米
め

市
し

幸
さいわい

町
ちょう

上
じょう

水
すい

普
ふ

通
つう

単
たん

位
い

制
せい

武
む

蔵
さし

村
むら

山
やま

市
し

大
おお

南
みなみ

武
む

蔵
さし

村
むら

山
やま

普
ふ

通
つう

武
む

蔵
さし

村
むら

山
やま

市
し

中
なか

原
はら

永
なが

山
やま

普
ふ

通
つう

多
た

摩
ま

市
し

永
なが

山
やま

若
わか

葉
ば

総
そう

合
ごう

総
そう

合
ごう

単
たん

位
い

制
せい

稲
いな

城
ぎ

市
し

坂
さか

浜
はま

羽
は

村
むら

普
ふ

通
つう

羽
は

村
むら

市
し

羽
はね

秋
あき

留
る

台
だい

普
ふ

通
つう

あきる野
の

市
し

平
ひら

沢
さわ

五
いつ

日
か

市
いち

普
ふ

通
つう

普
ふ

通
つう

あきる野
の

市
し

五
いつ

日
か

市
いち

田
た

無
なし

普
ふ

通
つう

西
にし

東
とう

京
きょう

市
し

向
むこう

台
だい

町
ちょう

保
ほう

谷
や

普
ふ

通
つう

西
にし

東
とう

京
きょう

市
し

住
すみ

吉
よし

町
ちょう

田
た

無
なし

工
こう

科
か

工
こう

業
ぎょう

機
き

械
かい

建
けん

築
ちく

都
と

市
し

工
こう

学
がく

西
にし

東
とう

京
きょう

市
し

向
むこう

台
だい

町
ちょう

瑞
みず

穂
ほ

農
のう

芸
げい

農
のう

業
ぎょう

園
えん

芸
げい

科
か

学
がく

畜
ちく

産
さん

科
か

学
がく

食
しょく

品
ひん

併
へい

合
ごう

普
ふ

通
つう

・農
のう

業
ぎょう

西
にし

多
た

摩
ま

郡
ぐん

瑞
みず

穂
ほ

町
まち

石
いし

畑
はた

家
か

庭
てい

生
せい

活
かつ

デザイン

大
おお

島
しま

普
ふ

通
つう

普
ふ

通
つう

大島町
おおしまちょう

元町
もとまち

字
あざ

八重
や え

の水
みず

併
へい

合
ごう

農
のう

林
りん

・家
か

政
せい

大
おお

島
しま

海
かい

洋
よう

国
こく

際
さい

水
すい

産
さん

海
かい

洋
よう

国
こく

際
さい

大
おお

島
しま

町
まち

差
さし

木
き

地
じ

字
あざ

下
しも

原
ばら

新
にい

島
じま

普
ふ

通
つう

新
にい

島
じま

村
むら

本
ほん

村
そん

神
こう

津
づ

普
ふ

通
つう

神
こう

津
づ

島
しま

村
むら

三
み

宅
やけ

普
ふ

通
つう

三
み

宅
やけ

村
むら

坪
つぼ

田
た

併
へい

合
ごう

農
のう

業
ぎょう

・家
か

政
せい

八
はち

丈
じょう

普
ふ

通
つう

普
ふ

通
つう

八
はち

丈
じょう

町
まち

大
おお

賀
か

郷
ごう

併
へい

合
ごう

園
えん

芸
げい

・家
か

政
せい

小
お

笠
がさ

原
わら

普
ふ

通
つう

小
お

笠
がさ

原
わら

村
むら

父
ちち

島
じま

字
あざ

清
きよ

瀬
せ
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고교명 
전일제 정시제 

소재지 전화 
학과 등 코스명 또는 과명 학과 과명 

노즈타 보통 마치다시 노즈타마치 2001 042(734)2311 

복지 복지 

체육 체육 

마치다 보통 보통 마치다시 나카마치 4-25-3 042(722)2201 

야마사키 보통 마치다시 야마자키마치 1453-1 042(792)2891 

마치다 공과 공업 종합정보 마치다시 다다오 1-20-2 042(791)1035 

마치다 종합 종합 (단위제) 마치다시 기소니시 3-5-1 042(791)7980 

고가네이키타 보통 고가네이시 미도리초 4-1-1 042(385)2611 

고가네이 공과 공업 기계, 전기, 전자 고가네이시 혼초 6-8-9 042(381)4141 

다마 과학기술 과학기술 과학기술 고가네이시 혼초 6-8-9 042(381)4164 

고다이라 보통 고다이라시 나카마치 112 042(341)5410 

코스 외국어 

고다이라니시 보통 고다이라시 오가와초 1-502-95 042(345)1411 

고다이라미나미 보통 고다이라시 조수이혼초 6-21-1 042(325)9331 

히노 보통 히노시 이시다 1-190-1 042(581)7123 

히노다이 보통 히노시 오사카우에 4-16-1 042(582)2511 

미나미다이라 보통 히노시 미나미다이라 8-2-3 042(593)5121 

히가시무라야마 보통 히가시무라야마시 온타초 4-26-1 042(392)1235 

히가시무라야마니시 보통 히가시무라야마시 후지미초 5-4-41 042(395)9121 

고쿠분지 보통 (단위제) 고쿠분지시 신마치 3-2-5 042(323)3371 

구니타치 보통 구니타치시 히가시 4-25-1 042(575)0126 

다이고 상업 상업 비즈니스 상업 상업 구니타치시 나카 3-4-1 042(572)0132 

훗사 보통 보통 훗사시 기타덴엔 2-11-3 042(552)5601 

다마 공과 공업 기계, 전기, 한경화학 훗사시 구마가와 215 042(551)3435 

듀얼 시스템 

고마에 보통 고마에시 모토이즈미 3-9-1 03(3489)2241 

히가시야마토 보통 히가시야마토시 주오 3-945 042(563)1741 

히가시야마토미나미 보통 히가시야마토시 사쿠라가오카 3-44-8 042(565)7117 

기요세 보통 기요세시 마쓰야마 3-1-56 042(492)3500 

구루메니시 보통 히가시쿠루메시 노비도메 2-1-44 042(474)2661 

히가시쿠루메 종합 종합 (단위제) 종합 (단위제) 히가시쿠루메시 사이와이초 5-8-46 042(471)2510 

조수이 보통 (단위제) 무사시무라야마시 오미나미 4-62-1 042(590)4580 

무사시무라야마 보통 무사시무라야마시 나카하라 1-7-1 042(560)1271 

나가야마 보통 다마시 나가야마 5-22 042(374)9891 

와카바 종합 종합 (단위제) 이나기시 사카하마 1434-3 042(350)0300 

하무라 보통 하무라시 하네 4152-1 042(555)6631 

아키루다이 보통 아키루노시 히라사와 153-4 042(559)6821 

이쓰카이치 보통 보통 아키루노시 이쓰카이치 894 042(596)0176 

다나시 보통 니시도쿄시 무코다이초 5-4-34 042(463)8511 

호야 보통 니시도쿄시 스미요시초 5-8-23 042(422)3223 

다나시 공과 공업 기계, 건축, 도시공학 니시도쿄시 무코다이초 1-9-1 042(464)2225 

미즈호 농예 농업 원예과학, 축산과학, 식품 병합 보통・농업 니시타마군 미즈호마치 이시하타 2027 042(557)0142 

가정 생활 디자인 

오시마 보통 보통 오시마마치 모토마치 아자 야에노미즈 127 04992(2)1431 

병합 농림・가정 

오시마 해양국제 수산 해양 국제 오시마마치 사시키지 아자 시모하라 996-1 04992(4)0385 

니이지마 보통 니이지마무라 혼손 4-10-1 04992(5)0091 

고즈 보통 고즈시마무라 1620 04992(8)0706 

미야케 보통 미야케무라 쓰보타 4586 04994(6)1136 

병합 농업・가정 

하치조 보통 보통 하치조마치 오카고 3020 04996(2)1181 

병합 원예・가정 

오가사와라 보통 오가사와라무라 지치지마 아자 기요세 04998(2)2346 
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【【通通
つう

信信
しん

制制
せい

課課
か

程程
てい

】】

高
こう

校
こう

名
めい

学
がっ

科
か

所
しょ

在
ざい

地
ち

電
でん

話
わ

一
ひとつ

橋
ばし

普
ふ

通
つう

千
ち

代
よ

田
だ

区
く

東
ひがし

神
かん

田
だ

新
しん

宿
じゅく

山
やま

吹
ぶき

普
ふ

通
つう

新
しん

宿
じゅく

区
く

山
やま

吹
ぶき

町
ちょう

砂
すな

川
がわ

普
ふ

通
つう

立
たち

川
かわ

市
し

泉
いずみ

町
ちょう
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【 통신제 과정 】 
고교명 학과 소재지 전화 

히토쓰바시 보통 지요다구 히가시칸다 1-12-13 03(3862)6061 

신주쿠야마부키 보통 신주쿠구 야마부키초 81 03(5261)9771 

스나가와 보통 다치카와시 이즈미초 935-4 042(537)4611 
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１ 受検上
じゅけんじょう

の配慮
はいりょ

について 
都立
とりつ

高校
こうこう

の入試
にゅうし

では、一般
いっぱん

の学力
がくりょく

検査
けんさ

において、日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

を必要
ひつよう

とする生徒
せいと

等
とう

に対
たい

する配慮
はいりょ

を行
おこな

っていま

す。 
また、障害

しょうがい

のある志願者
しがんしゃ

が受検
じゅけん

する場合
ばあい

、学力
がくりょく

検査
けんさ

や小論文
しょうろんぶん

（作文
さくぶん

）、面接
めんせつ

等
とう

において、検査
けんさ

方法
ほうほう

、検査
けんさ

時間
じかん

及
およ

び検査会場
けんさかいじょう

等
とう

について、受検上
じゅけんじょう

の配慮
はいりょ

を申請
しんせい

することが可能
かのう

です。 

※ 上記の内容は、令和６年度入学者選抜に基づくもののため、変更になる可能性があります。
○ 国籍

こくせき

を問わず
と わ ず

、入国後
にゅうこくご

の在日
ざいにち

期間
きかん

に応
おう

じて、日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

を必要
ひつよう

とする生徒
せいと

等
とう

に対する
た い す る

学力
がくりょく

検査
けんさ

実施上
じっしじょう

の配慮
はいりょ

 
を行

おこな

います。 

○ 日本
にほん

に入国
にゅうこく

後
ご

６年
ねん

以内
いない

で、配慮
はいりょ

を希望
きぼう

する志願者
しがんしゃ

に対
たい

し、第一次
だいいちじ

募集
ぼしゅう

・分割
ぶんかつ

前期
ぜんき

募集
ぼしゅう

及
およ

び分割
ぶんかつ

後期
こうき

募集
ぼしゅう

・

第二次
だ い に じ

募集
ぼしゅう

における学力
がくりょく

検査
けんさ

問題
もんだい

の共通
きょうつう

問題
もんだい

について、ひらがなのルビを振
ふ

った学
がく

力
りょく

検
けん

査
さ

問
もん

題
だい

等
とう

での検査
けんさ

を実施
じっし

します。 

○ 上記
じょうき

に加
くわ

えて、日本
にほん

に入国
にゅうこく

後
ご

３年
ねん

以内
いない

で、配慮
はいりょ

を希望
きぼう

する志願者
しがんしゃ

に対
たい

しては、希望
きぼう

する外国語
がいこくご

について、

日本語
に ほ ん ご

に対
たい

する当該
とうがい

外国語
がいこくご

の訳
やく

が記載
きさい

されている辞書
じしょ

１冊
さつ

、当該
とうがい

外国語
がいこくご

に対
たい

する日本語
に ほ ん ご

の訳
やく

が記載
きさい

されている

辞書
じしょ

１冊
さつ

の合計
ごうけい

２冊
さつ

（例
れい

：日中
にっちゅう

辞典
じてん

と中日
ちゅうにち

辞典
じてん

）の持込
もちこ

みと検査
けんさ

時間
じかん

の延長
えんちょう

（ 分
ぷん

）の配慮
はいりょ

があります。

○ 所定
しょてい

の申請書
しんせいしょ

により、出願
しゅつがん

時
じ

に志願
しがん

する都立
とりつ

高校長
こうこうちょう

へ申請
しんせい

します。 

日日本本語語
に ほ ん ご

指指導導
しどう

をを必必要要
ひつよう

ととすするる生生徒徒
せいと

等等
とう

にに対対
たい

すするる配配慮慮
はいりょ

  

37

○ 국적을 불문하고 입국 후 일본 재류 기간에 따라 일본어 지도를 필요로 하는 학생 등에 대한 학력검사
실시 시 배려를 합니다.

○ 일본에 입국 후 6년 이내로 배려를 희망하는 지원자에 대하여 제 1차 모집 및 분할 전기 모집, 분할 후기
모집 및 제 2 차 모집에 있어서 학력검사 문제의 공통 문제에 대해서 히라가나의 루비(발음 표기)를 단
학력검사 문제 등으로 검사를 실시합니다.

○ 상기 외에 일본에 입국 후 3 년 이내로 배려를 희망하는 지원자에 대해서는 희망하는 외국어에 대해
일본어에 대한 해당 외국어 번역이 기재되어 있는 사전 1 권, 해당 외국어에 대한 일본어 번역이 기재되어
있는 사전 1권의 합계 2권(예:일중 사전과 중일 사전)의 반입과 검사 시간 연장(10분)의 배려가 있습니다.

○ 소정의 신청서를 작성하여 출원시에 지원할 도립 고교장에게 신청합니다.

１２ 수험 시  배려에  대하여  
도립고등학교 입시에서는 일반 학력검사에서 일본어 지도를 필요로 하는 학생 등에 대한 배려도 
실시하고 있습니다. 또, 장애가 있는 지원자가 수험할 경우, 학력검사나 소논문(작문), 면접 등에서 검사 
방법, 검사 시간 및 검사장 등에 대해 수험 시의 배려를 신청할 수 있습니다.  

일본어 지도가  필요한  학생  등에  대한  배려  
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○ 障害
しょうがい

のある志願者
しがんしゃ

が受検
じゅけん

する場合
ばあい

、学力
がくりょく

検査
けんさ

、小論文
しょうろんぶん

（作文
さくぶん

）、面接
めんせつ

等
とう

において、検査
けんさ

方法
ほうほう

、検査
けんさ

時間
じかん

及
およ

び検査会場
けんさかいじょう

等
とう

について受検上
じゅけんじょう

の配慮
はいりょ

を申請
しんせい

することが可能
かのう

です。 

○ 実際
じっさい

に行
おこな

う配慮
はいりょ

の内容
ないよう

は、在学
ざいがく

する中学校
ちゅうがっこう

等
とう

で受検者
じゅけんしゃ

が現在
げんざい

受
う

けている配慮
はいりょ

の内容
ないよう

を十分
じゅうぶん

参考
さんこう

にしなが

ら、受検者
じゅけんしゃ

の状 況
じょうきょう

に応
おう

じ、個別
こべつ

に決定
けってい

します。なお、障害
しょうがい

のある受検者
じゅけんしゃ

に対
たい

する配慮
はいりょ

として、以下
い か

のような

事例
じれい

があります。 

○ 所定
しょてい

の申請書
しんせいしょ

により、志願先
しがんさき

の都立
とりつ

高校長
こうこうちょう

へ事前
じぜん

に申請
しんせい

します。申請
しんせい

は、在学
ざいがく

する中学校
ちゅうがっこう

を通
とお

して行いま

すので、中学校
ちゅうがっこう

の先生
せんせい

に確認
かくにん

してください（現在
げんざい

中学校
ちゅうがっこう

に在学
ざいがく

していない場合
ばあい

は、志願先
しがんさき

の都立
とりつ

高校
こうこう

に申請
しんせい

します。詳
くわ

しくは、志願先
しがんさき

の都立
とりつ

高校
こうこう

に問
と

い合
あ

わせてください。）。 

○ 都立
とりつ

高校
こうこう

への申請
しんせい

時期
じ き

は、例年
れいねん

、 月
がつ

中 旬
ちゅうじゅん

頃
ごろ

となっています（令和
れいわ

７年度
ねんど

入学者
にゅうがくしゃ

選抜
せんばつ

では、令和
れいわ

年
ねん

月
がつ

２０日
にち

までに提出
ていしゅつ

としていました。）。

【受検上
じゅけんじょう

の配慮
はいりょ

の例
れい

】

障障害害
しょうがい

等等
とう

のの内内容容
ないよう

受受検検上上
じゅけんじょう

のの配配慮慮
はいりょ

（（例例
れい

））

視覚
しかく

関係
かんけい

・問題
もんだい

用紙
ようし

・解答
かいとう

用紙
ようし

の拡大
かくだい

・拡
かく

大鏡
だいきょう

等
とう

の持込
もちこ

み

聴覚
ちょうかく

関係
かんけい

・補聴器
ほちょうき

の持込
もちこ

み

・英語
えいご

リスニングテストでの座席
ざせき

の配慮
はいりょ

（スピーカーの近
ちか

くなど）

・面接
めんせつ

等
とう

における筆談
ひつだん

（メモ、ホワイトボードの使用
しよう

など）

発達
はったつ

障害
しょうがい

・別室
べっしつ

受検
じゅけん

・検査
けんさ

時間
じかん

の延長
えんちょう

・問題
もんだい

用紙
ようし

・解答
かいとう

用紙
ようし

へのルビ振
ふ

り

・ＩＣＴ機器
き き

の使用
しよう

・記号
きごう

選択式
せんたくしき

での受検
じゅけん

肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

・介助者
かいじょしゃ

の同行
どうこう

・家族
かぞく

による送迎
そうげい

・車
くるま

いすの使用
しよう

・エレベーターの使用
しよう

その他
ほか

、疾病
しっぺい

、怪我
け が

など

に関
かん

するもの

・医療用
いりょうよう

器具
き ぐ

（インスリン注射
ちゅうしゃ

、吸入器
きゅうにゅうき

等
とう

）の持込
もちこみ

（糖 尿 病
とうにょうびょう

、

喘息
ぜんそく

等
とう

）

・飴
あめ

、チョコレートなどの補
ほ

食品
しょくひん

の持込
もちこみ

（糖 尿 病
とうにょうびょう

、低血糖
ていけっとう

等
など

）

・松葉
まつば

杖
づえ

（骨折
こっせつ

）

・タオル、ハンカチの持込
もちこみ

、手袋
てぶくろ

の着用
ちゃくよう

（多汗症
たかんしょう

） 等
とう

障障害害
しょうがい

ののああるる受受検検者者
じゅけんしゃ

にに対対
たい

すするる配配慮慮
はいりょ

  

38

○ 장애가 있는 지원자가 수험할 경우, 학력검사, 소논문(작문), 면접 등에서 검사 방법, 검사 시간 및
검사장 등에 대해 수험 시의 배려를 신청할 수 있습니다.

○ 실제로 이루어지는 배려의 내용은 재학 중인 중학교 등에서 수험자가 현재 받고 있는 배려 내용을
충분히 참고하여, 수험자의 상황에 따라 개별적으로 결정됩니다. 또한, 장애가 있는 수험자에 대한
배려로는 다음과 같은 사례들이 있습니다

○ 소정의 신청서를 작성하여 지원할 도립고등학교에 사전에 신청합니다. 신청은 재학 중인 중학교를
통해 실시하므로 중학교 선생님께 확인해 주십시오. (현재 중학교에 재학하고 있지 않는 경우는 지원할
도립고등학교에 신청합니다. 자세한 내용은 지원할 도립고등학교에 문의하십시오)

○도립고등학교에의 신청 시기는 예년 12월 중순경입니다. (2025년도 입학자 선발에서는 2024년 12월
20일까지 제출하는 것으로 되어 있었습니다)

  

【수험 시 배려 사례】

장애 등의 내용 수업 시 배려 (예시) 

시각 관련 
・문제지 및 답안지 확대
・확대경 등의 지참

청각 관련 

・보청기 지참
・영어 듣기 평가 시 좌석 배려（스피커 근처 등）
・면접 시 필담（메모지, 화이트보드 사용 등）

발달 장애 

・별도 시험실에서 응시
・시험 시간 연장
・문제지 및 답안지에 루비(발음 표기) 추가
・ＩＣＴ기기 사용
・기호 선택형 방식으로 응시

지체 장애 

・보조자 동행
・가족에 의한 송영
・휠체어 사용
・엘리베이터 사용

기타 질병, 부상 등 

・의료기기（인슐린 주사기, 흡입기 등） 지참（당뇨병, 천식 등）
・사탕, 초콜릿 등의 보조식품 지참（당뇨병, 저혈당 등）
・목발 사용（골절）
・수건, 손수건 지참, 장갑 착용（다한증） 등 

장애가  있는  수험자에  대한  배려  
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「令

れい

和
わ

８年
ねん

度
ど

東
とう

京
きょう

都
と

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

に入
にゅう

学
がく

を希
き

望
ぼう

する皆
みな

さんへ」 
 

令
れい

和
わ

７年
ねん

１０月
がつ

発
はっ

行
こう

 
東
とう

京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

印
いん

刷
さつ

物
ぶつ

登
とう

録
ろく

 
令
れい

和
わ

７年
ねん

度
ど

第
だい

４６号
ごう

 
 
編
へん

集
しゅう

・発
はっ

行
こう

東
とう

京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

庁
ちょう

都
と

立
りつ

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

部
ぶ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

 
〒  
東
とう

京
きょう

都
と

新
しん

宿
じゅく

区
く

西
にし

新
しん

宿
じゅく

二
に

丁
ちょう

目
め

番
ばん

1号
ごう

 
電
でん

話
わ

０３（５３２０）６７４５

 
印
いん

刷
さつ

・製
せい

本
ほん

株式会社
かぶしきがいしゃ

モモデザイン 
 

  

○○東東京京都都
とうきょうと

教教育育
きょういく

相相談談
そうだん

セセンンタターー 高高校校
こうこう

進進級級
しんきゅう

・・進進路路
し ん ろ

・・入入学学
にゅうがく

相相談談
そうだん

  
〒 東京都

とうきょうと

新宿区
しんじゅくく

北新宿
きたしんじゅく

４－６－１ 東京都
とうきょうと

子供
こ ど も

家庭
か て い

総合
そうごう

センター ４階
かい

電電話話
で ん わ

００３３（（３３３３６６００））４４１１７７５５（（直直通通
ちょくつう

））  
問
と

い合
あ

わせ時間
じ か ん

月曜日
げつようび

から金曜日
きんようび

まで 午前
ご ぜ ん

９時
じ

から午後
ご ご

９時
じ

まで

土
ど

･日
にち

･祝日
しゅくじつ

午前
ご ぜ ん

９時
じ

から午後
ご ご

５時
じ

まで 
   （閉庁

へいちょう

日
び

・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

を除
のぞ

く。）  
※電話

で ん わ

相談
そうだん

のほかに、事前
じ ぜ ん

の予約
よ や く

による来所
らいしょ

相談
そうだん

も行
おこな

っています。

相談
そうだん

時間
じ か ん

月曜日
げつようび

から金曜日
きんようび

まで（閉庁
へいちょう

日
び

・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

を除
のぞ

く。） 午前
ご ぜ ん

９時
じ

から午後
ご ご

５時
じ

まで 

都立
と り つ

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

への入学
にゅうがく

に関
かん

することは、中学校
ちゅうがっこう

の先生
せんせい

又
また

は以下
い か

に問
と

い合
あ

わせてください。  
○○東東京京都都

とうきょうと

特特別別
とくべつ

支支援援
し え ん

教教育育
きょういく

推推進進室室
すいしんしつ

  
〒 東京都

とうきょうと

新宿区
しんじゅくく

赤城
あ か ぎ

元町
もとまち

１－３ 教育庁
きょういくちょう

神楽坂
かぐらざか

庁舎
ちょうしゃ

  
電電話話
で ん わ

００３３（（５５２２２２８８））３３４４３３３３（（直直通通
ちょくつう

））  
問
と

い合
あ

わせ時間
じ か ん

月曜日
げつようび

から金曜日
きんようび

まで（祝日
しゅくじつ

・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

を除
のぞ

く。） 午前
ご ぜ ん

９時
じ

から午後
ご ご

５時
じ

まで 

都立
と り つ

産業
さんぎょう

技術
ぎじゅつ

高等
こうとう

専門
せんもん

学校
がっこう

への入学
にゅうがく

に関
かん

することは、中学校
ちゅうがっこう

の先生
せんせい

又
また

は以下
い か

に問
と

い合
あ

わせてください。 
○○東東京京都都

とうきょうと

公公立立
こうりつ

大大学学
だいがく

法法人人
ほうじん

都都立立
と り つ

産産業業
さんぎょう

技技術術
ぎじゅつ

高高等等
こうとう

専専門門
せんもん

学学校校
がっこう

（（高高専専
こうせん

品品川川
しながわ

キキャャンンパパスス））

〒 東京都
とうきょうと

品川区
しながわく

東
ひがし

大井
お お い

１－１０－４０

電電話話
で ん わ

００３３（（３３４４７７１１））６６３３３３１１（（代代表表
だいひょう

））  
○○東東京京都都

とうきょうと

公公立立
こうりつ

大大学学
だいがく

法法人人
ほうじん

都都立立
と り つ

産産業業
さんぎょう

技技術術
ぎじゅつ

高高等等
こうとう

専専門門
せんもん

学学校校
がっこう

（（高高専専
こうせん

荒荒川川
あらかわ

キキャャンンパパスス））

〒 東京都
とうきょうと

荒川区
あらかわく

南千住
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））  
問
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あ
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まで 
※電話

で ん わ

相談
そうだん

のほかに、来庁
らいちょう

相談
そうだん

も行
おこな

っています。予約
よ や く

は不要
ふ よ う

です。 
相談
そうだん

時間
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月曜日
げつようび

から金曜日
きんようび

まで（祝日
しゅくじつ

・年末
ねんまつ

年始
ね ん し

を除
のぞ

く。） 午前
ご ぜ ん

９時
じ

から午後
ご ご

５時
じ

まで 
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○도쿄도 교육상담센터 고등학교 진급, 진로, 입학 상담

우 169-0074 도쿄도 신주쿠구 기타신주쿠 4-6-1 도쿄도 아동가정종합센터 4 층

전화 ０３（３３６０）４１７５（직통）

문의 시간: 월요일부터 금요일까지 오전 9 시부터 오후 9 시까지

 토, 일, 공휴일 오전 9 시부터 오후 5 시까지 

 (휴무일 및 연말연시를 제외함) 

※전화 상담 외에 사전 예약에 의한 방문 상담도 실시하고 있습니다.

상담 시간: 월요일부터 금요일까지(휴무일 및 연말연시를 제외함) 오전 9 시부터 오후

 5 시까지 

도립 특별지원학교 고등부의 입학에 관한 사항은 중학교 선생님 또는 이하에 문의해 주십시오. 

○도쿄도 특별지원교육추진실

우 162-0817 도쿄도 신주쿠구 아카기모토마치 1-3 교육청 가구라자카 청사

전화 ０３（５２２８）３４３３（직통）

문의 시간: 월요일부터 금요일까지(공휴일 및 연말연시를 제외함) 오전 9 시부터 오후

 5 시까지 

도립 산업기술고등전문학교의 입학에 관한 사항은 중학교 선생님 또는 이하에 문의해 주십시오. 

○도쿄도 공립대학법인 도립 산업기술고등전문학교 (고센시나가와 캠퍼스)

우 140-0011 도쿄도 시나가와구 히가시오이 1-10-40

전화 ０３（３４７１）６３３１（대표）

○도쿄도 공립대학법인 도립 산업기술고등전문학교 (고센아라카와 캠퍼스)

우 116-8523 도쿄도 아라카와구 미나미센주 8-17-1

전화 ０３（３８０１）０１４５（대표）

도쿄도 교육위원회 홈페이지（https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/） 

＊각  학교에  대한  자세한  내용은  직접  해당  학교에  문의하십시오..  

도립고등학교 등의 입학에 관한 것은 중학교 선생님 또는 이하에 문의해 주십시오. 
○도립고교 입시상담 코너
우 163-8001 도쿄도 신주쿠구 니시신주쿠 2-8-1 도청 제 2본청사 15 층
전화 ０３（５３２０）６７５５（직통）
문의 시간: 월요일부터 금요일까지(공휴일 및 연말연시를 제외함) 오전 9 시부터 오후

 5 시까지 
※전화 상담 외에 방문 상담도 실시하고 있습니다. 예약하실 필요는 없습니다.
상담 시간: 월요일부터 금요일까지(공휴일 및 연말연시를 제외함) 오전 9 시부터 오후

 5 시까지 


